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序章







「こちらで、ございます」

　時代劇に出てくる庄しよう屋やみたいな老人に案内されたのは、古ぼけた日本家屋の一室だった。ゆらめく蝋ろう燭そくの炎ほのおが、すすけた木造の壁かべをオレンジ色に照らし出す。その壁に掲かかげられた絵は、なんとも奇き妙みように和風で、観音様のようにも見えたが、胸に抱だかれた赤子の姿が、それを聖母だと主張する。祭さい壇だんに置かれた像も同様で、仏像なのか聖像なのか、一目では判断がつかない。

「なんだかなあ、これもまあ教会っちゃ教会なんだろうけど……何をしくじったのやら」

　右手に銀の十じゆう字じ架か、左手には聖書、ふと口をついて出たのは祈いのりではなく愚ぐ痴ち。

　それを紡つむぎ出したのは、すくなくとも見た目は主に仕える清らかな乙女おとめの唇くちびる。

　眼鏡をかけた知的な印象の若いシスターが来るには、いささか時代も場所もふさわしくないように見える。昔習った「隠かくれキリシタン」などという言葉が脳裏をよぎる。

　実際、教区の地図には載のっていない妙みような名前の村だった。裁谷――裁きの谷と書いてサバクタニ。字面も読みも、どこか、ひっかかるものを感じさせる。だが確かに教会から命じられたのだ。この村で大事な儀ぎ式しきのさなか、悪あく魔ま憑つきが出たから祓はらいに行け、と。

「では、マツリに間に合うよう、どうかよろしく」

　老人が去って、戸が閉められた。その部屋にいるのが、問題の悪魔憑きであるらしかった、が。

「おお？」

　蝋燭の明かりをたよりにのぞき込んだシスターは、悪魔との対決の時だというのに、なぜかだらしなく顔を緩ゆるめた。

　寝ねかされている「犠ぎ牲せい者しや」は、少女だった。まっすぐの黒い髪かみ、白い小こ袖そでに負まけず劣おとらず白い肌はだ。閉じた目の色は解わからないが、人形のように整った顔立ちであることは間ま違ちがいない。どこかで見たような、シスターの琴きん線せんに触ふれるはかなげな容姿だった。

　ただし、その手足は、荒あら縄なわで柱にきつく縛しばり付けられ、見た目の陰いん惨さんさを際だたせていた。

「まったく、よりによって、こんな可愛かわいい子に」

　シスターは様子を確かめようと、その子の手をとって――さらなる異常さに気づいた。いつ、どうやってついたのか、手のひらにかすかな傷きず痕あとがある。そんな位置の傷は、クリスチャンにとってはひとつの連想を呼ばずにはいられないのだが、

「まさか、ねえ……」

　首をかしげながらも、シスターは儀式の用意を進めた。盆ぼんに張った水に祝福の祈りを捧ささげて聖水を作り、聖書を広げ、十字架を置いて、いよいよ悪魔祓いの祈りを始める。

「父と子と聖せい霊れいの御み名なにおいて命ずる、悪魔よ、立ち去れ！」

　そして、聖水を少女へと振ふりかける。

「キシャアアッ！」

　たちまち、少女は人とも思えぬ奇き声せいを上げ、身をよじった。シスターに噛かみつこうとさえするが、縄なわに阻はばまれる。シスターは十字架を手にとってその鼻先に突つきつける。

「答えよ、悪魔、汝なんじの名は何か」

「てめぇなんかに言うかあ！」

　黒い瞳ひとみを見開いて、少女は似つかわしくない太い声で吼ほえた。それから、悪魔憑きらしく、日本の山やま奥おく育ちの少女が知っているはずのないことを口走った。

「それより、お前、そのケのヤツだな。いま、この子にトキメイたな？」

　それも、ラテン語で。

　シスターは一いつ瞬しゆん、動どう揺ようした。間違いなく、見み抜ぬかれた、と思ったのだ。そのままつけ込まれれば、悪魔に負けたかも知れなかった。

　が、シスターはいきなり気を取り直したように、きらりと眼鏡を輝かがやかせ、くるりと反転して再び盆を手にとった。

「だったらなおのこと、そんな黒くろ髪かみロング貧乳の可愛いコを苦しめるよーな悪魔は主が許しても私が許さないっつの！　おらおら聖水だったらまーだいくらでもあるんだからねっ！　さあ去れ、今去れ、すぐ去れ！　アーメン！」

「があああ！」

　こう開き直られるとは思わなかったのか、次々と降り注ぐ聖水の雨に悪魔憑きの少女はじたばたと暴れ出した。あきらかに手足の力だけに頼たよらない、不自然な運動で跳はね上がる。シスターはそんなことにひるんだりはしなかった、が、縄の強度までは計算に入っていなかった。

　突とつ然ぜんそのいましめが、ぶつっと切れた。

　ここぞとばかりに、悪魔憑きの少女は木戸に突とつ進しんした。二十一世紀にもなってガラスもはまっていない木戸は体当たり一発で砕くだけ散ちり、外から覗のぞいていたのだろう、村人達がちりぢりに逃にげ出していくのが見えた。

「逃げんな、この悪魔っ！」

　悪態を叫さけびながら、シスターは十字架を手に取り、同じ穴から神の敵を追って外へと躍おどり出た。とたん、寒風と雪が吹ふき付ける。ベールからはみ出した金色の髪が乱れてはためき、夜だというのに雪明かりに照らされてきらきらと光る。

「はーっはっ、そんなにオレと一発ヤりたいのかシスター！」

　下品な言葉を紡いでいるのは、より清純であるべき少女の唇だった。

　シスターとは対照的な黒い髪を同じようになびかせ、濡ぬれた薄うす衣ごろも一枚でありながら、寒さを感じている様子もなく、はしたなく足を大きく広げて、獣けものじみた姿勢で、積もった雪の上に身構えている。

　周囲には、何本かの枯かれ木きと、朽くちかけているとしか思えない古い木造の家がまばらに数件。逃げ回った村人たちが、その陰かげから遠巻きに見つめる。

　村は四方とも険しくそびえる山に囲まれ、逃げ場ばがありそうには思えない――少なくとも、人間の足では。

「ふ、ふん、だーれが悪魔の誘ゆう惑わくになんか耳を貸すもんですか」

　シスターは慌あわててずりおちかけた眼鏡を押おし上げ、目め尻じりをつり上げ、乙女の手にはいささか大きすぎる十字架を、びしっと突きつけた。

「いたいけな少女を苦しめる悪魔よ、父と子と聖霊の御名において立ち去れ！」

「……鼻血出てるぜ？」

「だまれ！」

　しかし事実は事実であった。シスターは鼻血をたらりと一筋たらしていた。べつに、悪魔からなにか霊れい的てきな攻こう撃げきをうけて血管が切れたとか、そういうのではなく。

　ただ単に悪魔を見て、というより下品な誘惑にふさわしい格好をとらされた犠牲者の姿を見て、以外に理由がありそうにない。

「かかか、自分にウソをつくのはやめてキモチイイコトしようぜ！　どうせヤツラの本当の目的を知りゃあ、ヤッときゃ良かったと後こう悔かいするぜ」

「知らないなあ、そんな事情は。主と法王と、そして私がてめーを許さないって決めた以上、命いのち乞ごいなど聞く耳持たねー」

「そうかい、じゃ、ここまでだ」

　黒髪の少女――の、姿をしたもの――は、突然ノーモーションで、シスターに向かって飛びかかった。シスターは聖書を脇わきに置いて何かを投げつけようとしたが、投げるべきものが無いことに気づいた。

「はーっはっ、聖水は中に置きっぱなしだろ！　そいつで殴なぐってみろよ、そのかわり傷つくのはこの子だけどな！」

　少女の口を借りて悪魔が言うとおり、祈りで聖化した破は邪じやの水は、さっきこいつがぶち抜ぬいた壁の向こうに置きっぱなしだ。

　シスターはとっさに、ひとかかえもある十字架を前に構えたが、少女の裸足はだしは容よう赦しやなくその上をかいくぐって、シスターの額を蹴けり上げていた。

　にも、かかわらず。

　シスターの目はずっと、相手が頭上を飛とび越こえていくのを凝ぎよう視ししながら、何故か微び妙みように嬉うれしそうであった。

「純和風っていいなあ。『はいてない』が標準だもんなあ」

　そんなもんで鼻血どころかよだれまで垂らすシスターのほうが珍めずらしいと、悪魔でなくても言うだろう。シスターは背中から雪に倒たおれ、少女はくるりと裾すそをひるがえして華か麗れいに着地した。

「最期にいいもん見れて良かったなぁ姉ちゃん。じゃ、これでお別れだ。せっかく千年のくびきを解かれたんだ、暴れなくちゃな」

　少女がまさしく悪魔のようににやりと笑って、トドメを刺さしに駆かけ寄よってきた。

「へへ、いいもん見た、は同感だけどな」

　シスターはいきなり気を取り直したように跳ね起おきると、きらりと眼鏡を輝かせ、くるりと反転して手に雪を握にぎり、短く何かをつぶやいて、雪合戦よろしく投げつけた。

　命中、と同時に、たかが雪玉ひとつに、悪魔が「ぎゃっ」と叫んでひっくり返った。

　シスターはしてやったりとほくそ笑えんだ。

「は、聖水忘れただ？　雪ってな溶とかせば水だぜ、知らなかったのかそのくらい。ちょっと祈ればあたり一帯私の武器だっつの。おらおら、まーだいくらでもあるんだからねっ！　さあ去れ、今去れ、今度こそ去れ！　アーメン！」

「ぬがあああ！」

　見た目は雪合戦でしかないが、効果はあるらしく、悪魔――に取とり憑つかれたとされる少女――は、大おお股また開きにした足をばたつかせて苦しみ始めた。

「嫌いやぁ、女の子がこんなに苦しがってるのにひっどーい」

　今度はとってつけたように涙なみだ目めで懇こん願がんする。完全に女の子と同化したままだったらまだしも有効だったろうが、シスターは憮ぶ然ぜんとしただけであった。

「女の子だってんならもうちょっと恥はずかしがれ、足おっ広げるな！」

　論点がずれているが、どちらも気にする余よ裕ゆうはない。

「やめて、やめてー！　これ以上この子にひどいことしないで！」

「だから苦しめてるのはお前だっつの。お前さえ出ていきゃ濡れ透すけで嬉しい以外何もねえんだっつの」

「ま、待て、これはマジで言ってるんだ！　オレを祓わないほうがいいぞ、やつらが降ろしたのは本当は……」

「でも現状憑いてるのはあんただしねー」

　と、たちどころにニヤリと口を歪ゆがめ、素す早ばやくまた十じゆう字じ架かを構えなおし、

「出てくりゃこっちのもん！　勝った！　第三部完！」

　金きん髪ぱつ碧へき眼がんのわりに日本の変な文化に毒されているらしく、どっかで聞いたようなセリフとともに、その十字架をぶん回す。ハンマーのようになぎ払はらおうとするその先では、たしかに、少女の身体から何かぼんやりしたものが浮うき上がりかけていた。

「しまった、つか、そんな悪魔祓い聞いたこと無え！」

　言っている間に引っ込めば良かったろうに、悪魔はその直後、まさに人ならぬ、獣じみた絶ぜつ叫きようを上げ――

　その瞬しゆん間かん、空気が凍こおるような耳鳴りとともに、世界があざやかな緑に照らし出された。ゆらめく光が頭上から降り注ぎ、雪に反射して、神の国、エメラルドでできた新エルサレムの到とう来らいさえも思わせる幻げん想そう的てきな風景が広がる。

「オーロラ？　でも、こんな場所でなんて……まさか、何かの奇き跡せき？」

　シスターは思わず天を仰あおいだ。いくら雪国の山奥といっても、いちおう日本の本州某ぼう所しよ、北ほつ極きよく圏けんどころか北海道でさえないのに、これはあきらかに異常だった。

　故にか、それを自然現象ではなく、神の御み業わざと解かい釈しやくしたのは、彼女だけではなかった。それまで息をひそめていた村中の家という家から、嘆なげくような悲鳴が一いつ斉せいに上がった。

　おおーん、おおーん、と、犬の遠とお吠ぼえにも似たその声は、山々にこだまして、喜びの国が到来したとはとても思えない悲ひ愴そうな響ひびきとなる。

「ロオマの方、何故ですか」

「は？」

　振り向いた先では、やはり時代劇にでも、しかも悪代官に殺される役で出てきそうな姿の年老いた村長――ここの場合ソンチョーよりムラオサ――が涙なみだを流して、同じような顔をした村人達を引き連れて現れた。皆みな、手に手に、農機具と言うにはいささか物ぶつ騒そうなモノを携たずさえて集まっている。ただごとではないのは確からしいと、いかに鼻血シスターといえども気づかずにはいられない。

　まるで世界の終わりのような、ひきつった顔、顔、顔。

　だが、ムラオサの口から出た言葉は、その印象の逆だった。

「いま、お告げが下りました。終わりの日は来ない……主は我らを見捨てたもうた！」

「はぁ？」

　そんなことが、あるわけがない。法王庁からも何も言ってきていない。とはいえこの空、悪あく魔ま以上にやっかいなことが起きている、そういうことなのだろう。

　村人達の中から、巨きよ大だいな釘くぎと十字架を掲かかげた男達二人が進み出てきた。

　それはいかにも、これから救い主を磔はりつけにしようとするローマの刑けい吏りのようで。

「ちょ、一体何ですかそれは」

「もう一度やりなおすのだ、わしらはもはや、これ以上待てぬのじゃ」

　ムラオサの態度は突とつ如じよ豹ひよう変へんした。いや、その目に宿る光は、いましがた撃げき退たいしたばかりのものにさえ見えた。その眼光に凄すごまれている隙すきに、男達は倒れていた少女を引きずって連れ去り、そして、あろうことか――

　少女を、その十字架に載のせた。まるで彼女を、救い主とするかのように。

「待ちなさい、まだ話は終わってない――」

「でうす様、わしらなお悔くい改あらためますゆえ、オワリノミコを使わし、タテナオシをお願い致いたします、ああめん！」

　ムラオサはもはやシスターを無視すると、ラテン典礼に似て非なる、どこか囃はや子しをも思わせる不思議な典礼を唱え始め、そしてまさしく救い主を真似まねるかのように、少女の手に、釘を添そえた。

　その間際に、少女が目覚めた。憑き物ものが落ちたような純じゆん粋すいな瞳ひとみで、自分を押さえつける人々を、そして最後に、シスターのほうを見た。

　黒いはずの瞳が、その瞬間、彼女には黄金に見えた。

　犠ぎ牲せい、という言葉のもともとの意味を、シスターは思い出した。少女は、悪魔の手に落ちたのではなく、むしろ、彼らの手で捧ささげられ……？

　だが何故、よりによってこんな子でなければならないのか。

　自らの身に何が起きるのか解わかってもいなさそうな少女のその細い手、傷きず痕あとを再びえぐるように、村人たちは容赦なく槌つちを振ふり下ろし、

　谷に、悲鳴が幾いく重えにも反はん響きようした、その瞬間――

「やめろっ、どっちが悪魔だ、バカ！」

　シスターはとっさに、十字架を振りかざして突っ込んでいた。




　気が付くと、彼女は両手から血を流す少女を抱かかえたまま、山道を駆け下おりていた。振り向かず、ただ、一心不乱に。

「おかしいよ、あいつら、おかしいよ！」

　曇くもりがちなレンズ越ごしに、気を失ったままの少女の、苦く悶もんに歪んだ顔を見下ろす。

「異い端たんだか隠かくれキリシタンだか知らんけど、この子は傷つけさせない……誰にも」

　いまだ場ば違ちがいにゆらめく極光を浴びながら、彼女は、聖夜を祝っているはずの町の光を目指していった。

　その、「おかしい」ことが、あの村、裁きの谷と呼ばれた隠れ里ざとの中だけではないと知るのは、それからすぐのこと。

　それから、二年の時が過ぎてなお……










　諸もろ人びとこぞりて　迎むかえまつるも

　久しく待ちにし　主は来ませぬ




　しぼめる心の　花は咲さかず

　めぐみの露つゆ置く　主は来ませぬ




　主よ、主よ、エリ、エリ、何故、レマ・我らを見捨てたもうかサバクタニ。
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第一章







　何故そんなことをしているのか、彼自身には解わからなかった。ただ事実として、男の身体は、勝手に、それこそ何かに操られるかのように、暗いビルの谷間をじりじりと、一人の少女に向かっていった。

　怯おびえているのか、あとずさりするハーフコートと眼鏡の少女は、彼自身の娘むすめと同じくらいか、むしろ幼い。とすると十二か、そこいらだろうか。下着を一いつ緒しよに洗っただけで本気で怒おこるような、かわいげなく育った娘を思い出して嘆かわしくなる。

　目の前の少女も、そうなのだろうか。見たところ、もっと素す直なおな良い子に見えるが。

「おじさん、なの？」

　少女が、問いかけてくる。いや、知らない。そう答えようにも、口が思うとおりに開かない。首を横に振ることさえ出来ない。

　それなのに、言うつもりもない、いや、知らない言葉は勝手に出てくる。

「おわりのみこよぉ、さばきのたににもどろう」

　終わりの巫女みこ？　裁きの谷？　脳裏には適当な漢字が浮かぶが、もちろんそれが何なのか、その字で合っているのかも、男には判断できはしない。

　なのに、両手は、両足は、なすべきことを解っているかのように、少女に向かっていく。じわり、じわりと追いつめるように。

「もどって、どうするの。また痛いことするの？」

　――ああ、そうか、オレはこの子にひどいことをしようとしているのか。

「いのちをおしんでは、すべてのおわりはこない。おわりがくれば、いたくはなくなる、だれにとってもなあ」

　――ああ、なんだ、そうか。痛くないんだ。やっと終わるのか。なら、いいじゃないか。どうせ帰っても、また娘に冷たい目で見られるだけだ。

　そんな生活はもう飽あきたんだ。本当なら、そんなものはとっくに終わってるはずだったじゃないか。

　そう信じたから、二年前になにもかもなげうった。

　なのに何も終わらなかった。残ったのは借金と冷たい家。

　オレが悪いんじゃない、文句はカミサマに言ってくれ。

　だから、ほら、君もそんな目でオレを見ないでくれ！――

　男が何を訴うつたえても、少女には届かなかった。彼は勘かん違ちがいに気づいた。少女は脅きよう威いを感じてはいるが、怯えてはいない。眼鏡越しの強い視線で、見つめ返していた。

　――やめてくれ、そんな目で見るな……そう思っても、目をそらす自由もなかった。

「ききわけのないこっこには、おしおきがいるのう」

　――そうだな、うん、そう思う。同意したから何とかしてくれ！

　思った瞬しゆん間かん、全身に激痛が走った。自分の、突つきだした両りよう腕うでで血管が盛り上がるのは、かろうじて見えた。

　叫さけぶだけ無む駄だ。誰も助けには来ない。

　なぜなら、自分だってそんなことしないから。現に、少女に危機が迫せまっているというのに、誰も現れないではないか。だから、自分にだって誰も。

　――だいたい、人類そのものがもう、救われないって決まったんだろ？

　そこまで解っていて、なお……男は悲鳴を上げた、らしかった。

　というのも、実際に声が上がったのかどうか、証言してくれる者は、彼の存命中には現れなかったから。

　確かめることができたのは、ごく即そく物ぶつ的てきに、しかし理り不ふ尽じんに、彼の身体が内側から、そう、内側から破は壊かいされていったことと――

　少女の前にいつの間にか現れ、すました顔で立つ、金きん髪ぱつに黒衣の、若い女の姿だけ。

　それが、修道服なのか、はたまた喪も服ふくなのかまでは、もはや彼の知ることではなく。

「おねーさん」

　少女が、安心したかのように女にすがりつくのが何故か悔くやしかった。

「えりえり、もう大だい丈じよう夫ぶ。正義の味方が来たからね」

　――ふざけるな、こんなやつ、なんでオレは助けないでその子だけ助けるんだ。

　オマエも苦しめ、そのためなら――

　その刹せつ那な的てきな願いが、人ならざる力との「契けい約やく」だったという自覚はなかった。たちまち、苦痛と引き替かえの肥大感が全身にみなぎり、それが自我を食い尽つくしていった。

　最後に見たのは、彼女が掲げた、奇き妙みように大きな十じゆう字じ架かだけだった、と、思われる。

　より正確に言えば、彼の意識なるものが、ぎりぎり残っていたと思われる最後の瞬間に、だが。

　推測でしかないのは、これも、おそらくは――




　彼女自身が、そんなことを気にしていないから。

　なにより残された肉片は、何も語れない。




＊　＊　＊




<601:今夜の現場、会社の近くだたYO>

<602:画像うp>

<603:グロ画像注意>

<604:ヴァカ。例によって消されてるっつの>

<605:ロダが？　それとも現場？>

<606:さっき見たけど、全部消されたみたいね>

<607:早いなー。うp主も？>

<608:いっそスレ住人全員逝いけ>

<609:>608　代行者乙おつ>




　東京がいつから「眠ねむらない街」になったのか、そんなことはいまさら誰も知らない。クリスマスツリーの電でん飾しよくがどこを見てもやたらと青くなったのだけは、ごく最近の発明のたまものだが、信しん仰こうと関係なく飾かざられることはやはり同じだ。

　それも知らないうちに当たり前になって、季節のイベントが入れ替わっても、これからもたぶん街はただ目覚めたままなのだ。

　だから終わりもなく、ゆえに、深夜に起きているからといって、かならずしも有意義になにかが作られているとは限らない。

　ただ、眠るべき場所さえもないものが、ただ無む為いに時間を費やすためだけに一晩千円ばかりのパック料金を支し払はらったとしても、それ自体に意味もないから、罪もない。

　ひとところに集っているようで、誰も隣となりを見てはいない。誰かの恐おそろしい体験だったはずのものも、わざわざ回線を通ることで、ほんの数メートル横の誰かにとって、まったく意味のない戯ざれ言ごとに変へん換かんされる。

　もちろん、その誰かが当事者かも知れない、などとは、ふつうは考えないわけだが。

「勝手なことぶっこいて。助けてやんねえぞコラ」

　女はこっそりと、つい口にしかかった文句を飲み込んだ。年としの頃ころは二十歳はたちそこいらか。金色の髪かみ、青い瞳ひとみ、白い肌はだ、そして白と黒の修道服。胸にはロザリオ、床ゆかに置かれたデイパックからはみ出しているのは十字架であろう。ひと抱かかえほどもあるのが異様といえば異様だろうか。それ以外は見えないが、聖書なんぞが入っているのは間ま違ちがいなかろう。

　その姿から、外国人の若いシスター、以外のものを想像することはおそらく不可能だろうし、事実、彼女は――多少の齟そ齬ごを見込めば――そういう身分であった。

　とはいえ、シスターにしてはすこし不自然なところがないこともない。だいいち、修道女がこんな夜中に、教会ではなくネットカフェにいること自体が不自然だろう。

　眼鏡をかけているのはいいとして、じっと食い入るようにモニタを見つめ、オカルトじみたうわさ話が無責任に流れていく掲けい示じ板ばんをチェックしているが、といって何か反論を書き込むでもない。

「悪あく魔ま、なんつー話はあいかわらず即そくスルーにされてる、か。誰が手回ししてんのか知らんけど」

　フリードリンクにはないはずの赤ワインを、時々これ見よがしにビンから直接呷あおる。店員が注意しないのは、面めん倒どうになりそうだと思って避さけられているのか、慣れているのか、不明だ。とりあえず、うさんくさそうな視線を向けられはしたが、それっきり。

「ん……」

　シスターの膝ひざの上で眠っていた少女が、不意に小さく声を上げた。

「えりえり、起こしちゃった？」

　少女はうっすらと目を開け、それからゆっくりと身を起こし、ふるふると首を横に振ふった。二つに結われた長い黒くろ髪かみが、つられて波打つ。布団代わりのハーフコートがずり落ちかける。

「その呼び方、語ご呂ろが悪いからやめてよぉ。絵え里り子こでいいのにぃ」

　起こされたことより、そちらに文句があるらしい。こちらは十二歳さいかそこら、どう考えても、こんな時間にこんな場所にいて良いわけがなさそうだ。シスターとの年の差も、親子というほど離はなれてはいない。

　なにより、血が繋つながっているようには見えない。本来なら誰かがとがめるか、その前に職質されていても良さそうなものだが、ここでは誰も何も言ってこない。

　眠ねむ気けのせいか呼び名のせいか、しかめたような目つきの絵里子に、シスターはまったく悪びれる様子もなく、自分の眼鏡をはずしてかけてやる。

　絵里子はやっと意識がはっきりしたように、目を八分まで開ける――それでもまだ、眠そうであることには変わりがないが。

　その姿がほんの数時間前、件の路地にあったことを、ネットの向こうの者は誰一人知るまい。

「ごめん、ちょっと借りてた」

「もともと、ルチアおねーさんのものでしょ？」

　といって返すわけでもなく、絵里子はシスター・ルチアのそこそこ豊かな胸に後頭部を預けるように座り直した。ハーフコートの下から、長なが袖そでのブラウスをちらりとさらして、あまり意味もなさそうに指を、マウスを持つシスターの手に重ねる。よく見ればその袖そではここしばらく洗せん濯たくをしていないのか、すこし薄うす汚よごれ、いまどき継つぎが当たっているところさえある。ある意味、修道女の連れにふさわしい清貧さとも言えるが、それよりも、もっと良く見ないと解わからないようなかすかな傷きず痕あとのほうが、ルチアの心をうずかせる。

　絵里子自身は、やっぱり汚よごれのほうが気になるらしく、上うわ目め遣づかい、自分のおでこ越ごしにルチアに訴える。

「ねー、お風ふ呂ろ入っていい？」

　無む邪じや気きにおねだりする口元と預けられた身体の感かん触しよくに、ルチアの心臓がわずかに高なる。思わずそのままシャワー室に連れ込みたくなるのを、さりげなさを装って耐たえる。

「昨日は入ったでしょ。私だって入りたいのよー」

　別料金でさえなければ……と言いたいのを、ぐっとこらえて微笑ほほえんでごまかす。その微笑みが、どこか「にへら」という感じでしまりがないのだが、絵里子はあまり気にした様子がない。

「どうせ入るなら、一いつ緒しよに入れる、ちゃんとしたのがいいんだけどねー」

　一緒に、のところで少し語気を強めつつ、抱だきしめようとするルチアの手が一いつ瞬しゆんだけ絵里子の肩かたの手前で止まり、それから、軽く触ふれる。







[image: ]







　絵里子は「そうだね」と、あまり気にした様子もなく、そのまま視線をモニタに移した。ルチアはとっさに、別のサイトに切り替えたい誘ゆう惑わくに駆かられたが、絵里子がさっと文字を読み取るほうが速い。

「口の悪いヤツばっかで下品だから、えりえりが見るようなもんじゃないよ」

「……でもこれって、もしかしてさっきのこと？」

　呼び名に抗こう議ぎしないのは、諦あきらめたのかも知れない。

「かもねー。いちいちだれかが消してくれてるってのは、ありがたいんだか迷めい惑わくなんだかよう解わからないわ」

「でも、終わったんだよね、これ」

「それは、どうだか」

　ルチアはこれもなかば諦めたように肩をすくめる。

「あのおっさん、一族の者じゃなさそうだし、自分に何が起きたのかも解ってないっぽかったから、憑つかせた誰かが、まだどこかに……」

　あの後に具体的に何が起きたのか、絵里子の目は見てはいない、はず。それでも彼女は知っているかのように、不意に表情を曇くもらせた。

　ルチアは、今度こそ躊ちゆう躇ちよ無く、絵里子の身体をぎゅっと抱きしめて笑った。

「気にしてもしょーがない、悪魔のやることよ。私が守ってるんだから安心なさい」

「ん、おねーさんは正義の味方だもんね」

「あー、それは、どうかなー」

「そんなこと言ってると、カミサマに怒おこられますよ！」

「それは困るな、よし告解しよう。あー、主よ許したまえ以下略、アーメン。

　で、えりえりもするの。子供がこんな時間にこんなもの見ちゃいけません」

　むー、と絵里子はふくれるが、何に対してなのかはよく解らない。それでも彼女は、ルチアよりよほどマジメに、床にひざまずいて懺ざん悔げを始めた。

「許す許す。カミサマが許さなくても私が許しちゃうぞよ」

　ルチアはまたしまりなく微笑んで、わしゃわしゃと絵里子の頭をなでる。

「それじゃ意味ないよー」

「たいして変わらない、かもよ」

　あるまじきことをつぶやいて、ルチアはまた、ミサの手順でもないのにワインを口にした。もちろん、さすがに絵里子に呑のませるほどには非常識ではなかったようだが。

「天にあるなら、世もすべてこともなしにしといてくれりゃいいのにね」

　何を嘆なげいているのか、絵里子は理解しがたいとばかりに首をかしげ、それからまた膝に乗って、パソコンの画面に向き直った。

「じゃあこの事件、ちゃんと解決しよ？」

「勘かん弁べんしてください。誰が払はらってくれるでなし、降りかかる火の粉を払うので精せい一いつ杯ぱい」

　――絵里子さえ無事なら、どこで誰が憑かれようが知ったことですか――と言おうとして、しかしルチアには、そう言ったときの絵里子の反応が読めていたのか、黙だまることにした。

「正義の味方がまたそんなこと言ってー」

「私の正義は無制限じゃないのよー、それより六時間しかいられないんだから、ちゃんと寝ねたほうがいいよ？」

「朝になったら、お風呂入れる？」

「そだね、ギリギリで借りよっか」

「じゃあ、おやすみなさい」

「平和のうちに憩いこうことができますように。父と子と聖せい霊れいの御み名なによって。アーメン」

　十字を切って、静かに絵里子を寝かしつけたルチアであったが、彼女が寝ね入いったのを確認するや、ただちにモニタの表示を別のサイトに切り替かえた。

　カトリックに属する教会のホームページに、十じゆう字じ架かが浮うかび上がる。彼女はため込んだ思いの丈たけを、しかし文字にして叩たたきつけるわけにもいかず、ただ手を組み、あくまで心の中でそっと告解し始めた。

（主よ、お許しください。えーと今、私の膝の上に異様に可愛かわいすぎる黒髪の子が寝てるんですけどどうすりゃいいんでしょか。このままだと襲おそっちゃいそうですよ!?）

　相談されてもカミサマだって困りそうなことをひととおり告げると、シスター・ルチアは極めつけに不自然なことを、ため息とともにつぶやいた。

「あー、教会、行きてー……」




　その夜の結果を、本人の知り得ないところで確認すれば――どうやら悲鳴はちゃんと声になっていたらしい。ただし、それが本当に「彼」の断だん末まつ魔まだったのかどうかは、やはり確認できない。

　というのも、所しよ轄かつの刑けい事じが聞き込みをした結果、そのときその近くにいたはずの人間すべてが、じつに不正確に、「そういや、なんか聞こえたような気がするけど、それが自分と何の関係が？」とだけ証言して、あとは何も知らなかったのだ。

　もちろん、確かめに行った者も、まして、助けに行こうとした者も皆かい無む。

　そして、保存するより先にほぼ消失したため、証しよう拠こも目もく撃げき者しやも、そして被ひ害がい者しやの遺体も同じく皆無。

　にもかかわらず事件が発覚したのは、わずかなタイムラグと、そして物好きにも通報だけはした誰かのためであった。その誰かも、突つき止とめられていない。

　ただし、ごく一瞬だけネット上に、携けい帯たいで撮さつ影えいされたらしい現場写真が上がったとの情報もあるので、そいつが写メついでに知らせるだけは知らせてきたのだろう。関わり合いになる気はないらしい、という点だけは同じだが。

「寒い時代だこと」

　保存しそこねた現場を興味なさげに見つめ、コートの女はつぶやいてから、それがどこかで聞いたセリフのような気がしたが、思い出せなかった。

　年としの頃ころ三十前後、美人だがどこか疲つかれた表情をうかべ、腕わん章しようはそれでも彼女が所轄の警部補という地位にあることを示していた。

「姐あねさん、鑑かん識しきからですが、いちおう血液の反応はたしかに出たようです。ただ、それ以上のことはもう少し……」

　部下でもある男の刑事に呼びかけられて、警部補はさらに顔をしかめた。

「それマル暴っぽいからやめてって言ったでしょ。とにかく事件性がはっきりしたってことね、面めん倒どうでも扱あつかわなくちゃならないわ。今年でいくつめ？」

「うちの所轄では、今年十二件目ですね。うち今月では三つ目」

「年末セールか、年度末の予算消化でもしてるのかしら。ウチの足下見てるんじゃないでしょうね？」

　面倒くさそうに言い放ってから、自分もすっかり、寒いお役所仕事になっていることに気づいて自じ嘲ちよう気味に笑う。

「とりあえず、黒字で年越ししたいものね」

「でも、未解決のが二年分ばかりたまってますが？」

　嫌いやなことを思い出させる若い刑事を、思わず小こ突づく。最近はこの程度でも訴うつたえられるんじゃあるまいか、と思い直すが、もう殴なぐってしまったので反省はしない。

　それに、発生ペースで言えば、間ま違ちがいなくここ最近で増えている。

「二年前以来、久々に大物がショバに入ってきたってことかしら？」

　だとしても、いまどき都内で、人の出入りなんかいちいち掴つかんでいられない。本当はそうしなければならないといろいろなレベルで決められてはいるが、遵じゆん守しゆは物理的に不可能といっていい。

「どうせ本当にコロシってことになりゃ、本庁の一課サマが全部持ってくんだし、それなら最初から手間かけさせないで欲しいね」

「そういえば、本庁ではこの手のヤツ、まとめて悪あく魔ま事件とか呼んでるって噂うわさですね」

「よしてよ」

　警部補は汚けがらわしいものでも見るような目を若手に向けて、耐えきれないとばかりにタバコに火を点つけた。

「ニーチェと二年前と、ここ百年あまりで神は二度も殺されてるってのに。いまさらなんで悪魔だけ出てくるのよ」

「神がいないから、じゃないですか」

「知らないの。聖書じゃ、悪魔は神の許しを得ないと何もできないのよ」

「無教養でスンマセン」

「別に。大学でそんなもん習ったって、昇しよう進しん試験には出ないわよ」

「……ところで姐さん、区条例で歩きタバコは禁止ですよ」

「……寒い時代ね」

　あと彼女に出来ることは、コートの襟えりを立て、肩をすくめて署に戻もどるくらいであった。いまいましそうに、街を蛍ほたるのように彩いろどる青いＬＥＤの群れを眺ながめた。

「神が死んでも、クリスマスだけは騒さわぐのよね。まだひと月近くあるってのに、気の早いこと」

　青いクリスマスというと、何か昔、怖こわい映画を見たような記き憶おくが蘇よみがえりかけるが、もちろん正確なタイトルなどは忘れていた。




　もう一つの結果を言うなら、ルチアはろくに寝ないまま、まだ日の昇のぼらぬうちに時間切れでネットカフェを後にしなければならなくなった。

　絵里子は起きなかったので、入浴は別の機会を探るしかなさそうだ。

　一番寒い時間に、シャワーなど浴びなくてかえって良かったのかもしれない、とは思ったが、別の意味での不満はまだ残っていた。







<665:そういや二年前の横よこ須す賀かのアレが黙もく示し録ろくの「海の獣けもの」だったって説マジ？

　公式発表の「原げん子し力りよく艦かんの事故」なんて、そりゃ信じてなかったけどな>

<666:獣の数字ゲトー！>

<667:>666　なら二年前の続き頼たのむぜ、陸の獣も呼べや>

<668:空気読まず報告。今ネトカだけど、入るときすれ違ちがったのシスターだた>

<669:追いかけて[image: ]!　漏れが陸の獣！　神への恨うらみをぶつけようぜ>




<670:そうだ！　僕らの終末を、カエセ!!>




＊　＊　＊




「それはそれとして、何かして稼かせがないとマジで年越こせないかもなあ」

　とはいえ「本業」以外で何とかしようにも住所不定、携帯ナシ、見るからに外国人、「悪あく魔ま祓ばらい」はちょっと履り歴れき書しよの資格欄らんには書けない。これで雇やとってくれるところは、二年の間にも数えるほどしかなかった。これからも、多くはないだろう。

　なにより、居場所を特定されるのはいろいろと、マズい……。

　真っ昼間から公園のベンチで、シスター・ルチアははしたなく足を広げ、背もたれに身体を預け、天を仰あおいで呆ぼう然ぜんとしていた。

　もちろん修道服なので足をあられもなくさらすことはないが、周囲の視線が痛いことには変わりない。

　当のルチア自身は、あまりそういうことを気にしないように心がけてはいるが、それでも時々頭を起こして周りをたしかめる。

　そして、視線の先に絵里子を見つける。絵里子は一人で遊んでいたり、野の良ら猫ねこを見つけてかまったりしているが、今のところルチアの近くにとどまっているし、痛い目を向けてくる連中も彼女には近づこうとはしていない。そうと解わかると、ほっとしてまた天を仰ぐ、その繰くり返し。

「怠たい惰だは七つの大罪の一つですが」

　突とつ然ぜん、背後から聞こえた声にもいちいち振ふり向いたりはしないが、これは理由が別にあった。

「仕事そのものがない場合はどうすんでしょね」

「おつとめは果たしなさい」

　ルチアは収入ということを言っているのに、答えはどうにもズレていた。

「ここの教会が私らの秘密を守るなら、こっちから出向くさ。けど、あんたが来てるって時点でバレてんでしょ、法王庁まで」

「枢すう機き卿きようとしての私は何も聞いていませんが」

「ははん、じゃ、守護天使として来たってわけね」

　ルチアがようやく首を、後ろが見えるほど曲げると、天地逆になった美しい姿が目に入った。たしかにその姿は天使と言っても良かった。声のとおり中性的で、むしろ妙みよう齢れいの女性にも思える姿。枢機卿としてではない、と言うとおり、赤と白の法衣ではなく、むしろ、この近所の駅前にあるクリスマスツリーの上にでもそのまんま飾かざられていたほうが似合いそうだ――今日のところは翼つばさは見あたらないが。

　にもかかわらず、ルチアは絵里子を膝ひざに乗せているときのようには喜ばなかった。

「なら、いい仕事紹しよう介かいしてよ。昨夜のは『裁さばく谷たに』だったから、一円にもならなかったのよ」

「それはそれは。とりあえず私に解ることは、悪魔が出たかどうか、だけですからねえ」

「さすが自じ称しよう、言うことがあてになんないわね」

　守護天使というのは、べつにルチアが呼びたくてそう呼んでいるのではなく、むろん絵里子が呼んでいるのでもない。

　この女？　の「自称」なのだ。初めて会ったときから、そう名乗っている。臆おく面めんもなく。警察に捕つかまったときそんなことを名乗ったら、別の理由で拘こう束そくされるだろう。

　もっとも、そうなる前に「表の顔」を使って逃のがれられるだろう。この存在がこう見えて、世界十一億の信徒を束ねるカトリック総本山、バチカンことローマ法王庁の枢機卿でもあることはどうやら事実なのだ。

　いやそもそも、唯ゆい物ぶつ論ろん的な警察にこの存在を捕まえることができるかどうか。なにしろ今だって、どう考えても、どこからともなく「出現」したのだから。

　そしてこの自称「天使」はいつでも、こちらの疑問を無視して勝手に話を進める。

「しかし、たとえ糧かてにならずとも悪と戦うのがあなたのつとめ。他に力を持った者がいなければなおのこと。どうやら警察はまだ何も掴んでいないようですし、異教徒も……」

「あー、はいはい、そりゃよござんした。でもね、慈じ善ぜん事業にだって運転資金ってのがいるのよ。なんせここは神無き俗ぞく世せですから」

「不ふ謹きん慎しんなことを」

「少なくとも、そういうことになってるらしいんでしょ」

　二年前、裁きの谷から逃にげ出したあの日以降は。

「主は我々を見捨てたもうた」とムラオサは言ったが、それが異い端たんに堕だした子羊の世迷い言ではすまないと知ったのは、下山後だ。

　足下に捨てられた新聞の一面コラムに躍おどる「横よこ須す賀か米べい戦せん艦かん爆ばく破はテロから二周年　記憶の風化を防ぐ」とかいう文字をあざ笑うように踏ふみつける。そこに書かれている「公式見解」など、誰も信じていない。誰もそんな呼び名を使いはしない。

　かわりに人の口に上るのは、その当事者である米軍司令官が恐きよう怖ふのあまり漏らしたという言葉――

「黙示録」。

　いかに原子力艦といえど、それが爆ばく発はつしたくらいで空に「徴しるし」が現れたり、町に「悪魔」が現れたりするわけがない。

　だから真相はおそらく他にあった。それこそ、「黙示録」の名にふさわしい、あるいは世の終わりを期待させる、真実が。

　いまやこの東京でも、あるいはネットの上でも、ろくな信心もない連中までが、あるいは、だからこそ、そう言っている。

　僕らの終末を返せ、とか何とか。




　世界で初めて「世界の終わり」を言い出したのが誰なのかは、解らない。もっとも、カトリックのシスターにしてみれば、そんなものは世の初めの時点でカミサマが決めていた、ということにでもなるのだろうが、では、いつ終わるの？　となると、カミサマは明確には教えてくれなかった。

　イエス・キリストだって、「すぐに来る」とだけ言って、いつなのかは言ってない。

　だから、最初の人たちの何人かは、「本当にすぐ」と信じて、その日が来るまで清らかでいようとして、そのまま待ちぼうけをくってみんな死んだ。

　その後も、何年だ、いや何年だ、と、いろんな人が予言してきたけど、全部外れた。

　別の教えが五十六億七千万年待てって言ってくれたはずのこの国でさえ、なぜか、一九九九年に終わると言った本がベストセラーになって、人々は結構本気で信じて、その日を待った。中には待ちきれなくて、自分たちで終わらせようとしたやつらさえいた。

　それほどみんなが待ちわびたのに、結局、この年も何も起きず、そのまま世紀末が過ぎ去って、あっさりと、そう、本当にあっさりと新世紀になってしまって。




　忘れたころに、終末が来た。だれもが、異教徒さえもが、そう思った。

　海から現れた巨きよ大だいな二つの「獣」と、なすすべもなく燃え上がる、世界最強の軍隊。

　テロ？　新兵器の暴走？　否、これが神の御み業わざでなくてなんとする。




　……なのに。そう信じたのに。

　初めから来ないことなど、やりかけで放り出されるのに比べれば、まだ納得もできようというものだ。希望がなければ絶望もしなくてすむではないか。いや、おあずけのままでは、絶望していいのかどうかさえ解らない。

　それにしても――なんでそんなにみんな、そんなものを待ちわびるのか。




　いずれにしろ、人びとの期待を裏切って、この世はまだ続いている。

　悪のただ中にとりのこされて、子羊は鳴き続ける。

「カミサマのウソツキ。僕らの終末を返せ！」

　だから――連日、ルチアに浴びせられる「痛い視線」の中に、そういう文脈がときとして含ふくまれていることには、いくら気にしないと心がけても気づかずにはいられない。

　にもかかわらず。

　関係性をアピールしたいがごとくに悪あく魔まじみた事件は増加し、何の関係があるのか知らないが依よるべき教会を追われ、そのくせ、いなくなったはずの神の使いを名乗るものが、いちいちこうやってまとわりついてくる。

　立場上、余計な疑いを持ってはならない身の上だが、つい嫌いや味みの一つも言いたくなるというものだ。

「ですが、解決すれば相手は感謝して寄付をくださり、ついでにいまだ主の恩おん寵ちようのあることを悟さとってくれるかも知れません」

「じゃ、気前の良さそうな金持ちが襲おそわれそうになったら教えてよ」

「強欲も大罪の一つです」

　これで二つ。のこり五つは傲ごう慢まん、嫉しつ妬と、憤ふん怒ぬ、暴ぼう食しよくそして欲情。うち二つくらいはいつでも犯している自覚のある自称シスター。だが反省はしていない。

「……今日のところはこのあたりで我が慢まんなさい」

　枢機卿は諦あきらめたように、ひらり、と、天から降らせるがごとく、一枚の紙を落としてくれた。

「あ？　なによ、あるんなら最初からそう言ってよ」

「人はパンのみにて生きるにあらず、ですよ。それより、もっと差さし迫せまった問題についてお教えするべきでしょう」

　そう言って、自称・守護天使はすっと腕うでを上げた。つられて首を戻もどしたルチアの目には、あるまじき光景が飛び込んできた。

「え、えへへ、おじょーちゃん、名前は……」

　ルチアの価値観からいえば薄うす汚ぎたないにもほどがある、メタボリック間ま違ちがいナシの男が、うすら笑いを浮うかべつつ絵里子に近づいていく。

「名前？　沢さわ木き谷たに、絵里子」

　少々、困こん惑わくしつつも素す直なおに答える絵里子。だめだと言ってあるのに、どうしてあの子はこう素直なのか。いや、そんなことに感心している場合ではない。

「そ、そう、絵里子ちゃん、が、学校は……？」

　メタボ男が手を差し出した時点で、絵里子の反応に関係なく、ルチアのスイッチは自動的にオンになった。

　プツンという擬ぎ音おんとともに。

「えりえりに触るなあぁぁぁぁぁっ！」

　瞬しゆん時じに駆かけだしたルチアの手には、例のばかでかい十じゆう字じ架かが握にぎられており、

「なっ、何だね君ぃ!?」

「問答無用っ！　天てん罰ばつ覿てき面めん！　悔くい改あらためろおおおッ!!」

　横よこ殴なぐりに、男めがけて振ふり回したのであった。

　――数秒後、ほぼ無む抵てい抗こうのまま、男はルチアに徹てつ底てい的てきに撃げき滅めつされて、公園の砂場に半分埋うめられていた。

　このまま、ついでに猫ねこの糞ふんにでもまみれてしまえ、とルチアが思ったそのとき、ぴくぴくと震ふるえながら、男の手が動いた。

「むう、しぶといヤツ！」

　とどめの一いち撃げきをくれようとして、しかし、差し出された名札を認めてぴたりと止められる程度には、なんとか、ルチアの怒いかりは引いていたらしい。

　遅おそきに失した、とは、確実に言えるが。

「じ、巡じゆん回かい指導員……」

　言われてみれば平日、冬休みはまだ来てはいない。昼間っから絵里子のような少女が公園でぶらぶらしていれば、そりゃ職質とか補導とかが寄ってくるだろう。

　東京は誰もがひときわ他人に無関心だとか言うから、油断していた。

　いや、もっとも、メタボの正体が何であろうと、絵里子に近づかれてはまずいのは同じなのだが。しかも男なんぞが。

　と、そういうときに限って、公園の外で、誰かが携けい帯たいで通報を始めた。もしもし警察、なんて言ってるから通報に違ちがいあるまい。

「おのれ、よりによってこんなときだけ地域の連帯を！　こんなときこそ主の力で何とかしろ守護天使！」

　そう叫さけんで振り向いたが、自称天使はさも当然のようにいなかった。まるではじめから存在していなかったかのように、ごくナチュラルに。

「えーと、おねーさん、どういう……」

　首をかしげる絵里子を、思わず引っ張って走り出すしかないルチアであった。

「主よ、悪に対する隠かくれ家がを与あたえてください、っつか、マジで見捨てたもうたのではありますまいね!?　あー！」

　祈いのりつつ、全力で現場を離り脱だつする、こう見えても聖職者にして乙女おとめであった。




＊　＊　＊




「祈りなさい、今こそ真の救いの時です。あの日これまでの文明は終わり、今、我らのもとに真の預言が……」

　街角に、飽あきずにまだ新たな終末を訴うつたえようとする男が立つ。誰一人として顧かえりみるものはいないようだが、警部補としては無視もできず、それを横目でちらりと窺うかがって、相棒に目配せする。

「あれも新顔？」

「そのようですね。いちおう問い合わせておきますが……」

　その前に、向こうから声をかけてきた。キリスト教系なのか神道系なのか、あまりにいいかげんに混じっていてわけのわからぬ出で立ちだが、警部補にしてみれば珍めずらしくもないのでいちいち特とく徴ちようを覚えていたくない。

　職務上、無視も出来ないが無視したいのが本音だろう。向こうは無視されてなるものかと必死の様子だが。よほど信者やお布ふ施せが少ないのだろうか。

「あなたの目は死んだようだ、しかし絶望にはまだ早い、我らの教祖様に従わないと、地球がフォトンベルトに突とつ入にゆうしたとき大変な……」

「あー、その何とかベルトってのは、君らが作ってるんじゃあるまいね？」

　警部補は面めん倒どうくさそうに、コートの隙すき間まからちらりとＩＤを見せる。変な出で立ちの男はさっと顔色を変え、「う、うちこそ世界一平和的な真実の教団です、そんなこと言うと宗教弾だん圧あつで訴えますよ！」とか言いながら、しかし完全にしくじったという顔で、あたふたと路地裏へと消えて行った。

「しくじったな、まあいいわ、面倒だし」

「本当に訴えられたら、姐あねさん一人で背負ってくださいね」

「訴える度胸があればね。あの態度からすりゃ怪あやしいわ。案外、例の事件もあいつらのせいじゃないの？」

「憶おく測そくで言うのやめましょうよ。まさか刑けい事じのカンとか言わないですよね？」

　といっても、相棒とて、あの手合いを信用するところから始めているとは、とても思えない。幟のぼりに書いてあった、とってつけたような教団名をメモにとっている。

「そういや、宗教関係といえば、最近、通報がありましてね」

「何の」

「挙きよ動どう不ふ審しんのシスターがうろついてるらしいですよ。こないだ、補導員が殴なぐられたとか」

　シスターという言葉に、一いつ瞬しゆん何を意味するかとまどってから、警部補はまるでイエスに恨うらみでもあるかのように顔をしかめた。

「教会には聞いた？」

「そんな罪深いヤツは知らんと言われたらしいですよ」

「じゃ、そいつも新顔の余所よそ者ものね。さっきのと大同小異だわ」

　やれやれ、とつぶやきつつ、警部補はコートの襟えりをまた立てて、とぼとぼと青い街を歩き続けた。

　先刻の教団員がどこへ行ったのかなど、もう忘れていた。




「やっべ、マジやっべ」

　泡ほう沫まつ新興宗教の教団員は、刑事たちが追ってこないのを確かめてようやく一息ついた。たしかに彼らの教団は別に、フォトンだの毒ガスだのを作っているわけではない。しかし、救いと称しようしてちょっと薬事法的にあぶない橋を渡わたっているのも本当のことで。

　いまのところ信者が少なすぎて、逆説的に被ひ害がい者しやも存在しないが。

「どうしよう、こんなんでまだ何年も待たなくちゃいけねえのかよ。あんな連中、今滅ほろぼしてくれよ、これじゃ救われねえよぉ」

　……度し難がたいことに、彼の危機感は別の意味で本物だった。

　と、さらに路地の奥おく、暗くら闇やみから、

「終末が、待ち遠しいか」

　声がした。しゃがれた、しかし自分の所の教祖より、何故か心を鷲わしづかみにするような声。

「だ、誰だ！」

「約束の日を、望むか……？」

　ずるりと、闇やみから差し出された黒い手。

　男は、再び逃にげるというあたりまえの決断を、何故か、できなかった。




＊　＊　＊




「父と子と聖せい霊れいの御み名なにおいて、立ち去れ！」

　真っ暗な部屋で、ルチアは祈りの言葉とともに、清らかな水を振りかけた。

「ぐおおーっ！」

　ベッドに縛しばり付けられた二十歳はたち前後とおぼしき青年は、たまらず絶ぜつ叫きようを上げ、全身をのけぞらせた。口からなにか、実体と不可視の境界のものがはき出されてのたうつ。

　ルチアはそれを、例の、さしわたし四十センチはありそうな十字架で、無造作にぶん殴った。

　物体？　はあっさりとどこかへ消えてしまい、青年は文字通り憑つき物ものが落ちたかのように、力なく倒たおれ込んだ。

「はい終しゆう了りよう、アーメン」

　ルチアはさっと十字を切って、カーテンを開けはなった。西日が射さし込んで、壁かべに貼はられた「必勝」とか「センター試験まであと○日」とかの標語が赤く照らし出される。

「ま、二浪ろうの十二月にＤ判定じゃ無理もないけど、悪あく魔まに頼たよるくらいなら普ふ通つうに神かみ頼だのみにしとけよ、ウチのとは言わねーから」

　ルチアはとくに返事を期待して言ったわけではなかった。だが、ベッドの上からは、悔くやしそうな泣き言が返ってきた。

「ばかやろー、ほんとは受験なんかしなくて済んだのに。大学なんて無くなってるはずだったのに。神様なら責任取って、こんな世界終わらせろよ！」

　ああ、なるほど、とルチアは思い当たった。二浪ということは、二年前の今いま頃ごろ、最初の受験生だったのだ。世界が滅べば、そりゃ受験勉強はしなくてよかろう。

「主、宣いわく、そんな約束した覚えはないし、てめーの頭が悪いのまで責任とれねーとさ」

　突つき放はなすように言い残してドアを開ける。

「終わった？」

　すぐ外に座って待っていた絵里子が、レンズ越ごしの上うわ目め遣づかいで微笑ほほえみかけてくる。それだけで、ルチアはもう、後ろから聞こえてくる泣き言など、どうでも良くなった。

「楽勝楽勝。さて、これで今夜はご飯が食べられるよー」

「やったー」

　無む邪じや気きに喜ぶ絵里子の頭を撫なでて抱だき寄よせ、階段を下りる。たぶん自分は今、かなりゆるんだ顔をしているだろうという自覚があった。

　が、それも、階下に怯おびえるように隠れていた、「犠ぎ牲せい者しや」の母親と目を合わせるまでのことだった。あきらかにその目は、終わったならさっさと帰れ、と訴えていた。

　来て欲しくなければ、魂たましい売る前になんとかしてやれ、とルチアは言いたかったが、説教までは仕事に入っていないので、黙だまって手を差し出した。

「もうあの人に渡しました！」

　ずうずうしい物もの乞ごいでも見るような目で言い切ると、母親はさっさと階段を上って行った。ルチアはげんなりしながら、絵里子とともに玄げん関かんを出た。

「枢機卿通すと分け前減るのに」

「人聞きの悪いことを。私は一円たりともピンハネなどしていません。もともと悪あく魔ま祓ばらいでお金を取ること自体が間ま違ちがいなのです。心づくしがあるだけでもありがたいと思わねばなりません」

　待ちかまえていたかのような枢機卿に思わずのけぞるが、差し出された封ふう筒とうを見るなり、気を取り直してひったくる。

　そしてすぐに、「しょぼっ！」と失望の声を上げることになる。

　文句を言おうと振ふり向いたが、枢機卿の姿は例によって、まるで最初から居なかったかのようにかき消えていた。

　絵里子はルチアの法衣の裾すそをつかんだまま、ただ、きょとんとしていた。







第二章







　ハデだが安っぽい効果音が、ラーメン屋のテレビから垂れ流された。過か剰じようなまでのテロップの洪こう水ずいが映し出される。「天空の徴しるしは神か、ＵＦＯか！」「衝しよう撃げきの新事実！　『横よこ須す賀か黙もく示し録ろく』は、米政府の陰いん謀ぼうだった!?」等々。

「飽きねえなあ……ああ、ちょうど二周年か」

　ラーメン屋のオヤジが画面を見もしないで適当に愚ぐ痴ちを垂れる。それから、番組に対するのと同じくらいの軽けい蔑べつの視線を向けつつ、カウンターのルチアと絵え里り子こに、丼どんぶりをひとつ差し出す。大盛りだが、ほとんど具のないただの中ちゆう華かそば。

　これが悪魔一体退けた見返りの夕食。文句はケチな依い頼らい主ぬしに言ってくれとルチアは思いつつ、丼を二人の間に置いて、絵里子に割わり箸ばしを渡した。

「えへへ、一いつ緒しよだね」

　絵里子が笑うと、ルチアもつられて笑いながら割り箸を割る。

　その昔、かけそばを分け合って食べる貧びん乏ぼう人にんの話がブームになったとか何とか。しかしルチアとしては、どうせ絵里子と二人でひとつを分け合うのなら喫きつ茶さ店てんで乙女おとめっぽいドリンクにストロー二本、のほうが嬉うれしいに決まっていた。

　もちろん、そんなものは久しく縁えんがないのだが。

「あのとき全国で異常なオーロラが観測されたわけですが、これも教授はただのプラズマと言い張りますか」

「そもそもオーロラというのはプラズマ現象なんですよ！」

　テレビの論争はいかにも不毛に聞こえた。ルチアのみならず、この二年間、誰もが繰くり返し聞かされ、誰もが、どれをも信じていない。

　確かなのは、何か破は滅めつ的てきなことが起きて、多くの人がそれを「終末の到とう来らい」と、期待した、という事実。

「そんなことを言うけどあんたはあのとき、これがきっかけで最終戦争が始まるとか煽あおったでしょうが！　なにが霊れい能のう力りよくですか」

「たしかに起きるとお告げがあったんだ！」

　ぎくり、と箸はしを持つ手が止まった。無責任なタレント霊能力者までが、四百年山やま奥おくに潜ひそんだあの一族と同じ事を言う。そういうところだけ、何故か、あまりにも多くの人が信じたのは、つまり、「期待」が、それほどまでに大きかったということだろうか。

「けっ、商売あがったりになった時点で、ウチにとっちゃ世の終わりだい」

　オヤジが毒づくとおり、安いわりには店に他の客がいない。

「おいしいのにね？」

　絵里子が素そ朴ぼくな疑問を口にする。眼鏡が曇くもって白くなっているが、はずそうとはしない。オヤジの表情が少しだけほころびたが、不ふ機き嫌げんなのは変わらない。

「ウチのお得意様はそこのビルに入ってたロボットの会社だったんだけどな、二年前のあれでなにやら大損こいたらしくて潰つぶれちまったのさ。それっきり新しいテナントも入りゃしねえ。その意味じゃウチだって、カミサマの被害者だよ」

　なるほど、店の前のビルは暗闇の中しんと静まって、窓にひとつも明かりがともらない。ご愁しゆう傷しよう様さまとは思っても、そんなことまでルチアの知ったことではない。

「……そして取材班はついに決定的な証しよう拠こを入手した！　多発する怪かい奇き事件の正体は新型細さい菌きん兵器か？　あの事件はアメリカの自作自演だった？　『黙もく示し録ろく』発言の真相はＣＭの後！」

　オヤジはルチアに伺うかがいも立てずに、勝手にナイター中ちゆう継けいに換かえた。ルチアはとくに抗こう議ぎもしない。こんな番組に何も期待していないのも事実だ。それより、いかにさりげなく最後のナルトを絵里子に譲ゆずるか、そのほうが問題だ。




「さて、今夜の宿はどうしたものかねえ」

　絵里子の手を引きながら、ルチアはあいかわらず青く照らし出される冬の夜空を、あてどなく見回した。

　懐ふところの寂さびしさたるや、すでに二人分のネットカフェ代を払はらうにも苦しいありさま。といって残念ながら、さまよえる子羊に神はマナを降らせてはくれない。これというのもやはり依頼主と枢すう機き卿きようのせいだろう。文句を言いたいときに限ってあの存在は姿を見せない。

　仕方なく二人はコンビニに、店員の目を気にしながら入る。残念ながら、中で食事が出来るタイプではなかった。ぎりぎりまで立ち読みで暖をとろうかと画策していたルチアであったが、これだと寝ねてしまうわけにはいかない。とにかくせめてなにか温かいものを買うことにする。お風ふ呂ろは今夜も無理なのが哀かなしい。

　絵里子に好きなものを選ばせ、自分はパンを一個と、それからこのチェーンでしか扱あつかっていない、格安の国産赤ワインを一本、買い物籠かごに突っ込む。在庫は最後の一本。季き節せつ柄がら、やはり売れ行きが良いらしい。もっとも、季節ネタとしてはヌーボーを買っていくやつのほうが多そうだ。むろん、ルチアにそんな余よ裕ゆうはない。恨うらめしそうに拡大解かい釈しやくすれば故国産とも言えるビンを眺ながめて、振り払う。

「そういやこの国、クリスマスだけは不信心でもやるんだったね。この気の早さは待降祭アドベントってわけじゃなさそうだけど」

　つぶやいてはみるが、さほど嫌けん悪お感はなかった。教会に詰つめていたころも、この季節だけ礼拝が増えるのは毎年のことだったし、結けつ婚こん式しきだけというのも珍めずらしくなく、だからといって追い出したりもしていない。

　むしろ、信じてもいないなら死んでも気にするな、と、ルチアは言いたかった。

　会計をしようと思って振り返ると、棚たなの前で、絵里子が指をくわえて何かを見ていた。

「……何か、欲しいの？」

　なるべく優しく尋たずねたつもりだったのに、絵里子ははっと我に返ると、何かばつが悪そうに、ふるふると首を横に振った。

「ううん、これでいい」

　と、最初から決めていたように、しかし遠えん慮りよがちに、温かそうなあんマンを指した。

「遠慮しなくていいのに。ここにあるものくらいなら」

「でも、明日になってもお金は増えないんでしょ？」

　絵里子の言葉が、ぐっさりとルチアを貫かん通つうする。その通り。いつだって絵里子は正しい。今のルチアは甲か斐い性しようのないお父さんみたいなものだ。

「あはは、配はい慮りよいただきありがとうございます……もうひとつくらい仕事せにゃならんか、とほほ」

　嘆なげきつつ、うさんくさそうな顔をするバイト店員相手に会計をすませて、二人は再び青くて寒い街へと戻もどる。

「どこで食べようかねー。公園じゃまた寒いし、屋根と壁かべは欲しいよね……地下鉄にダンボールでも持ち込むか」

　いよいよ路上生活コースのようだが、餓が死しと凍とう死しの二重苦よりはましだろう。絵里子はお気きに召めさないだろうが、と思って振り向くと、絵里子は後うしろ髪がみ引かれるようにさっきのコンビニのほうを見ていて、話を聞いていないようだった。

「どうしたの、やっぱり、さっきの欲しかった？」

　さっき絵里子が見ていたのがなんなのか、きちんとチェックしておかなかったことをルチアは一いつ瞬しゆん悔くいた。が、絵里子はまた首を横に振って、それから、まるで今日初めて気が付いたとばかりに、しかし、何かを求めるように尋ねた。

「おねーさんは、クリスマスプレゼントってもらったことある？」

　その瞬しゆん間かん、ルチアの後こう悔かいはさっきの数倍にふくれあがった。この時期子供が気にすることといったらそれしかあるまい。ちゃんと確かめておけば、さりげなく買っておいてプレゼントとか出来たではないか。いや予算の範はん囲い内ないという条件は付くが。

「ま、まあ、昔はそれなりに、ね」

　誰が悪いというわけでもないのに、なにか抜ぬけ駆がけをしたときのような気まずさを覚える。

　それにしても、とルチアは冷ひや汗あせを垂らしながら首をかしげた。なぜ今年に限って、絵里子がそんなことを言い出したのか。

　……裁さばく谷たにの連中が、そんな風習をやっていたわけがない、な……

　人里から隔かく絶ぜつせざるを得なかった事情は同情してやってもいいと、最初は思わないでもなかったが、考えを改めた。やはり絵里子はあいつらの所に居てはいけないと。

「じゃあ、良い子にしてたら、クリスマスまでには何とかしましょうか」

　絵里子のうなずく笑え顔がおを見て、今度こそ何かしなくてはと、ルチアは決めた。

　が。

「待てませんなぁ～」

　いきなり茶々を入れられて、ルチアはたちまち不機嫌になった。が、それ以上に、絵里子が自分の後ろを、妙みような目つきで睨にらむのが気になる。

　ルチアは振ふり返り、そしてその理由を悟さとった。

　あからさまに変な男がいたからだ。和わ洋よう折せつ衷ちゆうというところはあの、裁谷の隠かくれ里ざとを思い出させ、とっさに絵里子を背後にかばう。が、神主と牧師を足して適当に割ったような出で立ちは少々趣おもむきが違ちがうし、とってつけたようなその感じは、四百年の伝統を誇ほこる「彼ら」とは違う。おそらくは新興宗教だろう。

「そんなには待てないぃい、我らに終末を、そして我に救いを～」

　うんざりだ。ルチアは頭をかいて、そのでたらめな男に吐はき捨すてるように言った。

「何教だか知らないけど、宗教戦争をやる気はないからさー」

　というより、単に面めん倒どうだ。この手合いとまともにつきあったところで、何の得にもならない。法王庁の見解はともかく、ルチアは今それどころではないのだ。

　どうせ倒たおすなら、悪あく魔ま憑つきの相談でも来ていただきたい、と、そう思ったのが、よもや、天に通じたのではあるまいが。

「主よ、ここに罪を犯おかします、さあ、裁きと救いををを！」

　その叫さけびは、ルチアには聞いたことがあった。先日の夜をはじめとして、何度聞いたことか。ゆえに、その後のことも予想はついてしかるべきだった。

　ただ、あからさまなエセ教団から、というのが意表をつかれたが、しかし結局、最初の悪お寒かんこそがそのまま、正しかったのだ。

「えりえり、眼鏡取っちゃだめよ！」

「う、うんっ」

　絵里子が素す直なおに返事するのを確かめると、ルチアは素早くデイパックからあの大きな十じゆう字じ架かをひっこ抜いた。それから、あたりを見回す。東京は眠ねむらない。こんな路地裏でもないところで、いかに深夜でも目立ちすぎる。

　裁谷め、何考えてやがる!?

　舌打ちする間にも、エセ教団の徒はその肉体を変容させていった。筋肉が盛り上がり、目が焦しよう点てんを失って狂きよう気きを宿す。自らの教えの戒いましめが書かれた襷たすきを、服もろとも引きちぎる。口からは、獣けものじみた唸うなりとともに緑色の唾だ液えきがあふれる。

　それこそ映画にでもそのまま出てきそうな、じつに解わかりやすい変容だった。いわゆる、「悪魔憑き」としての。

「つか、せっかくその気になったんだから、金になる形で来いっつの」

「よぉおおこしんしゃあああおぉわぁりぃのみぃこぉおおおおお」

　悪魔憑きは、もはや完全に自分の意志以外のものにしゃべらされていた。背中で修道服をつかむ絵里子が、びくっと震ふるえたのが伝わってくる。

「また絵里子狙ねらいの刺し客かくか。異教徒に憑つかせるとは、裁谷も妙なマネを。だったらなおのこと、私が遠慮するわけないでしょうが！」

　言ったそばから、敵の先制攻こう撃げき、拳こぶしが頭上に降り注ぐ。ルチアは絵里子をかばったまま、くるりと回ってそれをかわした。

　拳がアスファルトに突つき刺ささり、そして引き抜かれたとき、裂さけた皮ひ膚ふからはおびただしい血が、こちらはきちんと赤いのが、どくどくと流れ出している。だが、敵は気にした様子もない。再び、もう一方の腕うでを振り上げる。

「おねーさん？」

「だいじょーぶ、すぐ済むから」

　そして、殴なぐりかかってきた悪魔憑きの腕を、十字架で容よう赦しやなく払った。ごきん、とにぶい音をさせて。

　間ま違ちがいなく、相手の腕はポッキリと折れていた。また、獣じみた咆ほう吼こうが痛々しげに街に響ひびき渡わたる。

　道路を殴って砕くだけても平然としていたくせに、敵は苦しんでいた。

「おわかり？　あんた程度の悪あく魔まじゃ私の敵じゃないし、依より代しろがダメなヤローなら殴っても気にしないのよ。何度やったら解るのかな」

「それはそれで、その人に悪いんじゃ」
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「どうせもともとろくでもないヤツだから気にしなーい。クリスマスのミサで告解するからこのさい大おお盤ばん振ぶる舞まいで」

　がっ、と十字架を掲かかげたルチアの正面から、悪魔憑きは突っ込んできた。今度は拳でなく、全身で。

　いかに聖なる力といえども、どうやら純じゆん粋すいな物理力の差まで打ち消す奇き跡せきは起こしてくれないようだった。直ちよく撃げきこそなかったものの、ルチアは絵里子もろともはねとばされ、さっきのコンビニの前まで転がされてしまった。

「ご、ごめん絵里子、重い？」

「う、ううん、大だい丈じよう夫ぶ」

　自分の下した敷じきになった絵里子を引っ張り起こしてから、ルチアは改めて十字架と、それから今度は聖書も抱かかえた。

「ちょっと甘あまく見過ぎたか。容赦なく使い潰つぶせるってのは向こうも同じってわけね、了りよう解かい。じゃ、ちょっとだけ本気でいきますか。えりえり、危ないから、このコンビニで待ってなさい。プレゼント選んでていいからね」

「で、でも」

「大丈夫、今度こそ大丈夫」

　ドアを開けて絵里子を押おし込むと、正面のガラスに手を突いて十字を切り、主に祈いのる。そのガラス面に、三み度たび迫せまる悪魔憑きの巨きよ体たいと、さすがに悲鳴を上げて逃にげたり、あるいは事態を解っていないのか、ケータイで写メ撮とっているバカの姿がまとめて映り込む。

　さて、これは今夜のネットカフェで誰かが書き込むだろうか。知ったことかとルチアは振り向き、素す早ばやく横に避さけて十字架をちらつかせた。

「さあ来い、あんたの相手はこっちだ」

　悪魔憑きは一いつ瞬しゆん、コンビニとルチアを見比べて、とっくに失われていそうな知能で品定めをしてから、いきなりぷいとルチアを無視して、コンビニの奥おくの絵里子を目指した。

　もちろん、いちいちドアを開けるなどということをせず、一直線に。ガラスの向こうで、絵里子と店員が目を見開き、抱だき合っているのが見える。

「やっぱ、そう来るか」

　二人まとめて吹ふっ飛とばす悪魔憑きの突とつ進しんが、コンビニのガラスを苦もなく突き破やぶる――

　かと思えた、矢先。

「ぐおおおお！」

　ガラスに両手を触ふれた悪魔憑きは、そのまま電気にしびれたように立ちつくし、吼ほえた。ガラスにはヒビが入りつつあるが、まだ砕けない。その白く濁にごりつつある向こうで、抱き合ったままの絵里子と店員が呆ぼう然ぜんとするのがかすんでいく。

　ルチアはゆっくり、しびれて固まった悪魔憑きの背後に、悠ゆう然ぜんと、しかし不ふ機き嫌げんそうに回り込んだ。

「知ってる？　ガラスって液体なんだってさ。祝福したらそりゃあんた、聖水に似た何かが出来る道理だよねぇ？」

　先刻の祈りは、店内の無事を祈るものではなく、祝福による聖化のためであった。ならば、悪魔の力ではそれを突とつ破ぱは出来ない。悪魔憑きが首だけを回して何か叫ぼうとした、その目の前で、ルチアは掲げた十字架を、ぱっくりと、二つに割った。

　救い主の手を打ち付けた横木を両手に握にぎり、足を打ち付けた柱を腕に添そえたその姿は、聖なるシンボルというより、もっと即そく物ぶつ的てきな、どこかの武術で使う武器に似ていた。

「じゃ、ここまでね。お望みの裁きを。アーメン」

　そしてルチアは両手のソレを振りかざし、身動きとれない悪魔憑きのドタマへと、飛びかかったのであった。
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　遠くでサイレンの音がする。さすがに誰かが通報したらしい。だが、そんなことはもうルチアの知ったことではなかった。ひたすら、絵里子の手を強く引いて、すこしでも遠ざかろうと足を速める。

「おねーさん、怒おこってる？」

　絵里子が首をかしげつつ、もつれがちな足取りで付いてくる。ルチアはすぐには答えられなかった。

　悪魔憑きを殴り倒し、割れたガラスから店内に入って、最初にルチアが口にしたのはよりによって、

「私のえりえりから離はなれて」

　だったのだ。もちろん、店員に対して。しばし抱き合ったまま呆然としていた二人は、すぐに素そ朴ぼくな疑問を返したものだ。

「私の？」

　たぶん絵里子は単に解っていない。店員のほうはどうだったか。自分が何を口走ったかやっと気づいて、ルチアは顔が、戦いの余よ韻いんでなしに上気するのを止められず、力ずくで絵里子の手をとって、店をあとにしたのであった。背後から我に返った店員の、弁べん償しようを求める声が聞こえてきた気がするが無視。いろいろな意味で断固無視。

　そして無言のまま、終電の終わった地下鉄の入り口にたどり着く。

「おねーさん？」

　再び、絵里子の声が震える。ルチアはゆっくりと振り向いて、不安そうに、眼鏡の隙すき間まから上うわ目め遣づかいで見上げてくる絵里子を見つめた。

「……怒ってないよ」

　怒っても仕方がないことなのだ。ルチアにこんな想おもいをさせているのも七つの大罪の一つなのだから。だから、絵里子には何の罪もない。

　何も。断じて、何も。

「怖こわかった？」

　多少の後ろめたさに押されて尋たずねると、絵里子は即そく座ざに首を横に振り、それから、にっこりと微笑ほほえんで答えた。

「ううん、格好良かった」

　彼女にとって、悪魔憑きなど何でもないらしい。つられるように、ルチアもようやく顔をほころばせた。

「お褒ほめ頂きありがとうございます。んじゃ、どっかこの下ででも、さっきのお饅まん頭じゆう食べようか……あと何か、敷しく物とか羽織るもんが欲しいな」

　適当に見回して、捨ててあったダンボールを拾い上げる。汚よごれの少ない新品。この界かい隈わいなら、とっくに誰かが拾っていてもよさそうな。求めよ、さらば与あたえられん……というには、あまりにささやかすぎるが、無いよりずっとましだろう。

「今夜だけは、これで我が慢まんしてくれるかな？」

「明日はまたお仕事？」

「……依い頼らいが来れば、ね」

　ふっとため息をつき、それから階段を連れ立って下る。といっても、奥はもうシャッターが降りていた。なるほど、生活拠きよ点てんには不向きな駅だったのかと、ルチアは一枚を敷いて階段に座り、二人、残った紙に毛布のようにくるまって。

「冷めちゃったね」

「まだ少しあったかいよ。はい」

　絵里子はあんマンを半分にちぎってくれる。が、ルチアはそれを丁重に断った。

「……私はこれがあるから」

　さっきの安ワインのビンを開け、直接口をつける。

「あったかいの？」

「ちょっと飲んでみる？」

　子供に酒飲ますのかという倫りん理りと、でも温めてあげたいという慈じ悲ひと、そしてとどめにこのまま飲ませたら間接キスですよという煩ぼん悩のうが三つどもえでせめぎ合う。ちなみにルチアの母国では子供でもこの程度は結構飲んでしまうし、いまさら間接くらいで懊おう悩のうしてどうするという説も一部にあるのだが、それでもこれは悪魔を倒たおすより問題な気がした。

　そこへ、刺さすような一条の光とともに、

「君たち、こんな時間にここで何を……あっ！」

　おまわりさんは、ルチアの姿を見るなり、妙みように大げさに驚おどろいて、いきなり胸の無線をとった。

　とりあえず、ルチアの葛かつ藤とうはどれ一つ満たされない形で終わった。




　コンビニの前で、警部補は毎夜のごとく今夜もため息をついた。

「珍めずらしく、ガイシャが割れてるのね」

「死んではいませんよ。こっちも珍しくタレコミです、が……」

「面めん倒どうなネタじゃないでしょうね。まあ、ただのバカがコンビニに突っ込んだだけとか言われても怒るけど」

　だが、血まみれで倒れていたのが、この前チェックを入れた余所よそ者ものの宗教家だったことが、警部補の神経を嫌いやな感じに逆さか撫なでしていた。予感は当たった。

「なんでも、あいつを殴り倒したの、シスターらしいですよ」

「それもこないだ言ってたヤツじゃないでしょうね」

「かもしれませんが、見つけたら職質くらいはしたほうがいいかもしれませんね」

「まだ近くにいるでしょう、手配したほうがいいのかな、あー、もう」

　どっちが面倒なことになるのかは警部補にも解わからなかったが、とにかく見つけたら一言、宗教戦争は他所でやれ、と言ってやりたかった。といって、こんなことでいちいち非常線まで張るのもなんだ。

　と、思っていた矢先、車の無線が鳴った。若手が飛びつく。

「巡じゆん邏らの警官が、それらしいのを発見しました。本当にしょっぴきます？」

　警部補は、自分の発言をちょっと後こう悔かいしていた。




＊　＊　＊




「寒さをしのげて助かりましたよ。身体を清められたのも三日ぶりです。たまには被ひ疑ぎ者しやとやらにもなってみるものですね。あなたに主のご加護のあらんことを、アーメン」

　とうてい感謝しているとは思えないおざなりな態度で、ルチアは祈りを捧ささげた。

　日付が変わって、さらに夜。ルチアはつい先刻まで平然と、いわゆる留置所で惰だ眠みんをむさぼりつくしていた。地下鉄の駅にくらべれば、これでも天国だ。

「話はまだ終わってないんだけど？」

　目の前の女性警部補には、信心はないらしく、ばかにされたかのようにいらついて、タイトスカートから伸のびたストッキングの足を組くみ替かえた。ここが取調室というものだということくらいは、いかにルチアでもすぐに解った。

「氏名ルチア・レマ・ベルジェ、職業・自じ称しようシスター、で、日本には何の用で？」

「なんでもなにも、もともと小五まで日本にいたんで帰ってきただけですが。両方の国こく籍せきあるから別に不法入国でもないからね。嘘うそだと思ったらバチカン市国大使館に聞いて」

　ウソはついていない。だから彼女は人が勝手に決めつけるよりずっと、日本になじんでいる。マンガだって読んだし、刑けい事じドラマだって見てるのだ。

　もっとも本当にバチカンに連れん絡らくされたら、捕つかまる前にまた逃げねばなるまいが。

「イタリア人？　フランス？」

「親は、どっちだったこともあるよーな島の人ですが」

「マフィアかよ」

「だからシスターですってば。それに自分で住んだことないし」

「で、可愛かわいい顔してなんであんな大暴れを？　宗教戦争？　まったく、面倒を増やしてくれるわね」

「いやでも、悪あく魔まなら倒したけど人は殺してませんから。主、宣わく、汝なんじ殺すなかれ」

　ルチアとしては本当のことを言っただけなのだが、警部補は感心できぬとばかりにタバコを灰皿にぽとりと落とした。

「あく……何ですって？」

「悪魔。私、エクソシストなんで」

「何、それ」

「映画であったでしょ、悪あく魔ま祓ばらい師。こう見えても法王庁典礼秘ひ蹟せき省公認ですから」

「映画も、それに元ネタがあったことも知ってるけど、ここは現実の日本なの。神が死んだのに悪魔だけは実在するって？　冗じよう談だんはたいがいにして」

「死んでないって。ま、無理に信じなくてもいいけど……それより、おばさん」

　ルチアは自分をうさんくさそうに、どんよりと見つめる警部補を逆に見つめ返した。

「目が曇くもってますよ？　タバコの吸い過ぎ、というより……目が死んでるって言われたことありません？」

　とたんに、警部補はどん底までげんなりしたとばかり顔をしかめた。

「この手合いはみんな同じようなことを言うのね。大きなお世話。それと、おばさんは失礼じゃないかしら」

「そうだ、せめて姐あねさんと呼びたまえ」

　警部補はどんよりした目のまま、刑事にタバコの吸すい殻がらを投げつけた。どうやら言われたことがあるらしい。もちろん誰にかまでは、ルチアは知らないのだが、それでも、一応、言っておくことにする。

「んじゃ、姐さん。まずいですよ、そういう人は奴やつらに狙ねらわれやすい」

「奴らって誰よ。どこかのシンジケートならそう言って、それなら警察の仕事だから……まったく、面倒ね」

「だから悪魔だって。日本だろうとどこだろうと私ら的にはアレは悪魔。まあいいか、信じようと信じまいと、たぶん皆みなさんじゃどうにもできないし。万一のときは呼んでください、祓はらいますから……有料で」

　枢すう機き卿きように聞かれたらまた説教されるだろうが、警部補にはわかるまい。

「そんなことより絵里子は？」

　ルチアはもう用はないとばかりに、刑事達を無視して席を立とうとした。当然のことだが、調書をとっていた若い男の刑事が引き留める。
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「だからまだ調べは終わってないんだって！　容疑はまだ十二個くらいあるんだよ。だいたいね、キミぃ、あの子は一体キミの何なの？　妹？　子供？　まさかどっかから攫さらって来たんじゃ……」

　シスターに子供などいるものか。だいたい一体何なん歳さいのときの子だ、常識で考えろ――とまあ、せめてそういう反論をすべきところだったのかも知れない。しかし、ルチアの脳内は一いつ瞬しゆんにしてそのさらにナナメ上にかっ飛んでいた。

「ナニって、ナニ言ってるんですか刑事さん、えりえりが私のナニってナニがですか、えへへへ……」

　顔を赤らめ、身体をくねらせる姿がシスターらしく見えるはずもない。

「また、面倒なのしょっぴいてくれちゃったわねえ」

　命じたことは棚たなに上げて、警部補は頭を抱かかえた。




　絵里子は言うまでもなく、ごく近くにいた。しかも、ルチアより待たい遇ぐうが良かった。なにしろ、ルチアにはカツ丼どんも出ないのに、絵里子にはお菓か子しが出た。話し相手も、やる気がなさそうな警部補ではなく、少年課のやさしそうな女性警察官だ。そうと知ったら、さしものルチアも警察に感謝したのではあるまいか。

　しかし、当の絵里子はそれでも、まるでお気きに召めさない様子であった。食うだけ食って、質問にもまともに答えないのだ。いや、実際には素す直なおに答えているのだが。

「お名前は？　年はいくつ？」

「沢さわ木き谷たに絵里子、十二歳さい……たぶん」

「で、あのシスターはあなたの何なの？　ご家族には見えないけど」

　そりゃそうだ、顔で判断するのは偏へん見けんだったとしても、名前まで見れば歴然。だが、

「おねーさんは、おねーさんです。正義の味方です」

　絵里子はそう言い張るのであった。

「あのね、でも、人をぶったりお店を壊こわすのは悪い事よ？」

「悪いのは悪魔です。おねーさんは悪くありません」

「何をばかなことを言ってるの、悪魔だなんて……あら、何かしらこれ」

　警官が絵里子の手をとった。傷きず痕あとに気づいたらしい。絵里子は反射的に手を引っ込め、かばうように胸元に握にぎった。

「あらまあ、かわいそうに、こんなことまでされて」

「違ちがうの、おねーさんのせいじゃない、おねーさんは助けてくれたの！」

　いかに絵里子ががんばっても、ちっとも信じてもらえないようなのである。無理もない、という諦あきらめは、絵里子にはない。とうとう絵里子は、先にしびれを切らして立ち上がった。

「おねーさんは、どこ？　もう帰る」

「待ちなさい、きちんとおうちに帰らないとだめよ、お父さんかお母さんはどこ？」

「……いないもん、誰もいないもん。私はおねーさんと一いつ緒しよがいいんだもん！」

　その叫さけびは、聞く人が聞けば、どれほどか悲痛に響ひびいたはずだった。しかし、女性警官は一瞬、あっけにとられたものの、すぐ後に署員が届けた知らせのほうが、仕事を終わらせるうえでは吉きつ報ぽうと聞こえてしまったようであった。

「なにを言ってるの、絵里子ちゃん。お迎むかえが来たわよ」




「身元引受人だあ？　枢機卿が余計な手を出してくれちゃったかな？」

　同じ知らせを聞いたルチアは、警部補に劣おとらずうんざりした顔で机につっぷした。だとしても、現状、他に頼たよれる相手もいない。ここは救いの手と思っておこう。

　と、信じようとしたが、甘あまかった。

「違うわ、シスター。貴女が連れ回していた子供の引受人。ご家族から引き離はなしてなにをしていたのか、じっくり聞かせてもらわなきゃならないわね。まったく、面めん倒どうな」

　が、うんざり顔のシーソーゲームはあっさり警部補に勝ちを譲ゆずって、ルチアはみるみる表情を険しくしていった。

「絵里子の？　まさかそいつ、裁谷……」

「そりゃ、沢木谷さんでしょう」

「そうじゃない、裁谷……ああ、本当に面倒くせえっ！」

　絵里子には本来、名字はない。四百年外界から隠かくれ続けたあの一族にとって、氏うじとは村の名そのまま、ないしはその当て字だ。「沢木谷」も例外ではなく、そして……

　絵里子に、直系の親族はすでに亡ない。残っている「サバクタニ」とは即そく「奴ら」だ。

「渡わたすな、そいつはやばい！」

　再び立ち上がるルチアを、刑事がまた取とり押おさえる。が、今度はルチアは容よう赦しやなくそいつを殴なぐった。まっとうな状じよう況きようなら、公務執しつ行こう妨ぼう害がいの追加確実。

　だが、ルチアはそんなことにかまってはいられなかった。

　なにしろ、壁かべの向こうから絵里子の叫び声ごえが聞こえたのだから。







第三章







　刑事を殴り倒たおしたルチアは、そのままドアの外の警官もはり倒して声のする一階へと駆かけ下おりた。顔を押さえて、若い方が追ってくる。警部補にはそれさえも面倒なのか、姿が見えない。むしろ好都合だが、ある意味、危ない。

　これから起きること次第では。

「何を考えてるんだ、この破は戒かいシスター！」

「あんたらこそ、絵え里り子このこと考えるなら児童虐待とかなんとか、そういうケースを考えなさいよ！　民事不ふ介かい入にゆうとか言ってる時代じゃないでしょ！」

　もはや、何かを信じてふりかざす時代でもないのかも知れない、が。

「それならそれで、連れ出す前に通報とかしろよ！」

「……無理だわね、だって……」

　ルチアは廊ろう下かを横よこ滑すべりして、受付ロビーに飛び込んだ。声をかけるまでもなく、絵里子が気づいて振ふり向く。

「おねーさん！」

　が、その肩かたは少年課の女性に押され、いまにもその「引受人」に委ゆだねられようとしていた。

　警察は何故、こいつを見てあっさりと信じたのだろうか。単に和装と言うには、どこかずれた姿。江え戸ど時代、いや戦国時代からずっと着きた切きり雀すずめででもあったかのような、場ば違ちがいな出で立ちの男。やはり時代劇の農民みたいに髪かみを結い、落ちくぼんだ目には輝かがやきがない。

「やっぱり裁さばく谷たにの、追っ手かっ！」

　ルチアに指さされた男は、背を丸めたまま、憮ぶ然ぜんとしてルチアを無視し、後ろの刑けい事じに語りかけた。

「こまりますわなあ、ちゃんと、つかまえておいてくださらんとぉ」

「い、いやしかし、あなたは本当に、その子の……」

　刑事はいちおうルチアの言ったことを気にしたのか、しどろもどろになりつつ視線を送ってきた。ルチアはそれを感じ取りつつも、視線を「敵」から外さない。

「ウソではない、わしはたしかにこの子の親しん戚せき、サバクタニ、ゴロヲと申すゥ」

　その言葉に、囚とらわれの絵里子の視線が迷い泳ぐ。それが彼女にどんな思いを抱いだかせるか、ルチアは知っている。

　事実だけは、たしかに事実だったのだから。

「まあ、児童虐待で訴うつたえても無む駄だでしょうけどね、身元確認の書類はどう書いたの？　バチカン大使館ですむ私より楽とは、とても思えないんだけど。それとも、裁谷の隠れ里ざとにも郵便番号くらいあったかしら？」

「どういうことだ？」

「あんたら、ホントに書類調べてないの？」

　刑事ははっとして、呆ぼう然ぜんとしている受付担当をはねとばす勢いで書類をひったくった。そして、愕がく然ぜんとする。

「なんでこれで通した、何も書いてないぞ！」

　だが、窓口に座る担当者は誰も答えなかった。代わりにルチアが答える。

「ありゃま、せめて表の村のほうくらいは書くかと思ったのに」

　それから、刑事に指だけ突つきつける。

「あんた、私の荷物もってきて。でないとやばい事になるよ。つか死ぬよ。だって、あんたらが面倒くさがってる悪あく魔ま憑つき事件の犯人、少なくとも二件はこいつらだもの」

「何だって？」

「こいつらの本当の住処すみかは地図にも載のってない隠れ里よ。あんたも一応学校出てるなら、隠れキリシタンくらい聞いたことあるでしょ」

「ちょっと待て、明治維い新しんから何年経たったと思ってるんだ！」

　刑事は苦く笑しようしながら、ツッコミで場を否定しようとしたのだろう。だがあいにく、誰も笑わなかった。

「私だって最初はそう思ったけど、長なが崎さきとかにまだいるわよ。ま、あのへんのはもう、ただの伝統だからどってこたない、けど、こいつらは別。だって」

　ルチアは指を、すっと「敵」に向けた。

「まともなカクレと違って、こいつらは悪あく魔まに魂たましい売ってるもの」

「それぇは、ちがうう」

　裁谷の使者は、初めてルチアの言葉に応じた。

「聖書にいわく、でうす様は終わりの前に、悪魔を解き放ちて人をその手にゆだねる。

　しかるに、終末が来ませりその日まで、悪魔は許されているぅ。始まりてなお来ませなんだら、悪魔はもはや悪魔にあらず、でうす様の僕しもべなりぃいいい」

　それも別に、ルチアにとっても異い端たんの説ではなかった。ヨハネ黙もく示し録ろく二十節に、ちゃんと「サタンは天使によって解放される」と、そう書いてあるのだから。

　ただ、その通りのことがすでに起きたと信じるかどうかは別だ。

「何その、諸もろ星ほし○二じ郎ろうのマンガみたいなのは。面倒ばかりふやさないでくれる？　両方しょっぴくよ、もう」

　遅おくれてやってきた警部補が、心底面倒くさそうに言った。それが、決定的にまずかった。とにかく、いろんな意味で。

「バカ、何故白紙の書類が通ったかくらい考えろ、目だけじゃなく脳まで死んでるのか！」

　ルチアが指し摘てきすると同時に、さっきまで無気力に呆然としていただけの警官たちが、ゆらりと立ち上がった。一いつ斉せいに、一人残らず。

　絵里子はその隙すきをついてルチアにかけよろうとしたが、しかし、改めて伸のばされた手に、うってかわった力強さで捕とらえられる。

「痛あっ！」

　爪つめが食い込むほどの握あく力りよくで、たまらず絵里子は悲鳴を上げた。

「面倒くさい、まったくそのとおりじゃなあ。そうじゃろ、はやく終わりにしたい、生きるのも面倒、ならばこれで終わりにして、裁きの日をもたらそうぞ」

　使者の言葉に、警官達は無言で、ゆっくりと、腰こしの拳けん銃じゆうを抜ぬいた。銃じゆうを持たない者は警棒をかまえた。

「おいおい、今度はゾンビ映画？」

「生きた屍しかばねってのを拡大解かい釈しやくすりゃ似たようなものね。しかし、この数……レギオンとは、油断したわ。どうりで一人あたまが弱いと思った」

「聖書マルコ伝第五章『名はレギオン、我ら多きがゆえに』ってあれ？　それはホラーじゃなくて怪かい獣じゆう映画じゃなかったかしら、いったいいくつネタが混ざればすむのよ」

　意地でも現実の問題だと思いたくないらしい警部補に、ルチアはそれこそ、ツッコミを入れずにはいられなかった。

「あんたは何でもパクリよばわりするネット住人か！　それより、下がって！」

「でうす様なき今、その使徒も永久の煉れん獄ごくに堕おちよ、ああめん！」

　使者の祈いのりとともに、悪魔憑きの警官たちは容赦なく、一斉に引き金を引き絞しぼった。




　人数分、数十発の38口径弾だんが、まったくひとつの発射音に重なって空間をなぎ払はらう。硝しよう煙えんがロビーいっぱいに立ちこめて、誰の視界も真っ白に塗ぬりつぶされる。

「おねーさん……？」

　絵里子が煙けむりのせいだけでなく、眼鏡の奥おくに涙なみだをためる。

　が、悪魔の感覚にとっては、目くらましにもならないようだ。

「素す早ばやいのう、追うしかないか」

　警官に絵里子を掴つかませたまま、使者はゆっくりと、ゾンビのような警官隊を前進させた。煙が晴れると、はたして、壁に無数の弾だん痕こんを残し、ドアを崩くずれさせながらも、三人の姿はない。ただ、わずかに血の痕あとが、奥の廊下に続いている。

「行き止まり、じゃろうになあ」

　使者は警官隊とともに、その風穴に向かって踏ふみ出し、そして一度、にやりと絵里子を振り返った。

「御み子こよぉ、見たろうに、これが主に捨てられた世よのぉ、憐あわれよのぉ」

「……やめて、おじさん」

　すがりつくように懇こん願がんする絵里子に、しかし使者は村のおじさんではなく、あくまで異端の使者の仮面を取ろうとしなかった。

「ならば谷に帰って、おわりをもたらそうぞ」

「そしたら、おねーさんは助けてくれるの？」

「でうす様のおぼしめし次第じゃあ。わしら以外、みぃんな、地じ獄ごくに落とされよう」

　絵里子はとっさに眼鏡をまっすぐにかけ直し、そして透すき通とおった輝き越ごしに、使者をにらみ返した。

「おねーさんは、負けないもん。正義の味方だから！」




「信用されてるなあ、こりゃ本気にならないと」

　壁かべの向こうで、ルチアは足を投げ出してへたりこみながら、苦笑いをうかべた。修道服がめくれて太ふと股ももがあらわになるが、気にした様子がない。

「この状じよう況きようでなにを言ってるんだか」

「あん？　言ったでしょ、こう見えても本物のエクソシストだって。それに、私はえりえりの期待だけは裏切りたくないのよね」

　他のことはこのさいどうでもいいが、とでも言いたげだが。

「まだ言ってるの。あと足くらいしまいなさい、はしたない」

　警部補の視線がむしろ足に向けられていると感じると、やっと気づいて慌あわててスカートの前を押おさえた。

「見るなバカっ、そんなヒマがあったらちょっとくらい役に立ってよ。私の荷物、もってきてってさっきも言ったよね？」

　警部補はちらりと横をむいて、部下が二人の足をじっと眺ながめていたのを知ると、黙だまって顔面に裏うら拳けんをたたき込んだ。

「荷物はあっちよ」

　元来たほうの、ドアがあった壁の穴を指す。

「ポリ袋ぶくろに入れて取調室で私の前に並べるとかじゃないのか」

「そのつもりだったけど、作りがとってもあやしいんだもの、あの十じゆう字じ架か。鑑かん識しきにまわすことになったの。頼たのむから銃じゆう刀とう法ほう違い反はんとかの面めん倒どうを増やさないで」

「じゃ戻もどって取ってきてよね、責任持って！」

「そんな悠ゆう長ちようなことができる事態か！　それに……」

　刑事が、警部補の足を横目で見る。裂さけたストッキングの下から血が滲にじんでいる。さすがに、あの弾だん雨うを全弾、かすりもせずに避よけきるということは無理があったようだ。

「あー、もう、しょーがないなあ、面倒増やしてるのはどっちよ！」

　ルチアは修道服の裾すそをいきなり裂くと、包帯代わりに警部補の足を縛しばりながら、刑事をにらみつけた。

「いちおうシスターってのは慈じ善ぜん事業だからね。つか見るな！　それより、あんたらも刑事なら拳銃くらい撃うてるでしょ」

「撃てるか、ばか」

　言い返しながらも、二人の刑けい事じは一応、スイス製の小型自動拳銃を手に取る。

「殺せとは言ってないから。とりあえず……」

　と、言っている間にも、ゆらりと幾いく重えもの人ひと影かげが、煙とともに穴から廊ろう下かへと流れ込んできた。知覚が不足しているかのようにあたりを見回し、しかし、ひとたび見つけると、合図もなしに全員がルチアたちの方を一斉に振ふり向いた。

「……時間は私がかせぐから、あんたたちは荷物を何とかしなさい！」

　そしてルチアは二人の刑事を地下室に続く階段へと突き落おとしたのであった。

　けが人なのに。




　だが、少々味方に手て荒あらだからといって、ルチアが前言を翻ひるがえしたわけではない。

「さあ、こっちですよゾンビ野や郎ろうども、主の導きのままに」

　胸の前で十字を切るや、そのまま廊下を突っ走ぱしった。

　レギオン達はそのまま追うほど愚おろかではなく、まずは銃じゆう撃げきの嵐あらしが背後から襲おそう。しかし、こんどは狭せまい廊下に縦隊だ、撃てるのは前列だけ。予期していたルチアは、とっさに一番手近なドアに体当たりして弾を避けた。

　床ゆかに転がってから、あたりを見回してげんなりする。

「やだな、男子トイレの床なんかさわっちゃったい、あー汚らわしっ！」

　悪魔よりよほどいやそうに、服をはらう。

「しかし、トイレということは少なくともアレには困らないわけよね」

　と、言っている間にも警官レギオンは銃を振りかざしてドアに殺さつ到とうしてくるはず。ルチアは急いで用具置き場を開け、ホースとバケツを引っ張り出し、水道の蛇じや口ぐちをひねる。

　ドアが開き、銃じゆう声せいとともに警官隊が踏み込んでくる。その射線上にはルチアの姿はない。それでも敵は念入りに個室のほうまで制圧射しや撃げきを加えてから、トイレに飛び込んで、

「ぐおおおお！」

　いきなりそこで痺しびれ、固まって悲鳴を上げた。続けて突とつ入にゆうしようとした隊は、それにつまづいてまた何人か床に顔面から転げ落ち、そしてはいつくばったまま、同じように痺れた――床一面の水を飛び散らせて。

　もちろん、流しながらルチアが聖水化しておいたのである。

　こんな場所で聖水とか言うと別の意味になりそうでヤだな、とか一いつ瞬しゆん考えてしまい、絶対に絵里子には聞かせられないと首を振り、そして敵が初動をくじかれてまだうろたえている残りわずかな時間のうちに、バケツを持って自ら、死角となった手洗い場の下から廊下へと飛び出した。

　力任せに、中身を警官の群れにぶちまける。どう見ても汚きたないが、ちゃんと祝福の祈りはかけておいた。したがって、廊下にすし詰づめになっていた敵前衛は一斉にうめき声をあげてその場にくずおれた。

　さすがにこれでは全員の完全な除じよ霊れいはできないが、とにかく足止めにはなる。ルチアは濡ぬれた靴くつのまま、再び廊下を走って、次の角を曲がった。こんどは銃撃はなかった。

　同士討ちを気にする悪あく魔まとも思えないが、当たらないと判断しただけかもしれない。足音は来るが、さっきまでよりばらつきが大きい。ルチアの作った水たまりや、足あし跡あとさえも、連中にとってはできれば避けたいものになるだろう。

　清らかさに欠けるから、そう長くは保もたないだろうが。

　一方、ルチアにも弱みがあった。なにしろしょっぴかれて来ただけなので、署内の構造には明るくないのである。

　だから、何となく覚えているところとか、カンで解わかるところだけを、とにかく袋ふくろ小路こうじにだけは追いつめられないように走っていると――

　だいたい一周して、取調室の前に来てしまったりするのも道理なのであり。

　そして、

「シスター！　時間稼かせぎをしてくれるって言ったでしょお！」

　デイパックを抱かかえて走ってくる刑事と鉢はち合あわせするのであった。その後ろにはやはりレギオン化した警官隊、というか、何故か女性に偏かたよった一隊が追ってきていた。

「ある意味うらやましいぞコノヤロー！　じゃなくて、その中の十字架投げろ！」

　うっかり本音混じりで叫さけんでしまったが、刑事はツッコミどころではなく、言われるままに投げた。ルチアはそれを受けとると、

「これさえあれば！　ΙΧΘΥΙΣイクシス，アーメン！　飛べ刑事！」

　ギリシャ語で「魚」という一語には聖なる意味が凝ぎよう縮しゆくされている。十字を切りながら、滑すべり込みで、ジャンプする刑事の股またの下をくぐる。そのわずかな間に、ルチアは十字架を二つに分解、両手に構えていた。

「ちょ、十字架がトンファーって何!?　それ立派な凶きよう器きだろ！」

「聖なる法具をつかまえて凶器とは何ですかっ！　しかし、女性の頭は殴なぐりたくない」

　と、ルチアはそのまま低い姿勢から、十字架トンファーを迫せまり来くる女性警官たちの足やら腹やらに叩たたきつけまくったのであった。

　ただの鈍どん器きに見えても、本来は十字架。食らった悪あく魔ま憑つきたちは聖水を浴びた連中よりも明白に悲鳴を上げ、のたうって転がり、そして沈ちん黙もくしていった。

「お腹やっちゃったけど、とりあえず、妊にん婦ぷはいなかっただろーね？」

「気にするところはそれだけかっ！」

　刑事が今度こそとツッコんでる間に、今度はさらに雑多な混成部隊が廊下の両側から迫ってきた。

　見たところ、頭がはげ上がっていたり太っていたり白しら髪がが目立ったりして平均年ねん齢れいが高そうだが、悪魔の力で動いている以上、戦せん闘とう力りよくはそう変わらないはずだ。

　ルチアは一言「げっ」と、脅きよう威いというより単純に嫌けん悪おを口にし、刑事は別の意味で真っ青になった。歳としからいって、どうせ全員、こいつにとっては上司に違ちがいない。

　が、そんな役人根性は知ったことではない。ルチアは急いで刑事を、取調室のとなりの部屋に引きずり込む。

「か、勘かん違ちがいしないでよ。べつにあんたと二人きりになりたかったわけじゃないから。私、男引っ張り込むような女じゃないからね！」

「そういう問題か！」

　たぶんこの刑事は苦労性だなとルチアは決めつけ、そして閉めたドアに、刑事のもつカバンから取り出したロザリオをかけ、祈いのる。

「これで連中、ここからは入れないと」

「っても、すぐ隣となりとはマジックミラー一枚なんだけど？」

　なにしろ取調室の隣だから、ここから証人が容疑者の面通しをしたりするのは刑事ドラマではよくある光景だ。

「いや、そのほうが都合がいいから」

　ルチアはもちろん解ってましたよといわんばかりに、今度はそのガラスに向かって祝福の祈りを捧ささげた。

「っても、コンビニのと違ってこれは透き通ってるとは言い難がたいからなあ」

「やっぱりお前が割ったのかよ！」

「割れないようにしたと言ってほしいなあ、ほら」

　向こうも聖化されたドアを強行突とつ破ぱするより、となりからガラスを破って襲いかかることを選んだらしい。取調室にわらわらとなだれ込んできて、そしてすぐに、ガラスにさわれないことに気づいた。

「ほら、見なさい」

「でもな、悪魔はさわれないかも知れないが」

　しかし悪魔もバカではない。しかも、あの裁谷の使者が操るレギオンとは都合三度目。少しは学習していて当然だ。悪魔憑きたちは、取調室のイスや机を、一いつ斉せいに持ち上げた。直接触ふれなくても、悪魔憑きの膂りよ力りよくで投げつければ多少の強化ガラスでもたやすく破れるだろう。

「まあ、そうだよね」

「なに落ち着いてるのシスター！　破られたら食われちゃうよ！」

「ゾンビはたとえだからさ。それより絶望すっと憑つかれるよー。じゃ、こっちから行きますか。あとで賠ばい償しよう請せい求きゆうしないでね？」

　そして、ルチアは敵がイスを投げるより一歩早く、十じゆう字じ架かを再び一本に合体させてバットのように構え、

「必殺ジーザス・ホームラン！」

　ものすごく罰ばち当あたりなことを叫びながら、自らガラスをぶち割ったのであった。

　こちらからたたき割った場合、破片は当然、向こう側にいる悪魔憑きたちに降りかかるのであり、

　そしてゆるやかな液体であるガラスは、その破片の全てが刃やいばにして聖水であった。

　よって、巻き起こった阿あ鼻び叫きよう喚かんはトイレの比ではない。水なら苦しむのは悪魔だけだが、ガラスが相手では憑かれた人間にも直接ダメージがいく。

「ひいいっ、署長が血まみれにいっ！　あ、悪魔はどっちだあっ！」

「教義的にはこれでも正義！　十字軍よりまだマシだっ！」

　ルチアはさらに罰当たりを段重ねにしながら、また十字架をトンファーにもどし、のたうちまわるレギオンに突っ込んでいって、当たるを幸いに殴り、蹴けり、飛び回った。

　破れた裾すそがまくれ上がり、素足を股まであらわにしてもかまわず、手当たり次第に倒たおす。とにかく倒す。敵はほぼなすすべもなく打ち倒されていき、そして刑けい事じは、ただ呆ぼう然ぜんとことの成り行きを見守っていた。

　ほんの数十秒で、部屋いっぱいの屍しかばね（殺したつもりはないが）の山を築き、ルチアは少々の汗あせをたらしただけで悠ゆう然ぜんとその真ん中に立っていた。

　それから、呆然の中にも妙みように顔が赤い刑事を、思い出したように振り返る。

「なにその顔。さては……見た？」

　刑事はこくこくと機械じかけのようにうなずき、それから、申し訳なさそうにつぶやいた。

「シスター、気づいてないのか……あんた、はいてない……」

「!!」

　ようやくルチアは裾を両手で押おさえ、瞬しゆん時じに顔を赤銅色に染め上げた。旧約エゼキエル書の神の描びよう写しやのごとくに。

「そっ、そういえば、シャワー借りるついでに洗せん濯たくしてもらって、そのあと……」

　己おのれの不覚に舌打ちするルチアの前に、刑事はおそるおそる、縮こまった純白の布をポケットから取り出した。

「懺ざん悔げします、魔まが、魔が差し……ごばあっ！」
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　全部言い終わる前に、刑事の脳天に三み度たび合体した十字架が振ふり下ろされた。

「こっ、この悪魔っつか色魔っ！　忘れろ！　記き憶おく領域を物理的に破は壊かいしてやるから忘れろおおおおっ！」

　ごすっ、ごすっ、ごすっ。刑事が血を流して完全に沈黙するまで暴力の限りをつくした後、ルチアは取り返したぱんつを、しかし男が握にぎりしめていたと思うと穿はく気にもなれず、仕方なく部屋のゴミ箱に突っ込んだ。

「はあ、はあ、これで姦かん淫いんの罪は許されよう……っと、んなことより絵里子！」

　刑事のことなど非情にも無視して、ルチアはロビーへと駆かけだした。




＊　＊　＊




　一階ロビーに戻もどったルチアは、意外な光景を目にした。敵の姿は、裁谷の男をふくめて見あたらず、そして絵里子は、警部補に肩かたを抱だかれるようにして立っていた。

「おねーさん……」

「終わったのかい、シスター」

　警部補は例によって面めん倒どうくさそうな顔で質ただした。相手は女性だというのに、絵里子が他人に抱かれているというだけでルチアは何故か不ふ機き嫌げんになる。

「えりえりに触んないでよ。それより悪魔使いを追いかけなくていいのかしら？」

「さあね、どっか行っちゃったわ。どうでもいいじゃない、もう」

「良かぁないわね……まだ終わってないもの」

　言うなり、ルチアは十字架トンファーを両手に構えて戦せん闘とう態勢をとる。

「これで不自然に思わないほど、バカだと思われてるのかしら。姐あねさん、足はいつの間に良くなった？」

　言われて初めて、警部補は思い出したように自分の足を見下ろした。

「ものすごく不ふ愉ゆ快かいだわ。だいたい」

　びしっ、とトンファー持ったままの右手の指で、そんな警部補の顔を指す。

「こういうのに限って最後まで生き残って、まさかと思った相手が敵になる、くらいは想定してたのに、最初の予想まんま。少しはひねったら？」

「いや、あっちにも憑いたはずなんだけど、出る前に倒されたみたいね」

　ほんの数分前、若いほうの刑事をぼてくりこかした事を、ルチアは半ば忘れていた。

　というよりは、忘れようとしていたのに。

「やなこと思い出させるな」

「そっか、嫌いやだったか……いいわねえ、シスターってのは清純で」

　警部補はあまり狂きよう気きという顔をしない、今までのままで、さらりと言ってのけながら、手のほうはしっかりと絵里子を抱きかかえた。

「そんなもん、何の役にもたたないんだけどね、今度ばかりは好都合だわ。立ち回りは面倒だから、貴女あなた、そこで残りの服も全部、脱ぬいでくれる？」

　唐とう突とつな命令に、ルチアは訳もわからず、ただ顔を赤らめて戸と惑まどった。

「な、何考えてるのよ、もしかしてあんたもソッチの人？」

「も、ってのが気になるけど、別に？　ただ、この子を連れて逃にげるから時間をかせぎたい、それだけ。パンツ一枚で大おお騒さわぎするようじゃ、裸はだかで町には飛び出せないでしょ」

「そこまでタネを明かされて、ハイそうですかと素す直なおに脱ぐよな露ろ出しゆつ狂きようじゃないけど」

「面倒ねえ、もう。終わりにしたいんだわ。この子が大事なら、言うとおりにしたほうがいいよ」

「脅おどしても無む駄だよ。裁谷の者は絵里子を簡単には殺せない」

「殺さないってことと、大事にするってことは違うでしょ？　でなきゃ、連れ出した理由も立たないよねえ？」

　警部補の手が、絵里子の右手をねじり上げた。マニキュアで真っ赤な爪つめが、傷きず痕あとをえぐり出そうとするかのようにきつく食い込む。懸けん命めいに耐たえる絵里子だが、身体がびくっと震ふるえるのは止められない。

「ちっ、そっちもバカじゃないか……解わかったから、その手を止めろ」

　これが男だったら速そつ攻こうで殴なぐり殺ころすところだが、とルチアは舌打ちしつつ、トンファーを持ったまま、右手を背中に回した。彼女の修道服は、前からは開けられないのだ。

　すぐに胸をさらさなくてすむのは幸いだが、手がどうにも不自由だ。こんなことなら、背中に何か仕込んでおけば良かったとも思うが、後の祭りだ。

　刑事を殴ったときと同じくらいの恥はずかしさに耐えつつ、ゆっくりと、ボタンを外していく。後ろから見れば、そろそろ、白い背中がひとすじとなって見えるころだろう。

　唯ゆい一いつの救いは、警部補が女だということだが、ふと、そむけたいのを我が慢まんしてその顔を睨にらみつけたとき、違い和わ感かんを覚えた。

　その顔は、脱がされていく彼女を確かめているように歪ゆがんだ笑みを浮うかべていた。

　――もしかして、見えている？　いや、見ている。誰が――

「なるほど、そこか！」

　肩がはらりとさらけ出されると同時に、ルチアは切り札の安全装置を解除した。十字架に刻まれた聖句の一文字を押すとたちまち長い柄えから銃じゆう身しんが、握り手からは引き金が飛び出し、それをすかさず小しよう指し球きゆうで押す。銃声が轟とどろき、銃口から閃せん光こうが走る。直後、背後の天てん井じようから「ぎゃわっ」とうめき声がして、裁谷の男が転落した。

　一いつ瞬しゆん、警部補の表情が凍こおった隙すきに、もう一本のトンファーも銃に変えて向けた。

「絵里子を離はなさないと、二人とも撃ち殺す。いたずらしてる余よ裕ゆうはなかろ？」

　両手で同時に両方の敵を狙ねらって、ルチアは告げた。裁谷の使者を射程に入れてしまえば、屈くつする理由はない。

「なんだ、やっぱり銃じゆう刀とう法ほう違い反はんなの。鑑かん識しきなにやってたのかしら」

「悪いね、実は密輸も付くんだわ。まあ、あんたらのいう不能犯になるけどね」

「ま、どうでもいいわ。どぉせ警察なんか、世界が滅ほろぶってときにはなーんの役にもたたないんだし」

　解り切っていたとばかりに、警部補は視線をさまよわせ、そしていきなりルチアを、憎にく々にくしげに睨みつけた。

「なのに、面倒な人ね、貴女は。諦あきらめが悪いったらありゃしない。でも、その艶あで姿すがたで追ってはこれないでしょ」

　敵は羞しゆう恥ちを煽あおりに来るが、それも奥おく歯ばを噛かんで忍しのぶ。

「それくらい何よ。絵里子のためなら、私ゃ全ぜん裸らでフルマラソンだって走るぞ」

　そのかわり、後で見たヤツ全員殴るが。とくに男。

「そっ、それでも……自分の手で傷つけることはできまい！」

　警部補は盾たてにするように、絵里子の身体を持ち上げた。絵里子は小さく声を上げ、すがるような目でルチアを見る――二枚のレンズ越ごしに。

「だからこそ」

　警部補の、さっきルチアの修道服で縛しばられた傷口が弾はじける。絵里子を抱き上げたことで、足下はがらあき、その瞬しゆん間かんをねらい撃ったのだ。さすがの悪あく魔ま憑つきでも、これは倒れずにはいられない。

「絵里子、走って！」

　絵里子は言われたとおり、その隙に警部補の腕うでをふりほどいて走った。傷を無視するように、その背後から右手が伸のびる。が、ルチアは一気に間合いをつめ、左ひだり腕うでで絵里子を抱き留とめると、右のトンファーで警部補に殴りかかった。

　警部補も拳けん銃じゆうを抜ぬいて打だ撃げきを受け流そうとする。いっそ悪あく魔まが憑ついていないほうが、身に付いた逮たい捕ほ術を生かせたかもしれなかった。が、ルチアはあっさりとそれをかわして、銃ごと警部補の右腕をなぎ払はらう。

　気持ちいいくらいの音をさせて、腕が反対側に曲がる。

「昨日の傷害事件とやらも、こういうことだったのよ。納得していただけた？」

　絵里子を抱きかかえたまま、ルチアは不敵に笑ってみせた。警部補は呆然と、砕くだけた自分の手足を眺ながめていたが、やがて呻うめきとも雄お叫たけびともつかぬ声を上げ始めた。

　後ろで、裁谷の男が改めて何かを唱えていた。ルチアはその意味するものに気づき、はっとあたりを見回した。

　常人の目には見えないだろうが、署内に散らばったレギオンの霊れいの残りカスが、つぎつぎと集まってきていた。

　もちろん、警部補のもとに。

　警部補自身に、己おのれの変化が解るだろうか。まとわりついた霊が自分の身体と一体になり、変容していくのが。

「ちいっ！」

　ルチアは再び裁谷の男に向けて、霊れい力りよくのこもった銀の弾たまを放った。長い儀ぎ式しきや祈いのりに頼たよらず、「聖なる銃」のイメージによって主の力を叩たたきつける法具。だが、男は銃じゆう弾だんで血を流しているにもかかわらず、野生の猿さるのように素早く身を翻ひるがえして、署内から姿を消した。

「終わらぬなあ、なかなか終わらせてくれぬなあ。主に仕える娘むすめ、主に仕える娘や、裁きの日をなぜ待ちわびぬ……」

「余計なお世話だ、いつ来るかなんて勝手に期待するなバカ」

「希望がなければ、絶望もないの……でも、それじゃ何もかもが面倒になるだけよ」

　最後に言ったのは、警部補の声だった。レギオンの憑ひよう依いによって、どこか海洋生物を思わせる姿に変容させられながら。

「おばさん、そんなに……何もなかったの？」

　絵里子の憐あわれむようなつぶやきに、ルチアはそれが裁谷の捨てぜりふではなく、警部補自身の魂たましいがほとばしったのだと、何故か信じる気になった。

「面倒くさい、って気持ちは解らなくもないけどなー」

　ルチアは立ち上がりながら、絵里子を壊こわれかけのカウンターの向こうに降ろし、改めて修道服のボタンを止め直す。

「一宿一飯の恩義ってのはすげぇこの国っぽくて何だけど、まあそのくらいは感じてるんで聞きますよ、懺悔するなら今のうちです。

　姐さん、あんた結局、終わりにしたいの？　どっちを？」

　警部補――だったもの――は、言葉ではなく、ただ、突とつ撃げきによってのみ応こたえた。

　折れた足の代わりの何かをうごめかし、折れた腕のかわりの何かを振ふり上げ、もとの数倍の体重を前進させた。

　ルチアは打ち下ろされてくるそれらを、トンファーでなぎ払いながら避よける。武器自体がもたらす聖性が、当たるそばから悪魔の肉体を焼き清めるが、本体は苦痛にも思っていないらしく、たちまち捌さばききれなくなる。

　やむなく、聖せい銃じゆうモードにして本体を狙う。だが、払う手を一瞬でも止めれば、たちまち触しよく手しゆめいたものが隙をついて襲おそいかかってきた。

　聖銃は単発二連装二丁という不便なものだ。予備の弾はあるが、グリップの中から取り出さねばならない。とてもそんな余裕はないだろう。勝負はのこりあと一発、しかしこれではそれに賭かけることもできない。

　ルチアはとうとう、退いた。後ろに飛んで、カウンターに乗る。その足下を、刃は物もののような触手ですくわれて、体勢をくずし、後ろに隠かくれていた絵里子の目の前に墜つい落らくする。

「おねーさんっ！」

「だ、大だい丈じよう夫ぶ、それよりあっちに！」

　絵里子をさらに後ろに逃がした直後、レギオンはカウンターを乗のり越こえず、ただ破は壊かいして突とつ破ぱして来た。ルチアは転がって、スチール机の迷路に逃のがれる。レギオンはそれをもはねとばす。

「ラチがあかねえわ！　せめて本体を丸まる裸はだかにできりゃ……」
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　手がないことも、ない。ルチアは背後の絵里子の様子をうかがい、そしてその考えを否定した。

　こんなところで切り札を使うわけにはいかない。レギオンを退けることが出来ても、結局は使者を喜ばせることになりかねない。

　使うとしたら、もっと決定的な状じよう況きようで。それまでは、天命に頼る前に人事を尽つくさねば。といっても、ここは教会のような悪あく魔ま祓ばらいに向いた場所ではない。

「……待てよ？」

　ルチアはここが、警官たちのオフィスであることを思い出した。刑けい事じの態度を見るまでもなく、警察だってしょせん役所だ。

　だったら、普ふ通つうに考えても、休きゆう憩けい時間くらいは取るはずだ。それなら――と見回して、そこら中に、望みどおりのものが置いてあることに気づいた。

「絵里子、そこのボトルとって！」

　絵里子も慌あわててあたりを見回し、警官の飲み残しのペットボトルがあちこちの机に残っているのに気が付いた。ルチアの意が通じたのか、その中の一つを選んで机の間を駆かけ抜け、半分くらい残った２リットル入りのミネラル・ウォーターをとって、投げる。

　意図を察したのはレギオンのほうも同じであった。なにしろ先刻、トイレでくらったばかりだ。そう同じ手を何度も食うつもりはないだろう。聖水化するヒマを与あたえまいと、さらにスピードをあげてオフィスを破は砕さいしながら迫せまる。

　たしかに、手に取ってから祝福を与える余裕はなさそうだ。ルチアは、だから、ただ待ちかまえながら、唱えた。

「聖なるかな、聖なるかな、聖なるかな、万軍の主……」

　目の前に、ボトルが落ちる。悪魔の姿が、複雑なカットと水の屈くつ折せつで歪む。

　その瞬間、ルチアは両手の武器を真っ向で十字に戻もどした。ただし、柄は敵に、いや、ボトルにぴたりと向けて。

「いと高きところに」

　銃口から光がほとばしり、そしてボトルを吹ふき飛とばした。中の水がきらめきながら、敵の全身にふりかかる。

　しずくの一滴てき一滴に、すでに光が宿っていた。聖せい霊れい銃じゆうによって瞬しゆん時じに浄じよう化かされた水がもたらしたとは思えないほど、醜しゆう悪あくなにおいと叫さけびがオフィス中に満ちた。

　ありえない位置から生えていた、ありえない器官はことごとく腐くされ落ちる。そしてボトルを突つき破やぶった銀の弾は、ついに本体に届いて風穴を空けた。

「お望みどおり、これで、終わりですよ」

　崩くずれながらのたうつ、警部補のなれの果てに向けて、ルチアは十じゆう字じ架かをかざして突っ込んでいった。
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「うう……い、痛、全身至る所死ぬほど痛っ！」

「そりゃ良かった。なんとか死んではいないみたいね」

　ルチアは人ごとのようににっこりと笑うと、警部補から顔を遠ざけた。

「殺されたんじゃ、なかったの」

「だから言ったでしょ、悪魔退治はしても人殺しはしないって。もちろん、結果的に死んじゃう場合も少なくはないけどね、それはどっちかというと、手て遅おくれかどうかにもよる。今回は、やることはハデだけど個々の力はさほどでもなかったから」

「これで？」

「殴なぐるまでもなく内側からバラバラにされた人に比べれば、まだ幸運なのよ。うっかりすれば誰かに痕こん跡せきまで消されて、死んだことさえ誰にもわかってもらえない」

　思い当たるふしがあるように、警部補は顔をしかめようとしたが、顔面の筋肉も裂さけていて、それさえも出来ずただピクピクと蠢うごめく。

「あれは、貴女あなたの仕し業わざじゃないの」

「消してるのが誰なのかは私も是ぜ非ひ知りたいところね。法王庁も、ネットやメディアくらい手を出してるでしょうけど」

「ですが、どうも、それだけじゃ説明がつかない。むしろ我々は、政府や警察の介かい入にゆうがあったのではないかと思っていたのですがね？」

　あまりにも唐とう突とつに、しかし本人はさりげなく現れたつもりらしく、白と赤の法衣をまとった美しい姿が割ってはいる。

「なんだ、そいつは」

　警部補が驚おどろくのは仕方ないが、ルチアは横目で、本当にうんざりしたように、自分よりあきらかに上位の存在に愚ぐ痴ちった。

「天使ならもっと早く来なさいよ、使えないなあ」

「いやいや、私はあとの始末と、今の話を聞くのが仕事ですから」

「私は、何も、知らない」

　面めん倒どう以前に本当に、と警部補は答えた。

「でしょうね、そんな面倒なことに首突っ込むとも思えないもの」

　デイパックからワインを引っ張り出そうとして、投げたときに割れたことに気づき、ルチアはしぶい顔になる。

「……ただ、本庁は『悪魔事件』とやらでまとめて扱あつかっているという噂うわさなら。所しよ轄かつには、何も教えてくれないけど、ね」

「あら、良かったじゃない、これで当事者ね」

　まるきり無責任なルチアの声に、どこからともなく、サイレンの音が重なる。

「いちおう救急車はサービスで呼んでおきましたが、それじゃ足りなさそうですね」

　枢すう機き卿きようが、しれっと言う。ルチアは頭を抱かかえた。

「あー、その事件とやらのデータをいただけば稼かせぎ放題だと思ったのに！　まてよ、あの刑事なら、パンツ一枚渡わたしておけば……」

「シスター・ルチア、それはどういう意味でしょうね。男の欲情を誘さそうのは姦かん淫いんの罪にあたりますよ？」

　枢機卿の問いに、返答に窮きゆうするルチア。なにしろ別にそのつもりで渡したのではなく、盗とられたのである。だいたい、ナニに使われたか解わかったものじゃないヤツなんて、どうせ一生穿はく気にならないだろうし、捨てるか、さもなくばいっそ……と諦あきらめたくなっても仕方あるまい？

　その態度を不ふ審しんに思ったか、背後から絵里子が近づく。

「おねーさん、穿いてないって本当？」

　と、いきなり無む邪じや気きにも破れ目から裾すそをめくり上げた。ルチアは慌てて前を押おさえるが、お尻しりがちらりと覗のぞいてしまう。

「ち、ちょっと、えりえり何考えてるの！」

　さっきは全ぜん裸らで走れるとか言っていたくせに、ルチアはまたケバル川の物体なみに真っ赤になっていた。が、絵里子はちっとも気にしてくれない。

「あー、ほんとだ、私にはちゃんと穿けっていうくせにー。風邪かぜひくよー」

　たしかにルチアはよくそう言っていたのだが、それはちゃんと穿いてくれないと自分の理性のほうが怪あやしくなってくるからである。

「いや、今はもうそういう問題じゃなくて！　見えちゃうから！」

　あとのことは枢機卿にまかせ、ルチアは早々に撤てつ退たいするしかないようだった。




「よもや、ここまで堕おちてもかなわぬというか。でうす様、まだ悔くい改あらためたりませぬか」

　男は、息も絶え絶えに路地裏にはいつくばり、天を仰あおごうとした。悪あく魔まの喚かん起きは、その精神力を大きく削けずる。ましてそれが多数で、しかも負けたとなればなおのこと。

　勝っていれば悪魔の糧かては犠ぎ牲せい者しやから取れるが、しくじったからには術者の命であがなうほかはない。そのため魔ま術じゆつ組織の魔法使いは保護魔ま法ほう陣じんから出ないが、裁谷ではそんなものは使わない。だから、仰あお向むけになるだけの力も残ってはいないのだ。ゆえに、

「問うてどうするのか。オマエは神の何だというのか？」

　答えが返ってくるとは思っていなかった。

　高い、女の声で。

「あ、あなたさまは……」

「ふん、こんなところで取とり逃にがすのも、どうかと思うね。いや、彼女が案外やれるってことかな？　さて、この始末はどうつけてくれる？」

　女は月を背に、長い髪かみを夜風になびかせて、ただ影かげの中に、酷こく薄はくな笑えみを漂ただよわせた。
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<002:>1乙おつ>

<003:早速流れ切るけど、○○署の事故ってソース何？>

<004:公式[image: ]こういうときの「ガス爆ばく発はつ」って、疑ってくれって言ってるようなもんだよな>

<005:テロリストじゃね？>

<006:悪の秘密結社の怪かい人じんに一票>

<007:特とく撮さつ板逝いけ>

<008:某ぼう国こくスパイ、犯人はオマエ>007>

<009:オカルト板らしい説はねーのかヨ！>

<010:[image: ]はできませんでしたが、シスターのパンツゲト>

<011:犯罪者乙。天てん罰ばつ！>

<012:でも神がいないからセーフ！>




「あのやろ、こんなとこにいやがったのか」

　しかもゴミ箱まであさりやがったらしい。今度こそ姦淫の罪になるだろうかと、ルチアは頭を抱えた。次に会ったら、そのときこそ殺そう。そう神に誓ちかう。

　絵里子は今夜も、膝ひざの上で寝ね息いきを立てている。暖だん房ぼうは効いているというのに、両手に水色の、真新しいミトンの手て袋ぶくろをはめて。

　たったそれだけの、ささやかな願い。

　何故それを欲しがったのかは、ルチアには解らない。けれども、痛みを温かく包み込んであげられるのは、悪い気はしない。







intermission







　常夜灯の明かりが、白しろ塗ぬりの壁かべをオレンジ色に照らし出す。その壁に掲かかげられた絵は、貞てい淑しゆくを薦すすめる修道院にふさわしく、胸に赤子を抱だいた聖母の姿。

　だが、そのすぐ下で乱れたシーツにくるまり、白い肌はだ同士が互たがいを胸に抱く姿は、その建前とはいささか遠い光景だった。

「お姉……様？」

　ベッドいっぱいに広がった黒い髪が揺ゆれて、自分の胸元に問いかける。

「何、リタ？」

　応じるように、金色も揺れる。

「どう……して……ですの？」

「あら、今いま更さら理由が要いるの？　私がコレ好きなの知ってるくせに」

　そう言って、金きん髪ぱつの「お姉様」は、リタのあまり豊かとはいいかねる胸を、楽しそうに舐なめ、なで回した。

「んっ……そうじゃ、なくて！」

　リタは快楽をあえて拒こばむように、身体を蠢かせて、まっすぐ見つめ合う形に直す。

「なんで今になって、日本に帰るなどと？」

「どうして、そんなこと気にするかなあ」

「お姉様」は、困ったように苦笑いを浮うかべるだけだった。

「それは気にします。私だっていろいろ聞いてるんですよ。ここ数年、あちらでは空に十字の徴しるしが現れたとか、今度こそ予言が成就するという噂とか」

　ぴくり、と、金髪の束が微び妙みように震ふるえた。

「空のやつなんて、ＵＦＯとかプラズマとか、いい加減なこと言われてるけど？」

「ごまかさないでください。だったら、法王庁までが騒さわぐわけありません」

「だとしても、リタが気にしてもしょうがないでしょ、向こうで射的をやるでなし。マザーについて、日々祈いのっていれば、問題なんかなにも……ないわ」

　それこそごまかすように、彼女はくるりと背を向けた。逃がすまいとするように、リタはその背に手を伸のばし、後ろから、自分よりずっとたわわな「お姉様」の乳ち房ぶさをつかむ。

「私が気にしているのは、お姉様が何も言ってくれないことです！」

　捕つかまえるというよりは、すがりつくように聞こえた。

「私を置いてそんな所にいくなんて、どんな気持ちで待つと思ってるんですか。奇き跡せきの起こせない私でも、ようやく、一いつ緒しよに戦えると思ったのに……」

　ぎゅっと、つかむ手に力がこもる。

「お姉様がどこか遠くに行ってしまう、そんな気がして」

「あー……」

　そのまま、乱暴な愛あい撫ぶに身をまかせてしまいたい衝しよう動どうを振ふり切きって、「お姉様」は再びリタに向き直った。

「あなたが悲しむから、言わないでおこうと思ったんだけどね……ハハ」

　それから、ちらりと視線を迷わせ、

「あんなもんが奇跡かどうかは、わかんないけどさ、そんなこと関係なくて。呼ばれたのはさ、このことがどうもバレたっぽい」

　と、告白しながら、自ら彼女の身体に手を這はわせる。

「まあ、まずいことになったのは私だけみたいだけど、寝ねられるのは今夜で最後かもしれないわ」

「そんな、こと……」

　嘘うそではない。だから、リタがどちらに納得していないとしても、結果的には同じ事。

　だから――

「ごめんね、そのかわり、今夜は……ね？」

　それ以上の反論は認めないとばかりに、彼女は「妹」の唇くちびるに吸い付き、覆おおい被かぶさっていった。




　――夜明けを待たずして、彼女はそっとベッドを抜ぬけ出し、衣きぬ擦ずれの音も立てまいと気を遣つかいながら黒い修道服に袖そでを通す。眼鏡をかけ直し、それから、まだ寝息を立てているリタの黒くろ髪かみを、一度だけ、いとおしそうに指で撫なでた。

「ごめん、でも貴女あなたはマザーが守ってくれるわ、きっと。飛ばされるのも、悪魔と戦わされるのも、私だけで充じゆう分ぶんよ」

　リタが聞いたという噂うわさもすべて事実。けど、彼女といられないという罪の裁きも、また事実。だから、彼女が選ぶべき道は、きっと、これしか、ない。

　荷物を突っ込んだデイパックを背に、静かにドアを閉じ、石のアーチを幾いく重えにも重ねたような、修道院の荘そう厳ごんな廊ろう下かに出る。全世界から信徒と観光客を集めるローマ、バチカンのお膝ひざ元もとに、こんな俗ぞくな別れがまぎれているとは、十一億のカトリック信徒も想像していないであろうと、人知れず考える。

　そして歩み出そうとしたとき、寝ね静しずまっているはずの修道院の回かい廊ろうに、白い影がたたずんでいるのに気づいた。

　導きの天使のように美しい姿は、しかし、彼女には知った顔で。

「枢すう機き卿きよう、女じよ子し寮りように夜中に入るのはどうかと思いますが。それとも」

　と、警けい戒かいして荷物の中に右手を突っ込む。

「おや、破は戒かいの覚かく悟ごまでおありですか。困ったことですね。たしかに処しよ罰ばつを覆くつがえすことはできません。ですが――」

　枢機卿と呼ばれた、性を越こえる美び貌ぼうの主は、迎むかえるように両手を水平に広げた。

「シスター・ルチア。私は、貴女をここに留とどめるつもりはありません。むしろ、導くために来たのです。そう、貴女が授かった力を、悪との戦いにいざなうために」

　そして、彼女は、ルチアはたしかに見た。白く輝かがやく翼つばさと、舞まい散ちる羽根とを。

「さあ、行きなさい。あなたの故郷で〝おわりのみこ〟が待っています」

　このときその言葉を信じたことを、ルチアは二年とすこし後には、いささか後こう悔かいすることになる――それ以上の喜びもまた、ともに。










　この世の闇やみ路じを　照らしたもう

　たえなる光の　主は来ませぬ




　悪あく魔まの人ひと牢やを打うち砕くだきて

　虜とりこを放つとも　主は来ませぬ




　主よ、主よ、何故、我らを見捨てたもうか。
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第一章







「とりあえず、指令が次々来るのだけはありがたいかもね」

　新たに枢すう機き卿きように渡わたされた行き先を頼たよりに、ルチアは相変わらず青い光に包まれた駅前へ向かった。そしてふと、「横よこ須す賀か・逗ず子し方面」の表示が目にとまる。

　いわゆる「横よこ須す賀か黙もく示し録ろく」も、元となった惨さん事じだけは「事実」なのだから、謎なぞを探るつもりなら、実際に行ってみるのが一番のはずだ。

　だが、いざホームに上がってみれば、それがまだ簡単ではないことに気づかされる。

「通過駅のお知らせ、封ふう鎖さ中につき以下の各駅には止まりません。横須賀……」

　真実がどうであれ、「原げん子し力りよく艦かん」が吹ふっ飛とんだことになっている以上、立ち入り禁止区域があること自体はつじつまが合っている気がする、が、放射能とやらが二年経たっても消えないものなのかどうかは、ルチアには判断がつかない。

　首をかしげているうちに、いままで以上にきつい視線が降り注ぐのを感じた。なにしろ、絵え里り子こがびくっと足をすくませたくらいだ。

「おねーさん、本当に、こっち行くの？」

　その、気が進まないというよりはっきりと怯おびえた顔を見て、ルチアは考えを変えた。なにも、一いつ介かいの悪あく魔ま祓ばらい師にすぎない自分が、そこまでする理由があるのか。

　この電車に乗ることは、彼女にとってきっと、よくないことだ。そう思えば、ルチアに迷う理由はなかった。

　諦あきらめて、本来乗るべき路線に変える。安心して、否いな、絵里子を安心させようとして、周りを確かめたとき、

　ルチアは、思おもい違ちがいに気づいた。

　車内の視線は、一度たりとも温かくはなっていないのだった。

　このときに気づいていれば、その後の展開も覚悟はできたのではなかろうか。

　すなわち――
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「バテレンに用はないっ！　出て行けーっ！」

　怒ど号ごう一発、ルチアと絵里子は巨きよ大だいな門、の横にある通用門から放り出された。問答無用、聞く耳持たず。いやむしろ、うっかり聞く耳持ったのが間ま違ちがいの元、と言わんばかりの勢いで。

「ちょ、ちょっとおー、バテレンって何、江え戸ど時代!?　あんたも隠かくれキリシタンじゃないでしょね！」

　言い返してから、ふと本気で心配になって、表札を確かめる。書かれた名字は、裁さばく谷たにでも沢さわ木き谷たにでも、類似の何かでもない。

「ぐん……ばたけ？　指示の通りだよねぇ」

　まあ、もし相手があの一族の者であったなら、たたき出す前に絵里子だけは捕とらえようとするだろうから、その心配はするだけ無む駄だだったのかもしれないが。

「おねーさん、どうしよう？」

「どうしようも何も、ねえ。あまり長居してもお金がもったいないから、次行こうか」

「でもそしたら、この街の悪魔はどうするの？」

「どうもなにも、これじゃ本当にいるのかどうかも……」

　ルチアが「お手上げ」のジェスチャーをした、その直後。

「この役立たずがーっ！　出て行け！」

　再び怒号が響ひびいた。てっきり前に居るだけでもだめなのかと耳を塞ふさいで身構えたルチアと絵里子だったが、また通用門が開いて、今度たたき出されてきたのは同門、ではなく、どうやら巫女みこさんのようであった。同業他社、とでも言うべきだろうか。

「あ、結構、可愛かわいい」

　異教徒相手にそんなことをうっかり思ってしまってから、絵里子の、じとーっという視線に気づいて咳せき払ばらいをする。

　たたき出された巫女さんのほうはそんな視線を気にする場合ではないらしく、黒髪を振り乱みだして門にすがるように叫さけんでいた。

「そんな、もう少しなんですよ、お嬢じよう様さまは狐きつねに憑つかれています、いま中断したら大変なことになりますよーっ！」

「やかましいーっ！　そんなことを外で叫ぶな、体てい裁さいの悪いッ！」

　と、門の向こうから花か瓶びんか何かが飛んできて巫女さんの額を直ちよく撃げきした。彼女がもんどりうった隙すきに、門はバタンと閉ざされてしまった。

　巫女さんはがっくりと膝ひざをついて、しばし呆ぼう然ぜんと門を仰あおいでいたが、やがてルチアたちの視線に気づくと、きっと眉まゆをつり上げて、くってかかった。

「なに見てるのよ、あんたに祓はらえるとでも思ってるの!?　こんなことになったのもあんたたちの神のせいなんだから！」

　まくしたてるだけまくしたてると、反論の余地も残さず、そのまますたすたと大おお股またで駅の方に去っていってしまったのであった。

　そんな目にあったのに、ルチアは何となく、にへらと笑って彼女を見送っていた。

　――ああ、気の強い子も結構、いい――

　などと考えていたのが伝わったのか、絵里子の、

「おねーさんッ！」

　と呼ぶ声は、いつになく棘とげがあるように聞こえた。

「あ、はい、何？」

　慌あわてて振ふり向いても、絵里子の機き嫌げんは直らないようだった。むー、と顔をしかめながらも、何故機嫌が悪いのか、についてはそのとがらせた口からは聞かれなかった。

　かわりに聞かれたのは、

「狐きつね憑つきって、何？　悪魔なの？」

　であった。ルチアは、うーんと唸うなって、

「この国ではそういうみたいねえ。実際は巫女さんよりお医者さんを呼んだ方がいい場合がほとんどだけど」

　と答えた。もっとも、悪あく魔ま憑つきの場合もたいていはそうだ。そうだった、と過去形で言うべきかもしれないが。

「じゃあ、狐はいないんだ」

「まあ、本当に狐の霊れいだったとすれば、ウチの教会的には悪あく魔ま扱あつかいだけどね」

「じゃ、やっつけなくちゃね」

「はい？」

　ルチアは虚きよをつかれ、そして自分が口をすべらせたことに気づいた。

「あ、いや、でもね、先方が来るなって言ってるんだし」

「でも悪魔がいるかも知れないんでしょ」

「だとしても、確かめようが」

「それがお仕事でしょ」

「仕事なら、他にもまだ……」

「それでも正義の味方ですか！」

　絵里子にビシッと指を突つきつけられて、ルチアはそれ以上、反論できなかった。

「……んじゃ、とりあえず本当に悪魔かどうかだけでも確かめてみましょうか」

　それに、お嬢様とか言っていたし――という本音は絵里子には悟さとられまいとそっけなく答えてみる。

「それでこそ、おねーさんです」

　絵里子はようやく満足したように笑い、

「じゃ、今夜はここでお泊とまり、お泊まりっと」

　スキップしながら道もわからぬ街を先行していくのであった。

「あー、安くすむといいね」

　ルチアは苦笑いしながら後をついていき、そしてふっと、巨大な門をかまえる、さらに巨大な屋や敷しきの敷しき地ちを眺ながめた。

「使ってくれてりゃ、今夜はここにタダで泊まれる予定だったのになあ、とほー」

　それから情けない気持ちでサイフの中をチェックするのであった。

　ところが、だ。

　もうサイフがどうのという問題ではないことを、その日のうちに、夕暮れまでたっぷり念入りに、どうしようもないほど味わわされるはめになったのである。

「他を当たってくんな」

「満員です」

「宗教関係はおことわりだよ」

「……」（無言のまま戸を閉める）

　etc.etc.……

　おおよそ考えられるかぎりの、見みえ透すいた拒きよ否ひ反応をひととおり味わって、あてもない見知らぬ街の路上に、ぽつねんと二人、放り出されたのであった。

「なんで、そこまで……」

　そこでようやく思い出されたのが、電車内での人々の視線であった。その多くが、同じ駅で下車していたように、今なら思える。

　そして、いかにも有力者というでかい屋敷の住人によるあの態度。ということは、この街ではあれが基準ということになっているのであろうか。シスターを見たら石を投げろとかいうおふれでも出ているのではあるまいか？

　そう思って周りを眺め回してみると、なるほど、この町にはクリスマスの飾かざり付けがほとんどなく、日が暮れても青い光に彩いろどられていない。

「うぉのれー、これは差別だ迫はく害がいだ宗教弾だん圧あつだ！　ちくしょー、私もこの街で隠れキリシタンになって四百年引きこもってやるわー！」

「それは、だめなんじゃないかなあ、いろいろ危ないし……」

　その四百年引きこもりの末まつ裔えいから指し摘てきされるまでもなく、ルチアだって本気で言っているわけではないのだが。

「ま、それは冗じよう談だんとして」

　どこまで。

「とりあえず今夜だけでも引きこもるところを見つけないといけないんだけど。これでも本当にここは東京都内なの？」

　厳密には、隣となりの県との境ぎりぎり、微び妙みようなダイヤでしか走っていない私鉄一本、特急がなぜか止まるが住人以外乗り降りしないとか、そういう街だが、いちおう行政区画上はたしかに都内なのであった。

　もちろん、奥おく多た摩まとかどこぞの島だって都内だと言われればそれまでだが、そこまで極きよく端たんではない、はず。

　なのに、誰でも素す性じようを問わずに泊めてくれそうな、都会の難民の味方、ネットカフェが駅前になかったりするのが、もうルチアには信じがたいのであった。

「いっそ警察にお世話になるか。殴なぐり込めばいやでも泊めてくれるし」

「だめだと思うよ、それも」

　なにしろその結果というものを、ついこの前体験したばかりではある。

「こんなこったら、あの警部補に手配してもらや良かった……所しよ轄かつが違ちがうか？」

　その前にまだ入院中ではなかろうか。生きてるだけでも不思議なくらいなのだし。

「それより、おねーさんとこの教会とかないの？」

「この街の感じだとありそうにないけどなあ、あってもちょっと……」

　今度はルチアがわずかに顔をしかめた。彼女の宗派はカトリックである。だからその信しん仰こう生活の中心は教会でなければならないのだ、本当は。

　しかし、ルチアは今は……

「じゃあ、これしかないね」

　絵里子がゴミ捨て場から、ずるりとダンボールを引っ張り出した。

「えりえり、夜だけでもせめて一駅移動しない？　いくらここでも終電まだでしょ」

「夜の間に悪あく魔まが出たら、どーするんですか？」

　……たくましくなったねえ、とつぶやきつつ、ルチアは喜ぶべきか悲しむべきか判断できなかった。




　地元にあまり密着してないチェーンの喫きつ茶さ店てんをなんとか発見し、日中の拠きよ点てんにして昼間寝ねることにしたルチア達は、結局、それほどよく眠ねむれないうちに、今回の件が思いの外面めん倒どうであることに気づかされた。

　というのも、最初にたたき出された巫女さんに続いて、同業他社の類がやたらと駅前に降り立っては、夕方には戻もどっていくからである。

　坊ぼう主ずが来た。帰った。

　修験者が来た。帰った。

　しまいにゃ虚こ無む僧そうさえ来た。でもやはり帰った。

「ふむ、つまり家主の期待は宗派に関係なく満たされていないと」

「でも、お医者さんは来ないねー」

「……なるほど、まあ、ここを通らなくても来られる近所ってセンもあるけどね」

「あ、そっか」

　後で考えれば、絵里子は鋭するどいところを突ついていたのだが、このときはおとなしく納得して、水道水そのまんまのお冷やをいちいちストローですすった。ちゅーっと。

　空になったそばから、店員が交こう換かんに来て、きついまなざしでルチアのほうを睨にらむ。

「あーあ、せっかくの美人が台無しだー」

　とかルチアは思っているわけだが、その原因が自分たちにあるということも、わからなくはなかった。なにしろ開店からずっと、ジュース一いつ杯ぱいで粘ねばり続けているのだから。

　念願かなって、一杯のグラスを二人で、という例のアレも実行したが、悲しいかな、どう見てもただのケチにしか見えない。

「そろそろ限界かなー」

「うん、それに早くしないと、クリスマスまでもう何日もないよ」

　生まれたときから息をするようにカトリックとして育ったルチアは、どれほど破は戒かいよばわりされようとも、それ無しには生きられないのであった。

　さっさと片づけないと、あからさまに街の実力者とおぼしき金持ち様があの様子では、この街に教会など望むべくもない……

　と思ったら。

「新しいシスターなら、さっさと教会に戻ったらどうですか。どうせすぐやめさせられるでしょうけど！」

　だん、とわざとらしい激しさで十何杯はい目だかのお冷やをテーブルに叩たたきつけながら、ミニスカの制服が似合うウェイトレスの子は嫌いや味みたらしく言ったのであった。

「……あるの!?」

　ルチアの反応は、おそらく誰にとっても予想外だったと思われる。
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「ほんとに、あったわ」

　ウェイトレスの言うことに嘘うそはなかった。地域密着型ではないとはいえ、そりゃバイトくらい地元で雇やとうだろうから、地元民が勤めているのはむしろ当然であった。チェーン店ならシスターでも追い出されないと思ったが、たぶんどっちにしろ限界であっただろう。

　それでも、ルチアは思わずその子に感謝して、祝福して、ついでにキスの一つもしてやりたい気になって、しかし絵里子の視線を気き遣づかってさすがにやめたのであった。

　さすがにちょっと自己嫌けん悪おに陥おちいるルチアではあったが、理由は微妙にずれている。

「なんでその程度のことが、えりえり相手にはできないかな、私は」

　なにしろ女の子同士である。

　しちゃったところで、多分、じゃれ合いですむ範はん囲いである。

　イタリアではおんなのこは挨あい拶さつ代わりに濃のう厚こうなキスをするのだと言い張れば、たぶん絵里子は信じてしまうのである。

　ていうか、実際、向こうではしてたのである。大おお晦日みそか以外は常識ではなかったけど。

　そう、前科持ち。ウブなネンネじゃあるまいし。

　いやまあ、処女は守っているけれど、カミサマの手前。

　それにしたって、できない理由があるわけもない。

　なのに――

「ふうん、やっぱり蔦つたってかならずついてるんだね」

　と、屈くつ託たく無く笑う絵里子を見ると、何故かそういうことは出来なくなるのであった。

「いやその、絶対って決まってるわけじゃないんだけどね」

　考えていたことを悟られまいと、苦笑いでごまかしながら、ルチアも教会を見上げた。町はずれというか、隣となり町まちとの境にある丘おかの上、今時の都内とは思えないうっそうとした森に囲まれて立つ、ごく質素なつくりの小さな教会。

　今の立場になってなお、来るだけでほっとする。と同時に、そんな慣れ親しんだ空間だからこそ、気づく違い和わ感かんがある。

「結構長いこと手入れされてないわ、ここ。それで蔦が伸のびほうだいなのね。ホントに人、いないんだなあ」

「どうするの、おねーさん。入ってく？」

　ルチアは、うーんと唸うなってから、ある意味好都合と思い直した。矛む盾じゆんするようだが、あまり関係者とは会いたくない。どこからともなく現れるあの守護天使だけは仕方ないとして、とにかくルチアは脱だつ走そうした夜以来、相変わらず一種のお尋たずね者ものでもあるのだ。

「そだね、ちょっと寄ってくわ。絵里子は？」

「一いつ緒しよに行く」

　きゅっ、と裾すそをつかむ絵里子の頭を撫なでてやりながら、ルチアは教会堂に向かった。

「そう？　でも、退たい屈くつだったら遊んでていいよ。遠くへは行かないこと、あと眼鏡をとっちゃダメだからね」

「うん」

　絵里子の信仰については、ルチアは何も強要しない。裁谷の隠かくれ里ざとで、おそらく洗礼はすませているだろうが、本人には意味が解わからないころのことだろうから、信仰告白を求めてもどうしようもない。

　たぶん、裁谷の連中がとち狂くるう前の話だから、法王庁も正式な受洗と認めるだろう。

　しかし、それで絵里子をどうするかと言えば、また別の話なのであって。

　……扉とびらをくぐると、たしかに見慣れたなつかしい配置に、聖像や祭さい壇だんが並んで、ステンドグラスから射さし込む陽光に照らされている。隅すみには小さな木製の懺ざん悔げ室もあったから、たしかにカトリック仕様のようだ。

　ただし、ルチアは安心するより先に、正面のものを見つめて嫌いやな気分になった。普ふ通つうなら大事に掲かかげられている、磔はりつけのキリスト像が壊こわされていた。

「バーミヤンの大仏じゃあるまいし。ここの住民はタリバンか？」

　それは偶ぐう像ぞうではないから、踏ふみ絵えを踏んでも本当は大だい丈じよう夫ぶなのと同じで救われなくなる訳ではない、はずなのに、この感情はどうしたものだろう。

「……ちょっと、あそこ入ってくるわ」

　ルチアの足は自然と懺悔室に向いた。

「私も入る」

「だめ。あそこは一人で入るものなの」

　入ったところで、告解を聞いてくれる相手もいないのだが。

「遊んでていいけど、遠くに行っちゃだめよー」

「……はーい」

　この街に来て以来、絵里子を不ふ機き嫌げんにさせてばかりだな、と、ルチアはまずそのことを懺悔したい気分だった。

　まあ、何を懺悔したところで、誰がいるでもないわけだが。ことによると神さえ。

　それでもやはり、身に染みついた習性のままに、木の扉を開けて中に入り、右足から順にひざまずいて、本来ならいるはずの神父と神の子を隔へだてる格子に向かい指を組む。

「父と子と聖せい霊れいの御み名なにおいて、アーメン」

「父と子と聖霊の御名において、アーメン」

　――返事が、あった。女の声。しかし、これはいつもの守護天使の声ではない！

　にもかかわらず、どこかで聞いたことのあるような。

　否いな、かつては毎日のように聞いてた声。耳元にささやかれた声。

「まさか……リタっ!?」

　今度は返事より先に、目の前の格子がはじけ飛んだ。

「お久しぶりですわ、お姉様っ！　そして、さよなら！」




　ルチアに言われたとおり、絵里子は遊んでいることにしたらしく、再び教会の外に出た。中にいるべきかとも思ったが、一人で歩き回るということ自体がめったにない経験なので、叱しかられない程度には自由を満まん喫きつしたかったのかも知れない。

　おかげで、直後に堂内で起きたことを、すぐには知り得なかった。

　それより、なんとなれば絵里子自身も、思いがけぬ人物と出会っていたのだから。

「きみ、だれ？」

　こっちが聞きたいと思うようなことを、先に尋ねてきたのは、同じくらいの年格好をした男の子であった。

　それも、さっぱりと刈かった髪かみに、さっぱりと仕立ての良い服、ノリの利きいてそうな清潔なシャツと、絵里子でさえ思わず自分を振ふり返ってちょっと恥はずかしくなるような。

「はじめて会うけど、どこの学校？」

　前に補導されかかったときにも同じ事を聞かれた。

「学校は、行ってない……それよりきみこそ誰？　学校行ってないのは同じでしょ」

　絵里子はちょっと、むっとして言い返した。少年はうっと言葉につまり、しかし、めちゃくちゃ気弱そうに答えた。

「が、学校は、もう冬休み……ぼ、僕は、軍いくさ畑ばたさ、智さとし」

　少年はときどき口ごもりつつ、言われるままに説明した。ずいぶん華きや奢しやな男の子だな、と絵里子には見えた。

「そう、私、沢木谷絵里子」

　つい、と微び妙みように視線を外しながら自分も名乗る。考えてみるまでもなく、同年代の男の子と差し向かいで話したことが、ほとんどない。しかも、ルチアのいないところで。だから、どうにも正面から顔を見るのが、気き恥はずかしい。

　なにより、着ているものの値段はともかく、自分がちょっと汚よごれているのが、やっぱり気になってしまうのだ。

　そんなことを言ったら、ルチアに怒おこられたりしないだろうか。でも。

「それで、智はここに何しに来たの？　ここはカミサマのおうちだけど、今はだれもいないし、街のみんなはカミサマが嫌きらいみたいなのに」

　つとめて、自分の、いや自分とルチアの立場を確かめるようなことを言ってみる。かわいげがないと思われないだろうか、と気がかりでないとは言えないにもかかわらず。

「お、お姉ちゃんのことで」

　智は、それどころではないように素す直なおに答えた。

「お姉ちゃん？」

「うん、あまり大きな声じゃ言えないけど、いま、うちがちょっと大変なことになってて、狐きつねだって言うけど、ほんとは悪あく魔まじゃないかって」

　それで、絵里子は聡そう明めいにも気づいた。この子は、あの家の子だ。やっぱり悪魔がいたんだ、と。

　そして、すこし安心さえした。街の人はともかく、この子はルチアのカミサマをまだ信じてくれるのだと。だから、ここに来たのだろう、きっと。

「お医者様も神社もお寺もだめだった。でもこないだ、新しい人がここに来たって聞いて、もう、ここしかないって思ったんだ」

　……前言撤てつ回かい。どうやら真っ先に信じてくれた、というわけではないようだ。でも、と絵里子は思う。私のおねーさんなら、その誰よりも頼たよりになるはずだと。

　だって、おねーさんは正義の味方なのだ。私を助けてくれたように、きっとこの子も助けてくれるのだ、と。

「大丈夫、きっと今日、智が来たのはお導きがあったんだよ。今なら中に……」

　そこまで言ったとき、教会の中から、あまり神聖とは言い難がたい破は壊かいの音が響ひびいてくるのに、さすがのお子様二人も気づいて、びくっと身を震ふるわせた。

「な……何？」

　そろって扉のほうを見やる、が、響いてくるのは音だけだ。

「お、おねーさん？」

　絵里子はとっさに駆かけだそうとして、後ろから手をつかまれた。

「よそうよ、変だよ」

　自分と同じくらい細い指に、ふるえが伝わってきた。

「男の子のくせに情けないわね！　だったらなおのこと行かなくちゃ！」

　そう、何かあったとすれば、それはルチアの身に起きたことに違ちがいないのだ。だって、他にはだれもいないはずなのだから。

　だが。

「そうですよ、後先考えずに飛び込むのはあまり賢かしこいとはいえません」

　落ち着いた女性の声が、改めて二人を引き留めた。ときどき現れる天使のような人ではない。もっとこう、穏おだやかなのに逆らいがたい強さをもった声。

　遠い記き憶おくのどこかで聞いたようにも聞こえる声。

「……それにしても、困ったものですね」

　その人は、何があったのか最初から解わかっているかのように、すこし呆あきれたように言ったのであった。







第二章







　格子に亀き裂れつが入った瞬しゆん間かん、ルチアはすでに身を後ろに退いていた。おかげで、突つき抜ぬけてきたものはそのまま鼻の先を空から振ぶりし、肘ひじを突くべき祈いのりの台を粉ふん砕さいした。

　そのときにはもう、それが槌つち鉾ほこ、メイスと呼ばれる物ぶつ騒そうな打だ撃げき武器であることは明白になっていた。重くて痛そうな、だが威い厳げんのありそうな、飾かざりにして殺傷部位であるトゲトゲの鉄の襞ひだが、木片をあたりに散らす。

　どう見ても、一いち撃げき必殺、殺意が鉄の塊かたまりとなって振り下ろされたとしか思えない。

　が、ルチアが飛び退きながら、むしろ見み据すえていたのは武器ではなく、裂さけた格子の向こうにあらわになった襲しゆう撃げき者しやの顔であった。

　――同業者。

　真っ先に見て取れる特とく徴ちようをいえば、客観的にはそうなろう。同じベール、同じ修道服、同じロザリオ。だが、まとわりつくように乱れる髪はルチアと違って、黒。

　絵え里り子こと同じ、長い黒くろ髪かみがベールの一部となって、その視線を一いつ瞬しゆん覆おおうが、するどい眼光を押おし隠かくすことはできなかった。

「やっぱり、リタ！」

　知った顔であることを確かめつつ、ルチアは懺ざん悔げ室から飛び出した。転がりながら、バッグの十じゆう字じ架かを引ひっこ抜く。

　刑けい事じにはいろいろ言われたが、どう見たってアッチのほうが凶きよう器きそのものだ。それが自分に向かって振り下ろされる理由を、ルチアは半ばは理解していた。

　こうなると解っていたからこそ、人のいる教会には行きたくても近づけなかったのだから。

　だが、のこり半分はあまりに酷こくで、理り不ふ尽じんであった。

「なんの冗じよう談だん？　あなたが来るなんて」

「冗談？　お姉様は、これが冗談だとおっしゃる？」

　ガン、と反対の扉とびらを蹴け飛とばして、リタも懺悔室を出た。すらりとした足、スレンダーな身体、白い肌はだに黒くつやつやした髪、やや彫ほりが深いが清せい楚そな顔立ち、そこまでモノクロですっきりとまとまっているのに、ただ一つあざやかな赤い瞳ひとみ。

「冗談だと思いたいのに、間ま違ちがいようがないなあ。あいかわらず可愛かわいいよ、リタ」

　とたんに、シスター・リタは顔も瞳の色に彩さい色しきされて、これまた何の間違いでもなかったメイスをその手にふりかざした。

「どっ、どっ、どのツラ下げてそういうことを言いますかあああっ！」

　そして、さっきより少々不正確な狙ねらいで振り下ろし、今度は信者が座るべきイスの背もたれを粉砕したのであった。

「あ、一つだけ訂てい正せい。昔よりたくましくなった」

「褒ほめてるつもりですかああああっ！」

　縦に振っても当たらないと思ったのか、今度は横よこ殴なぐり。ルチアはとっさにそれを十字架で受け流し、はじき飛ばされて後ろの席に尻しり餅もちをついた。

　うっかり正面から受けていたら、いかに聖せい銃じゆう兼けんトンファーになっているといっても、へし折られたかもしれなかった。

「うっわマジだ。なにこれ、私の知ってるリタはこんなに凶きよう暴ぼうじゃない！」

「誰のせいだと思ってるんですか！」

「いやでも、まだ正式には破門されてないはずだけど？　されてるとしても、いきなり殺しますか？　十じつ戒かいはどうなったの十戒は！」

「こうでもしないと悔くい改あらためないのはお姉様のほうです！　このままならいずれお姉様が教会の敵。ならばいっそ私がこの手で！」

　その間にも、ルチアのトンファーとリタのメイスは金属音を響かせながら、ついでに教会のイスを破壊しつづけた。だが、ルチアは受け流しながら逃にげるだけで、反はん撃げきには出ようとしなかった。

　だから、たちまち追いつめられて、背中が何かに当たる。普ふ通つうに戦っているなら、かなり絶体絶命だ。事実、リタはとどめの一撃を振り下ろそうとして、

　ぴたり、と止まった。

　ルチアは頭上を見上げ、背に当たったのが聖母マリアの祭さい壇だんだったことに気づく。リタは自分はまともな修道女のつもりだから、さすがにこれは壊こわすに躊ちゆう躇ちよするらしい。

　ルチアはその隙すきをついてリタの懐ふところに飛び込み、抱だきついて床ゆかに押し倒たおした。メイスをもつ利きき手を押さえながら馬乗りとなる。

「そこまで嫌われちゃうと、おねーさん哀かなしいなあ」

「なら、どうして戻もどってくれなかったんですか！」

「いや、それはまあ色々あってね、でも、リタのこと忘れたわけじゃないのよ」

　言うなり、ルチアはリタに被かぶさって、その唇くちびるを奪うばった。

「むぐ……っ……」

　リタは一いつ瞬しゆん呻うめいただけで、それを受け入れた。そのまま、しばらくお互たがいを吸い続ける。ただ唇を押しつけ合うだけでなく、押し開ひらき、舌まで絡からめ合う。
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　何年分もまとめて、お互い待ちかねたように求め会って、それは両者が息をつくまで延々と続いた。

「ぷはっ」

　唇が離はなれてもなお、ルチアは顔を寄せ合い、リタの頬ほおから首筋、そして胸元へと指を這はわせる。いまだ控ひかえめな胸の周りを、くりくりともてあそび始める。

「忘れられたとでも思ったの？　そんなわけないのに。ふふ、相変わらずつつましくて可愛いおっぱいね、嬉うれしいなあ……」

「ああっ、お姉様っ……」

　リタはそのまま歓かん喜きに堕おちるかに見えた、が、次の瞬間にルチアが感じたのは、冷たい鉄の感かん触しよくだった。自分のこめかみのあたりに。

「……調子に乗りすぎです。それに私、今は結構気にしてるんですけど！」

　頬はまだ朱しゆに染めながらも、リタは左手でルチアに銃じゆう口こうを押しつけ、主導権を奪おうとしていた。ベレッタの小型拳けん銃じゆうは、この位置でなら左手でも確実にルチアの頭を吹ふっ飛とばすだろう。ましてリタが銃使いになりたがっていたことは、ルチアは昔から知っている。いまさら、しくじるはずもあるまい、が、それでもつぶやかずにはいられなかった。

「変わったねえ」

「変わったのはお姉様です……私の知ってるお姉様は眼鏡の似合う知的な方で……って、眼鏡は？　眼鏡はどうしたんですか!?」

「えと……」

　ルチアが返答に窮きゆうしていると、救いの降臨のごとく扉が開かれ、そしてある意味、天の声が響いた。

「なにをしてるんですか、神聖な場所で。子供も見ているというのに」

「マザー！」

　二人はまったく同時に叫さけびながら、床に転がったまま振ふり向き、やはり同じ修道服を着て杖つえをついた年配の女性と、そして、その両りよう脇わきに控えるように、おそるおそるこちらを見つめる二人の子供の姿を認めたのだった。

　その取り合わせにはどちらも思うところがあったようだが、先に口を開いたのはリタのほうだった。

「ちょ、ちょっと、あの眼鏡！　あの子にあげちゃったんですかっ！」

　リタはせっかくの銃もメイスも手放してルチアののど元を締しめ上げ、ルチアはそれをふりほどこうと暴れつつ、自分は自分で他に言いたいことが山のように押し寄よせてくるのをどうにも整理できなかった。

　絵里子と一いつ緒しよに男の子などという存在がいるのはいったいどういう邪じや悪あくな陰いん謀ぼうなのですか、とか、たとえばそんなような。




　敵に回すととても恐おそろしい人が来てしまった。

　マザー・カタリナ。年ねん齢れいはたぶん六十以上。もっと上かも知れない。あの守護天使とは別の意味で、ルチアにとっても頭の上がらない人物であった。

　ルックスも、作り物じみたわざとらしい美しさの守護天使と対照的に、素そ朴ぼくな母性を感じさせる。

　このマザー、この敬けい称しようが付くくらいだからまさしく、修道院の母親役であると同時に、悪あく魔ま祓ばらいの師でもあった。

　そんな人に、中学生あたりからずっと面めん倒どうを見てもらってきたのだから、頭が上がらないのも道理。もっともそれは、リタとて同じ事。

「育て方を間違えましたかね。主よ、至らぬ私をお許しください」

　いきなりこう言われては、二人とも武器を収めるほかないではないか。

「で、マザーは一体、こんなとこに何しに？」

　ルチアでなくとも不思議に思うだろうが、原因は自分にあるんじゃないかという予想も簡単だった。事実は半分そのとおりで。

「戻ってきなさい」

　それがカタリナの用件だった。

「でないと本当に、破門ではなく背教者として処断されますよ」

「勅ちよく命めいはすでに下っていますわ、マザー」

　ぎゅっとメイスを握にぎり直して、リタがつぶやく。こちらのほうが、すでに決定事じ項こうであり事実なのだろうと、ルチアはすでに判断していた。

　なぜなら、あの日以来今日までに、彼女を追ってきたのは裁さばく谷たにの一族だけではなかったから。そうと解わかっていたから、確固たる統一組織を誇ほこるカトリック教会の、末まつ端たんにさえ近寄ることができなかったのだ。

　これが普通の還げん俗ぞくなら、すくなくとも信しん仰こう生活そのものは捨てなくともよいものを。

　それでも――ひとつだけ確かなことは、マザー・カタリナは未いまだにルチアだけは救おうとしてくれているのだ、ということ。

　それはきっと神がさしのべた最後の手なのかもしれない。が、ルチアが伸のばして取ったのは、信仰の母ではなく、絵里子の手だった。

　なんの警けい戒かいもせずマザーによりそっていた絵里子を、取り返すように引き寄せ、片手で肩かたを抱く。ぴくり、と、リタの眉まゆが動くのが解る。

「ならばこの子は、赦ゆるされたのですか、マザー」

「……」

　マザーは答えなかった。絵里子について、裁谷について、オワリノミコについて、語る権限を彼女は持っていないのだ。

　だが、無視することもできない。なぜなら教会は、その存在そのものを認めないのだから。ルチアは絵里子の小さな手をぎゅっと握った。かつて主を崇あがめるがゆえに血を流すことを強しいられた、白い手を。

「……その話は今回のことが終わってからにしましょう。私たちがここに来たのは、もちろんあなたたちのこともあるけど、この教会を建て直すためでもあるのですよ」

「おかしいですよ、それは。それなら東京教区から誰か来ればいい。二人がわざわざイタリアから来る理由にはならないでしょ？」

「だそうよ、リタ。眼鏡を譲ゆずっても、なんだかんだ言ってルチアは頭の回る子ね」

　マザーの評価に、リタがむくれる。ということはそのあたりから聞かれていたということで、なるほど、教育上じつに好ましくないところを子供にも見られていたわけだ。

　絵里子の目にどう映ったか、それだけがルチアの気がかりだったが。

「では、真っ先に片づけるべきことから片づけましょうか。ちょうどここに、問題の軍いくさ畑ばた家の人が来ているのですからね」

　マザーがようやく、背後でびくついていた智さとしをなだめながら前に押おし、それでようやくルチアにとっても話が繋つながった。

「ただの朽くちた教会なら、それこそ私たちが出向くことではないのですが、ルチアの行く先ということは悪あく魔まが絡んでいるということでしょうからね。これも枢すう機き卿きようのはからいですよ」

「だったら、あれはないでしょう」

　リタが先回りして、悪魔より先に襲おそいかかってきた理由は、まったく想像つかないこともないのがまた、ルチアにとっては頭の痛いところであった。

「勅命は勅命なので。悪魔なら、お姉様に代わって私がきちんと祓はらってみせますわ」

　リタはつんと、視線をそらしたままだった。

「結局、悪魔とケンカする道に来ちゃったかぁ……」

　ルチアはため息をつき、そして二人とも、マザーの咳せき払ばらいで我に返るはめとなった。

「それはともかく困ったのは、ご当主がまったく心を開いてくれないことですが、こうしてご子息をつかわしてくださったのも主のお導きでしょう。さあ、話して」

　智は促うながされて何か言いかけたが、やはり最初の印象が微び妙みようにまずかったらしく、なんとか話し始めたのはマザーより絵里子のおかげであったが、

　一体、ちょっと見ないうちにどういう関係になりやがったとしかルチアは思えなかった。
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　智が名乗ったとき、絵里子が気づかなかったのも無理はない。軍畑と書いてイクサバタと読む知識が二人ともなかったのだ。青梅おうめ線に同名の駅があるが、この場合何も関係ない。昔は「井い草ぐさ機ばた」だったというのが本当らしいと、これは当の智から聞いた。

　つまり元をたどるとタタミ屋さん。それが近代になって業務を拡大、タタミのイメージを一新すべく字面を変え、かつて農村だったこの町に覇はを唱えたのだそうだ。

「田舎の成金じゃん？」

　と、清貧をモットーとするルチアにしてみればそれが正直な感想だが、子供達の手前、口にはしない。何よりマザーを怒おこらせたくない。

　で、ひととおり聞き出したころには、もう軍畑家のあの無む駄だにでかい門の前にそろって帰り着いていたのであった。

　当主の第一声は、「どこに行っていた！」と智をしかるもので、それをとりなそうとしたマザーに対してはやっぱり「バテレンに用はない」であった。

　マザー相手に花か瓶びんを投げられた日には、ルチアもリタも当主につかみかかったであろうが、一見非力な老女にしか見えないマザーはここぞとばかりにかっと目を見開き、

「人様にむかってその態度は何ですかっ、子供を叱しかれた義理ですか、あなたの親は一体どういう躾しつけをしたのです！」

　当主が反論できないまま一方的に、息が切れるまで説教し続けて、勝ってしまったのであった。




　苦労と遠回りのはてに、ようやくめぐりあった悪あく魔ま憑つきとやらは、今は就しゆう寝しん中であった。その姿を見たルチアの第一印象は、

「悪魔っつか狐きつねっつか、呪のろいの市松人形なんじゃね？」であった。

「なんですの、それは？」

「リタは知らないか。日本の古いホラーよ、人形の髪かみが切っても切っても伸び続けるっていう。ま、それだけなんだけどね、その話なら」

　その印象のとおり、寝しん室しつは伸びほうだいの黒くろ髪かみで半ば埋うめつくされていた。だが、その真ん中で布団を掛かけられているのは、たしかに智と同じ血筋と感じさせられる線の細い顔立ちであった。

「娘むすめの、沙さ羅らだ」

　当主は憮ぶ然ぜんとして、しかし妙みように強調して言い放った。なんでそんなに嫌きらわれねばならんのか、ルチアのみならずリタやマザーにも解わからないようだ。

「このままでは家名に傷が付く。さっさと何とかしてくれ。お前らの神が二年前に死んでいないのならな！」

　ああ、とルチアはまた嘆たん息そくしたい気分になった。町の覇は者しやの言うことが、ネット上の無責任な噂うわさと大差ない。

　と、いうことは、やはり彼女らの知らない間に、この国ではそれが常識になってしまったのだろうか。

　日本のキリスト教徒数、人口比で約一パーセント。

　だが、もっと漠ばく然ぜんと、神や天使や――悪魔を信じる者は勘かん定じように入っていない。この世界に絶望したいのに、終末のおあずけを食らった者は、本当はどれほどになるのだろう？

　あれが「黙もく示し録ろく」と呼ばれる以上、その反動が他の神仏でなく、ルチア達の神に帰されるのも、仕方がないといえばないのかも知れないが。

「ま、とりあえずホントに悪魔かどうか、確かめてからですね」

　マザーの手前、なるべく穏おん当とうに、と心がけながらふとんに近づこうとしたルチアの裾すそを、絵里子がきゅっと引っ張った。

「えりえり？」

　ルチアが振ふり向くと、絵里子は険しい顔をして、布団のほうを見つめていた。いや、睨にらんでいた。それから、訴うつたえるようにルチアを見上げる。

　まさか、黒髪ロングばかり次々に現れるので趣しゆ味みがバレて嫉しつ妬とされたか？　と、あさってのほうに自意識過か剰じように考えてしまい、そしてすぐに、絵里子の眼鏡がずり落ちていることに気づいた。

「……いるのね？」

　絵里子はだまって頷うなずいた。ルチアがその眼鏡をかけ直させようとしたその瞬しゆん間かんを狙ねらったかのように、布団がはねとばされ、沙羅が飛び起きる。腰こしから上だけが、バネ仕じ掛かけで動いているかのような勢いで、伸びきった髪を水面に漂ただよう藻ものようにゆらめかせながら。

「シャアアアッ！」

　白目を剥むき、粘ねん液えきを口から流しながら、髪を叩たたきつけるように振るう。だが、ルチアはすでに、あの巨きよ大だいな十じゆう字じ架かをもう一方の手に掴つかんでいた。そのまま、沙羅の顔面に突つきつける。沙羅の身体は慣性を無視するようにピタリと止まり、それから運動エネルギーを全部還かん元げんされたかのように、倍する勢いで倒たおれ込んだ。

　それ自体が武器である以前に法具だからできることで、メイスやベレッタではこうはいかない。

　悲鳴を上げながら布団の上でのたうち、這はって逃のがれようともがく沙羅に、しかしルチアはどう追い打ちをかけたものか迷った。なにしろ、定番の聖水の用意もない。

　そこへ、マザー・カタリナの一いつ喝かつが轟とどろいた。

「イエス・キリストの名において命ずる、鎮しずまれェッ!!」

　とたんに、沙羅は脱だつ力りよくしたその場にうつぶせにくずおれた。ルチアとリタはとっさに両手の人差し指で耳をふさいでいた。修道院で怒られるときか悪魔に対するときか、この雷らい鳴めいのような怒ど声せいが鳴り響ひびくのは二通りの場合しかないことを、二人はよく知っていた。

　――こりゃ、サタンでもびびるわな。

　そう思って目を開けると、絵里子は防ぼう御ぎよ態勢が間に合わず、その場できゅうと伸びていた。当主は腰をぬかし、そして智はその後ろでがたがたと震ふるえていた。

「きゃーっ、えりえり、大だい丈じよう夫ぶ!?」
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　ルチアはなにはさておいても絵里子を抱だき起おこし、リタの視線が突き刺ささるのを背中に感じていた。マザーは、おほんと咳払いひとつしてから、リタに沙羅を布団に戻もどさせようとしたが、それを見るなり当主と智が慌あわてて飛び出し、リタの手を払はらいのけて沙羅に駆かけ寄よった。

　シスターに触さわられるのが、そんなに嫌いやか、とルチアは毒づかずにはいられない。

「で、これで済んだのか、え？」

　当主の問いに、マザーは首を横に振った。

「今のは緊きん急きゆうの措そ置ちにすぎません。ただ、先ほどの十字架と祈いのりに対する反応から見るに、間ま違ちがいなく本物の悪魔でしょうね」

　いやだから、悪魔でなくてもびびるって、とは言わない。そもそも、一喝だけで悪魔を黙だまらせる悪魔祓い師エクソシストなど他に何人もいないだろう。

　祈りで退散させるのは、むしろ正当な悪魔祓いの方法であって、殴なぐったり撃うったりするほうが邪じや道どうといえば邪道なのだが……

「そうと解ったなら、それなりの準備が必要です。原則的には教会に運んでいただきたいところですが」

「あ、あんなところに……」

　当主はやはり気が乗らないようであったが、マザーにぎろりと睨まれるともう文句も言えないようだ。

　奥おく方がたの姿が見えないが、きっと尻しりに敷しかれてるんだろうな、と決めつけつつ、ルチアはマザーに伺うかがいを立てた。

「あのー、私がここで祓っちゃったらまずいっすか？」

　もともとそれで報ほう酬しゆうをいただく予定だったのである。が、マザーは再びあの声を張り上げた。

「主と教会に、すこしでも懺ざん悔げする気があるなら手伝いなさいっ！」

　……これは、勝てない。いや、たぶん処断を逃れても一生勝てない。そう悟さとったルチアは、絵里子を起こすと、当主に苦々しく尋たずねた。

「てなわけなんで、せめて身を清める場所と時間はこちらでいただけませんかねぇ？」

「そんなもん、教会でやれ！」

「いやー、あそこ、多分、修理しないとお湯出ないと思うんですが」

　そこは地主の責任でっしゃろ？　という含ふくみを、当然、持たせている。当主は本当に、関わったことを悔くやむような顔をしてから、智に風ふ呂ろ場ばへと案内するよう命じた。

「では、私たちは教会で準備を。リタ、戻りますよ」

　マザー達はその必要がないのか、一いつ緒しよに入る気はないようだ。まあ、あちらは宿しゆく泊はくには困っていないだろうから当然だろうが、リタの態度が微妙にそわそわしてるところを見ると、こちらは入って行きたかったのかも知れない。

　ルチアとしても、いきなり殺されないのなら――少なくとも風ふ呂ろにメイスと拳けん銃じゆうは持ち込むまい――それもいいかと思わないでもなかった。

　以前のように、お互たがいの肌はだや髪を撫なで合いつつ、なにを失ったのか、確かめ合う機会かもしれない、が。

　いやしかし、絵里子のことを考えると、やはりまずいと思い直し、黙って見送った。

　リタは険しい顔をして、いかにもしぶしぶと、マザーに付いていった。




　軍畑家の風呂場は、門の構えと同じく無駄に大きかった。使用人用の大浴場かとも思われたが、そもそもそんな人たちを見かけない。ということは、やはり無駄な贅ぜい沢たくなのであろう。いまどき古いタイプの成金と言えたかもしれない。すくなくとも、ＩＴやら株やらで稼かせいでいる手合いのスマートさは無い。

　とはいえ。

「いやあ、こう、ゆっくり肩かたまで浸つかれるのは本当に久しぶりだねえ」

　両手両足を湯船の中に思い切り伸のばして、ルチアがくつろげるのもこの無駄なでかさのおかげなので、文句は言うまい。

「ふはー」

　と、絵里子もなんだかのぼせ気味に、ルチアに身を預けている。考えてみると、二人して一緒に入るのもものすごく久しぶりだ。

　ネットカフェはシャワーだけだし、警察にお世話になったときは加えて別々だったし。いかに女同士でも、合法的に絵里子の素す肌はだに触ふれるのはこういうときくらいである。

　――って、なんだその合法的って考え方は。

　自分の方がのぼせて鼻血を出しそうになり、ルチアは慌てて上を向いた。

　初めて会ったときから、絵里子の体形はそんなに変わっていない。栄養状態がけっして良いとは言えないせいだとすれば、ルチアとしてはじつに申し訳ないのであるが、しかし、あまり急激に育ってくれても、ちょっととまどうばかりであろう。

　絵里子自身の希望は別なところがまた申し訳ないやらなにやら。

「いいなー、おねーさんは」

　後頭部を、枕まくらがわりのルチアの胸に、ぷにん、ぷにんと押おしつけてくる。

「いや、私もべつに、そんな大きいってわけじゃ」

　ルチアは謙けん遜そんするが、まあ、それなり、という部類ではあるまいか。世に言う巨乳というわけではないが、そう悲観するものでもない。走れば揺ゆれ、風呂では浮うくという程度にはある。

　といってもルチア自身はそんなに嬉うれしいわけでもない。利点といったら、絵里子が喜ぶことくらいだろうか。

　……リタも触りたがってたな、と余計なことも思い出す。というより、あの子のせいで育ったんじゃあるまいかと、今にしてみれば思える。

　揉もめばでかくなるなんてのは俗ぞく説せつだと、あらためて確認したところではあるが。ずいぶんいじってあげたのに、リタの方はさっぱり育ってなかったのだから。

「でもねー、私だって、もうちょっとは欲しいなあ」

　絵里子が自分の胸に手を当てて嘆なげく声に、ふと我に返る。

「いーのよ、まだそんなこと気にしなくても」

　なぐさめるように言ってみても、本音は違ちがう。ルチアとしては、絵里子にはこれからも、そのままでいてほしいのだ。

　リタを押し倒したときにもぽろりと口からこぼれてしまったが。

「そのままでも、えりえりはじゅーぶんに可愛かわいいよ」

　思わず顔がだらしなくゆるむ。ぶっちゃけた話、ルチアさんは貧乳趣味なのであった。皆かい無むは論外としても、適度にツルペタのほうが嬉しいのである。ついでに下もツル（以下自じ粛しゆく）。

　人は自分にないものを求めるというが、この場合はそう極きよく端たんな対比でもないから、本当に単なる趣味の問題だろう。

「さっきの人、沙羅さんは、そんなに年離はなれてないのにちゃんとあったよ」

　絵里子が納得しないのも無理はあるまいが、人と比べても仕方あるまい。

　ルチアが比べてしまうのは、和風、年格好、黒くろ髪かみ、悪あく魔ま憑つき。いろいろと、絵里子と初めて会ったときのことを思い出さずにはいられないこと。

　いられないのだが、なんだか、妙みような違い和わ感かんがつきまとう。

　それはあの沙羅に対してか、それとも……ここでいきなり、軍畑の一族あたりがなだれ込んでこないことを祈るばかりだ。

　裁谷と違って、軍畑家当主には娘むすめを十字架にかけるつもりはなさそうだが。

　ようやく鼻血の気配に耐たえて下を見ると、絵里子は自分の胸をうらめしく眺ながめるだけではあきたらず、顔をしかめて上げたり寄せたりを繰くり返していた。

　大きくなられても困るが、こういうところは可愛いと、ルチアの顔がのぼせたようにゆるむ。この調子では鼻血は免まぬがれても茹ゆで上がるだろう。

「あんまし気にしない、リタなんかあの年で全然無いんだぞ」

「……何で知ってるの？」

　フォローのつもりでつい口をすべらせた。絵里子は、じとーっと不信の目を向けてくる。ただ思い出すだけならともかく、絵里子に見られていたと思うと、まずいと思うと同時に、なにか身体の芯しんが熱くなるルチアである。

「……さっきの、見た？」

　おそるおそる確かめる。

「さっきのって、鉄てつ砲ぽう向けられてたとき？」

　なるほど。絵里子からはアングル的に、真っ先にそこが目に入ったらしい。つまりその前にやってたことの意味はまだ解わかっていないのだろう。

「あー、そうよそう、あのときちょっと触っちゃってさー」

「あの人、おねーさんの何なの？　殺し屋さん？　それともお友達？」

「う……」

　絵里子はときに残ざん酷こくだ。それが純じゆん粋すいさから出ているのか、それとも……

「もと、お友達」

　それ以上、とは、絵里子には言えない。

　信しん仰こうを誓ちかい、ともに「正義の味方」になることを誓い、そして一度は愛を誓った。

「でも、もう違うのね。解ってたことだけど」

　それから、後ろからきゅっと絵里子を抱きしめる。

「えへ、私も、帰るところ無くなっちゃった」

「おねーさん……」

　絵里子の声が細くなる。これで二人は同じに。

　いや、違う。

　絵里子が追われるのは彼女の責任ではないが、自分が追われるのは自分が選んだことだ。だから。

「……そんなことよりっ！」

　ルチアは何かを振ふり切きるように、思い切って脇わきの下から絵里子のささやかな乳を両手で掴つかんだ。掴めるほどのふくらみはないが。

「ひゃああっ？」

　今までにないルチアの積極的な攻こう勢せいに、絵里子が悲鳴を上げる。

「わめくなこらー、えりえりこそ、なんで突とつ然ぜんこんなことを気にするようになった」

　よし、これなら文脈的に繋つながった。ルチアは無理矢理そういうことにした。

「もしかして、大きくして見せたい相手でもいるの？」

　まさか、ここの御おん曹ぞう司しではありますまいね？　という含みを持たせつつ、そんな嫉しつ妬と百パーセントな発言はしない。

「わっ、私はっ」

　湯をばしゃばしゃと蹴けり上げながら、絵里子はしばし抵てい抗こうしていたが、やがてするりと力をぬいて、真っ赤な顔に眉まゆをへの字にゆがめて、小声で訴うつたえた。

「私はただ、おねーさんみたいになりたいの」

「は……？」

「だって、おねーさんはきれいだし、時々だらしないけどカッコイイし」

　それから、温められてほんのり浮かんだ、小さな手の傷きず痕あとを見つめて、

「……正義の味方、だから」

　ルチアは一いつ瞬しゆん、虚きよをつかれ、それからくくっと苦く笑しようして、

「かぁわいいこと言ってくれちゃって、もう」

　照てれ隠かくしに、絵里子の頭をわしゃわしゃとかき始めた。

「でも、やめとけ！　それはすごく大変なことになるから！」

　笑いながら言っても、それは、本気だ。

　絵里子には、絵里子のままでいてほしいし、どうせ帰るところがないのなら、このまま戯たわむれていたい。

　神の愛が受けられないなら、せめて――

　興を削そぐように、扉とびらの外でガタンと音がした。

「誰？」

　すかさずルチアは湯船を飛び出し、反動で絵里子を肩まで沈しずめると、素す早ばやく扉に駆かけ寄よった。

　万が一、覗のぞきでもあった場合、絵里子をその視線から守りつつ、自らを盾たてにしてでも守り、否いな、不ふ埒らちな輩やからを殲せん滅めつせねばなるまい。

　そうでなくても、悪魔憑きがいる家なのだから油断は禁物、なはずだったのだ。

「す、すいません、着き替がえを――」

「ひゃああああっ！」

　扉の向こうの声が全部言い終わる前に、ルチアの叫さけびが何もかも遮さえぎった。

「……この家じゃ男の子に女の着替えを運ばせるの？」

　とっさに両手で隠しても隠しきれない身体の肝かん心じんなとこだけ押さえつつ、ルチアは湯あたり以上に茹で上がった顔で、ぺたりと座り込む智を見下ろし。

　そして、じっと睨にらみつけること数秒、あることに気づいて頬ほおを冷ます。

「……あんた、もしかして？」

　と、いきなり大だい胆たんに、納得しつつ承しよう伏ふくはしかねるとばかり、智の身体を服ごとつまみ上げて、後ろの湯船に投げ込んだのであった。

「きゃあっ！」

　今度は絵里子の悲鳴が響ひびき渡わたるが、ルチアは落ち着いて戻もどってくる。

「気にすることないよー、えりえり。見てみ、御曹司のわりにゃ、あんたよりあるよ」

　智の濡ぬれたシャツに浮かび上がる、なだらかなふくらみと桜色の先せん端たんは、

　絵里子にしてみれば、どっちにしろ気に入らないものだっただろう。







第三章







　土地と家だけでかくても、ぶっちゃけた話、軍いくさ畑ばた家は落ちぶれていた。

　いまどきそれはないだろうという成金地主が権勢を誇ほころうにも、やはり、いまどきそれはなかったという、ただそれだけの話である。地場産業のいくつかも、手放すことがもう決定している。

　もっとも、住民にとってはそんなことをうっかり言えないし、権勢がゼロになったというわけでもないからみんな調子を合わせて黙だまっているわけだが、

　ただそれだけ、ではすまないのは、誰よりも当事者だ。

　使用人がいないと思ったら、なんのことはない、雇やとう余よ裕ゆうがないだけの話。そして、ここだけはそれなりに同情してもいいとルチアが思ったのは、奥おく方がたの姿が見えないのはすでに他界していたからであった。

　そうなると、当主の希望はすべて、ただ一人の跡あと継つぎに託たくされることになる。古いタイプの成金しかも三代目だから、古い手しか思いつかなかった。

「そりゃま、そんなときに追い打ちをかけるように長男が悪魔憑きになったんじゃ、神も仏もないって思うのも無理はないわなあ」

　そこまでは理解しつつも、憮ぶ然ぜんとしたまま、ルチアは下着をつけていった。智さとし、あらため沙さ羅らの目の前で。

　女の子と解わかれば、なにを恐おそれるでもない。着替えを進めながら、絵え里り子こにも着せていく。その間、沙羅は濡れたままで、肌はだを透すけさせていた。

　横目でちらちらと見やるが、怪あやしまれる前にすぐ戻す。

「それで、あんたに男装させて、憑つかれたのは娘のほうだと言い張ることにしたと。どっかで聞いたような話だねぇ」

「でも、ほかに無かったんです。学校を休んで、様子がおかしくなったことはすぐにバレてしまいますから。だから私が転校して、身代わりに。

　しばらく休んだ後だったから、体育に出られなくなったと言ってもなんとか通用しました。それにほら、お兄ちゃん元からあのとおり、細かったし、よけいやつれたと思われたんでしょうね」

「ま、あんたんちの事情なんかこのさいどうでもいいんだわ、私は悪あく魔まを祓はらうだけだから。でもまあ、そりゃ誰が祈いのっても効かないわけだわ。誰のために祈るのか、そこがいきなり間ま違ちがってるんじゃあね」

　ルチアとしては他宗派の祈りが有効だと認めたくはないが、教会の流りゆう儀ぎに従うふりも、もう不要といえば不要なのだと思い出し、また少し泣けてきた。

　湯を拭ふき取とるふりをして、顔を拭く。

　だとしても……やると約束したことは、やりとげねばなるまいと。

「見てのとおり、といえば、どうにも腑ふに落ちないことが残ってる。兄妹で入れ代わったっていうけど、あっちもあんた以上に立派だったのはどういうこと？」

　つん、と、指で沙羅の透けた突とつ起きをつつく。沙羅はあわてて両りよう腕うでで身体をかばった。

「お姉さんはもしかして変態の人？」

「女同士でちょっと触さわったくらいで、そりゃーないでしょう」

　違ちがうと断言したら、リタに何を言われるか解らないが。

「つか、こんな程度でいちいちびびってちゃ、解決したあと大変だぞー。女子校なんか行ったらこんなもんじゃないぞー」

　と、根も葉もないことを言って脅おどす。なにしろルチアは、日本の学校には小五までしかいなかった。戻ってきたときにはもうシスターだった。その小学校もミッション系女子校の小等部だったが、さすがに小学生のうちからセクハラ天国にはなっていなかった。

「そういう、とこなんですか？」

　なにやら興味ありそうに訊きいてくるところを見ると、もしかしたら沙羅も女子校志望だったのかも知れない。

　もちろん、本当のことを沙羅が知っているわけがないので、確かめようもないのだが、なお疑いの目を向けつつも、ただ、最初の問いには答えた。

「……あの身体については、あれが最初の兆候でした。父は、あれも悪魔の仕し業わざだと言ってます。跡継ぎになれない呪のろいだ、と」

「まあ、嫁よめをとるには多少苦労するかもしれないねえ」

「それで……何とかなるんでしょうか」

「さて、そうなると一応このことはマザーにも伝えないとまずいと思うんだわな」

　それから、さっきから一言も発しない絵里子に、眼鏡をかけさせる。

「どうしたの？　男の子に覗かれてなくて良かったでしょ。それとも、もしかして残念だった？　まさかねー」

　そんなことは許しませんよ、と言いたいのは自分の都合か、教義の都合か。絵里子は目覚めたように瞬まばたきを繰くり返し、それから、ぶるぶると頭を振った。

「……でも、何かおかしいよ、おねーさん」

「何が？」

「よく解らないけど、あの、悪あく魔ま憑つきの人……」

　絵里子が口ごもるのは、言いにくいことというよりはどうも、自分が言おうとしていることを自分で理解していない、そんなふうに見て取れた。

　そして、その思考を邪じや魔まするかのように、屋や敷しきの奥おくから障子の破れる音、続いて木の砕くだける音が響いた。

　リタがメイスで懺ざん悔げ室を破は壊かいしたときとそっくりな。

　それから、当主がばたばたと転がるように走ってくるまでの間に、ルチアは素す早ばやく身み支じ度たくを整えていた。だいたい起きたことは予想がついたからだ。

「た、た、大変だ、さと、いや、沙羅が逃にげた！」

「……事情はもうバレてるから、言い直さなくていいですよ。文句があるとすれば、せめて晩飯食ってからにしてほしかった、くらいかな」

　そしてルチアは、十じゆう字じ架かを手に当主を押おしのけた。

「追います。おっさんは教会のマザー達に知らせて。絵里子はここに残るのよ、もし入れ違いに悪魔憑きが戻ってきたら祈りなさい」

「うん、おねーさんも、湯冷めしないようにね！」

　それ以上のことは、絵里子にとってはまったく心配ではないのだろうか。

　そうであったら、いいのだが。
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「なるほど、悪魔憑きだわ」

　と、あらためて納得するしかないのは、沙羅改め智――ああ面めん倒どうくさい――の逃とう走そう手段であった。よくあるタイプだが、軽々と屋根の上を飛とび跳はねて夜空へと消えていくのである。まだしも、周りを破壊しながら突つっ走ぱしる系でなくて良かったと思うしかない。

　だが、破壊系なら足はそう速くない、というより壊こわしている間に追いつけるし、破壊の跡あとを追えば簡単には見失わない。

　対して、こうピョンピョン跳とび回られては、いくら公認エクソシストといえども追いつくのはかなり苦労する。なにしろルチア達は鍛きたえられてはいても、体力をなにか異常な手段で強化されたりはしていないのだ。

　あるのは主の恩おん寵ちようのみ。あとは自分の足。

「……リタと挟はさみ撃うちにできればいいけど、悪魔のほうから教会に向かうわきゃないもんな。にしても一体、どこに向かってるんだ？」

　考えてから、なんだかんだ言ってもリタをアテにしている自分に気づいて苦く笑しようする。

　しかし、追われる理由の半分は彼女とのことだと思っていたが、だとすると本人が来るというのは、どういう事情なのか。

　考えられるとしたら、それが一番ルチアに対して嫌いやがらせになる、と法王庁が判断したくらいだが、あるいは他に特別の理由があるのかも知れない。

　二年の間に、リタがどんなエクソシストに成長したのかまでは分からないのだから。

　いや、今はそれより、と視線を頭上の智に戻す。なんにしても、ここからでは届かない。となれば、飛び道具しかないが、と、ルチアは十字架を分解し、しかし躊ちゆう躇ちよする。

　銀の弾たまは、銀とはいっても実じつ弾だんだ。当たれば悪魔でなくても傷つける。警察署のときはそれが良かったわけだが、この場合は――

「やるしかないかなー、眼鏡借りておくんだった」

　聖せい銃じゆうのチェンバーを開いて銀の弾を出し、かわりにグリップから空くう砲ほうを取り出して詰つめる。これだと物理的には煙けむりと衝しよう撃げき波はしか出ない。

　しかし、それにも念は乗る。乗るが……

「行けるかっ!?」

　もう一方を後こう端たんに繋つないで、簡易ストックとし、きわめて雑ながらライフル形態として狙ねらいを定める。少々ぼやける智の影かげに集中しつつ、祈りを込める。

「主よ、我が救いの矢を届けたまえ、アーメン。男の子だからいいよな、痛くてもガマンしろよっ！」

　トリガーに力をこめると、たちまち、炎ほのおが暗くら闇やみに噴ふき上がる。そして、その炎から噴き上がった光は広がりながら夜空を突き抜ぬけていき、散乱するぎりぎりのところで智をかすめた。「ぎゃっ」とかいう声をさせて空中でかすかに硬こう直ちよくするが、落とせない。

「やっぱ収束しないか、くそっ！」

　そもそも霊れい力りよくだけ絞しぼって遠くに飛ばせるなら、弾も、銃じゆうさえもいらないのである。まだしも、どうにかなった方だと言えるだろう。

　結果が出なければどうしようもないが。

　と、ほぼ重なるかと思われるほどの直後、もう一条の火線が交差して、こちらは確実に智を捉とらえた。はからずも空中で二連コンボをくらった智は町はずれに墜つい落らくしていき、それからすこし遅おくれて銃声が届いた。

　どちらの音のせいか、あちこちで電灯が点つく。ルチアはふたつの意味でまずいと判断し、墜落地点へと走った。

　見つかってもまずいことになるだろうし、

　リタが、あの狙いからするとベレッタの実弾をぶつけただろうから、智の身も少々案じたほうが良かろう。

　これが真しん剣けんな事態でないのなら、ツいてるヤツなんかみんな死んでしまえと軽口をたたくところだが、そういうわけにもいくまい、立場上。




　墜落予想地点の公園に、智の姿は無かった。どうやらそこに落ちたことだけは確実らしい血の痕あとが、点々とどこかに続いていく。

　それから、先に着いていたらしい、リタの姿があった。右手にはまだベレッタを握にぎっている。その視線はじっと血の痕を追っていたが、ルチアに気づくとふっと顔を上げた。

　銃と一いつ緒しよに。

「やっぱり、あなただったのね。ずいぶん射的が上手くなったこと」

「それはまた、どうも。お姉様に褒ほめていただけて感激ですわ」

　まったく心のこもらない声で言ったあと、リタは耐たえきれなくなったように、ぷっと吹き出した。

「でも、まだお姉様の奇き跡せきにはかないませんわ。教会数あれど聖せい霊れい銃じゆう使いは他におりませんものね。何故ひとりだけ、そんなマネができるのかしら。どうせなら、一発で決めてくだされば、私も心おきなくこの引き金を引けるというのに」

「あー、あんなもん奇跡じゃないって思うけど、なんだろうね。頼たのまなくてもついてくる守護天使に聞いてみてよ」

　真面目な話、霊れい力りよくの銃などという曲芸がなぜ可能なのか、本人を含ふくめてだれにも解わからない。だから、教会が「奇跡」ではないかと疑ったこともあるが、ルチア自身には、詮せん索さくする気はなかった。主、宣わく「主を試すなかれ」。

　なにより、気にするべき事は他にある。

「それにしても、嫌きらわれたものねえ」

「それはこちらのセリフですわ」

「いや、私は今でもあなたのこと好きよ？」

「嘘うそ。ならばなぜ戻もどってきてくださらないの」

「何故って」

　二人の関係がばれた、というのは、別れるときに伝えてあるのだが……わざわざ追っ手に指名されるからには、誰が「お相手」かもバレたということなのだろうか。

　が、リタにとって問題は別のところにあるようだった。

「あの子のため？　あの子はお姉様にとって一体何なの？　どこまで行ってるの？　あの子が私以上にお姉様を愛せるの、悪魔憑きのくせに」

「ちょっとマテ、絵里子は違ちがう」

「どう違うのか納得のいくまで聞かせてもらいましょうか、そうね、お姉様、口が固いから身体に聞くことにするわ。二年分かわいがってさしあげて」

「それはまあ、かまわないんだけど」

「どうせあの子と乳ちち繰くり合ってるくせに。いつから幼児愛好の性犯罪者に！」

「いや、絵里子、初めて会ったときのあんたと同じくらいだから……あ」

　そこで今になって、ルチアは気づいた。前から漠ばく然ぜんと思ってはいたことだが。

「やっぱそうだ、あのころのリタとそっくりよ、あの子。なるほどなあ、一目見ただけでもう可愛かわいいと思ったのは、そういうことかー」

「そんなことで私が喜ぶとでも思いましたの？　ほかの子に手を出す理由になると？」

　ひときわ声を荒あららげるリタに、ああ、そういうことかとルチアはようやく納得した。彼女も「七つの大罪」のひとつを犯おかしているのだ、絵里子に対して。

「いやまて、あんたは何か勘かん違ちがいしている。私と絵里子はそういうんじゃないから！」

　と断言してから、弱々しく、

「……まだ、ね」

　と続けた。

「嘘っ」

「嘘じゃないわよ、そりゃ正直、こう、あの子があんまりかわいいから？　無防備な寝ね顔がおとか見ちゃうとこう、キュンと来たりするけど、あくまで守ってあげたいというか、それだけのはずなんだけどいろいろしたいというか、で結局何故か……何もできないのよね」

　えへ、えへへ、と、ルチアははにかみながら、少女のように身をよじる。

「私にはあっさり手を出したくせに。ううっ」

「いやそれも違うから！　最初に迫せまってきたのあんたの方だから！」

「でも拒こばまなかったし、すぐに私を泣かせるようになったじゃないですか」

「いやー、だからなんか、あんたは最初からそうだったからこっちも悩なやまなくて済んだけどさ、えりえり、そういうことはしないし、なんつっても天然だし、調子が狂くるって」

　我ながららしくないとは思いつつ、顔をかんかんにほてらせて照れて、しゃがみこんで公園の地面にのの字を書く。

「と、いうわけなんで、べつに貴女あなたと寝ねたくないわけじゃないから、なんなら……」

「お断りします！」

　リタは先刻にもまして、怒いかりの形相でメイスを振ふり下ろし、ルチアが書いたのの字を完全にたたきつぶした。慌あわてて引っ込めなければ、指も無くなっていただろう。

「謝るどころかノロケを聞かせるとはどういう了りよう見けんですか。それはつまり、あの子がお姉様にとって特別大事だということではないですか。それに比べて私の扱あつかいは何ですか、俗ぞく世せにいうセフレか何かですか、汚けがらわしいっ！」

「おおっ？」

　ルチアは何か目が覚めた気分で、叫さけびつつ後ろに飛び退いた。

「そうか、そういうことか、なるほど……私、本気だったんだ」

　目からウロコというか、何というか。二年間一緒にいても、自分ではあくまで保護者、絵里子の信じる正義の味方でいるつもりだった、が。

　自覚してしまえば、それはそれで新たな悩みが。

「ある意味スッキリしたけど、だからってどう付き合ったらいいんだろうね、あの子まだ子供だし。ねえリタ、私に告白するときってどうだった？」

「嫌っ、余計なこと言っちゃったー！　てゆーか、私との思い出を踏ふみ台だいにするなんてひどい！　あれでも私、ものすごく悩んだのにっ！」

　今度はリタが身をよじる。ああ、そうか、とルチアは今いま更さら思い出した。

　この子も本当は変わってなんかいない。昔から、思おもい詰めると激しい人だったのだ、と。禁断の愛に踏み込むのも、霊れい的てきな力もなしに悪あく魔まと戦う道を選んだのも。

　だから、これは法王庁の嫌がらせなんかではない。リタは、自分でここに来たのだ。

　失うと分かっているなら、いっそこの手で、と。

「解りましたわお姉様、力ずくであのときの気持ちを思い出させてさしあげます。いえこのさい徹てつ底てい的てきにぐっちょんぐっちょんにして、とどめにコレで純潔を奪うばって差し上げますわ！」

「いや、それはさすがに壊こわれちゃう、死んじゃうからパス！」

「殺しに来たって言ってるでしょうがっ！」

　メイスを振りかざす直前、リタの腰こしのあたりから典礼聖歌の合唱が流れた。その音色に己おのれを悔くい改あらためるように十字を切りながら、携けい帯たいを取り出す。

「いーなー、身元のしっかりした人は携帯持てて」

　ルチアは文字通りに、指をくわえてそれを見つめる。

「プリペイドくらい買ったらどうですか」

「いや、逃にげ回り始めたころは持ってたんだけど、お金続かないし審しん査さ厳しくなったしね。まあ、持ってたって話し相手はいないんだけど」

「じゃあ、欲しがらないでくださる？」

　リタは呆あきれながら電話に出て、それからもう一度呆れながら、それをルチアの方に突つきだした。

「やっぱり、お姉様にも持っていてほしかったですわ」

　ルチアが受け取ると、電話はマザーからであった。

　今度は、沙羅と絵里子がいなくなった、と。
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「あら、よくここが解わかったわね」

　見下すように言ったのは、智ではなく、沙羅だった。

　教会に続く石段。背後には人ひと気けのないまま放置された御み堂どうと、十じゆう字じ架かが影を落とす。

「おねーさん、どうして？」

　その横で、うつろな目をしつつ眠ねむそうに絵里子がつぶやく。

「それはこっちが聞きたいな、家にいろって言ったわよね。いったいどういう了見かしらん？」

　前まえ触ぶれもなく現れたルチアの問いに、沙羅はくすりとも笑わず答えた。

「儀ぎ式しきはここでやるって言われてたから。この子はお風ふ呂ろでおねえさんに変なことされてのぼせちゃったみたい」

　絵里子とたいして違わない少女に見み透すかされて、ルチアは少しむっとしたが、いま問題なのはそこではない。

「肝かん心じんの兄君は捕つかまってないし、私は知らせろとしか言ってないのに、マザーはあの足でわざわざ屋や敷しきに行ってる。あんたが、えりえり連れて教会に来る理由はないでしょ……たった一つの場合を除いて」

「どういう場合かしら？」

「最初から、あんたが仕組んだっていう場合」

「え……？」

　絵里子は、自分の肩かたを支える沙羅を、うつろなりに驚おどろいた目で見つめた。嘘だよね、とつぶやき、しかし、沙羅の顔色を見て、どうやら裏切られたことに気づいた。

「いつ、解ったの」

「なんとなく変だってのは、最初からあったけどね。パズルが解けたのはついさっき。ここだと思ったのは、マザーとリタが教会から呼び出された上で、兄君が意味もなく逆方向に逃げていたから」
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　そのわりに血けつ痕こんの方向がもときた方向だったから、おかしいと思うのが普ふ通つうだ。そして、いちばん盲もう点てんとなる場所があやしいと結論した。

　誰だって、悪魔が教会に逃げ込むとは思うまい。

　沙羅は、わずかに眉まゆをひくつかせ、それからいかにも子供っぽく、けらけらと笑い出したのだ。

「絵里子ちゃん、あなたのお姉さん、よく気が付く人ねえ」

「じゃあ、ほんろにぃ？　おねーさんが、せいぎのみかただから、たよってくれたんひゃないんれすかぁ～」

　絵里子のろれつが怪あやしいのは、湯あたりのせいばかりとも思えない。それからルチアは、屋敷にワインを置きっぱなしだったことを思い出した。

「未成年のくせに、なんつーことを」

「その未成年にいたずらしてたくせに。それより、お兄ちゃんはどうしたの？　ちゃんと、殺してくれた？」

「それが狙ねらいか、って、あんた言ってる意味解ってる？」

　さしものルチアも聞き返さずにはいられない。なにしろ相手は十代前半の少女なのだ。そう気軽にそんな恐おそろしいことを口にしていいわけがない。

　ただでさえ、ルチアの中では少女は人類の全カテゴリ中もっとも崇すう高こうなものなのに。

　だが、無む邪じや気きさとは、えてして大人が思いもつかないほど残ざん酷こくでもあって。そういうものであれば、ルチアはまだ、許したかもしれなかった。

　いや、その気軽さはたしかにそこから来ているのかもしれないが。

「だって、どうせうちなんか続かないもの、どうなったっていいじゃない。それに無理してお兄ちゃんが戻もどっても、私には何も得はないのよ？

　それどころか、悪魔に憑つかれてたってことで変な目で見られつづけるに決まってるし、いずれ誰も私をかばってはくれなくなるでしょ？」

　まるで何もかも見透かしたように目を細め、沙羅は自分の胸元をまさぐるように左手を動かし始めた。快楽を求めるというより、自分のことを確かめるように。

「だから、ごまかしがきかなくなるまで、私がお兄ちゃんでいつづけなくちゃ。でも、いつ終わるのかわからないから、それも飽あきちゃった。

　男の子のままでも、名前に傷が付いても、行きたい学校には絶対行けないもの。お兄ちゃんとして勉強したって、私にはしょーがないじゃない？

　こんなことさせるパパだって嫌きらい。だから、いらないの」

　おそらく、沙羅の志望校は女子校だろう。それは風ふ呂ろ場ばでの反応から想像がついた。

　救われないと解っているのに、いつ来るか解らない「終末」を待って苦難を背負わされる。たしかに同情のひとつくらいはしてもいい話。

　でも、今となっては、どこにでも転がっている甘あまい絶望。

「悪魔に魂たましいを売るにしては、安い理由ね？　お子様のくせに、そのあとどうやって生きるつもり？」

　そこまで問うてから、その答えがすぐ傍かたわらにいることに気づいた。

「まさか、絵里子！」

「そうよ」

　沙羅は、足下のおぼつかない絵里子を支えるように組み付いてにやりと笑った。

「借金まみれのウチなんかより、この子のほうが高く売れるの。仲間になったら面めん倒どうも見てくれるっていうの！」

　それから、沙羅は大人ぶった余よ裕ゆうをいきなり失い、かきむしるような叫びをあげた。

「信じたってカミサマはいないんだから、もう悪魔だっていいじゃない！」

「だからそれがお子様だっての！」

　ルチアが十字架を分解し、両りよう腕うでに構える。だが、沙羅はまだ自分の優位を信じていた。

「だから、ちゃんと殺した？　って聞いたでしょ、お兄ちゃん！」

　と、茂しげみの奥おくから黒い無数の糸がルチアの両腕にからみつき、トンファーと前ぜん腕わんを縛しばり付け、そしてじりじりと後ろへと引っ張り始めた。

「これは髪かみの毛ッ！　ただの呪のろいの人形じゃなかったか！」

　ルチアは読みの甘さに舌打ちしつつ、後ろを振り返った。

　白装束の智が、ゆらりと茂みから姿を現す。息を荒あらげ、焦しよう点てんの合わない目をし、右みぎ肩かただけ紅に染まっているのはおそらくリタの銀弾のせいだろう。

　それでもなお、ふくらんだ胸元までふくめて、色白の美少女としか思えない姿で、ゆっくりと迫せまってくる。

　いや、前言撤てつ回かい。一カ所だけ、もとは男子であったことを主張しているところがある。

「ちょっと待てぇえええ！　ナニおっ勃ててやがんだてめえええ！」

「あら、だって、いくらダメなお兄ちゃんでもドーテーのまま死んじゃ可か哀わい想そうでしょ。おねーさん、やらせてあげなさいよ、ふふっ」

　それから沙羅は、抵てい抗こうを試みるも力の戻らないままの絵里子をつれて、教会への段を上った。

　その扉とびらの前に、待ちかまえるようにたたずむ人ひと影かげが別にある。ルチアにも見覚えのある姿だ。戦国時代の農民みたいな格好に落ちくぼんだ目。

　そう、警察署で「サバクタニゴロヲ」と名乗ったあの男。

「なるほど、どこから悪魔を呼び出したかと思ったが、てめぇらの差し金か、裁さばく谷たにっ！」

　その一語で、突とつ然ぜん、絵里子の目が覚めた。まず振ふり返ってルチアの危機に悲鳴を上げ、それからやっと正面を見て、さらに絶ぜつ叫きようを重ねる。

「絵里子っ！」

　ルチアはなおいっそう髪をふりほどこうともがくが、打だ撃げきと銃じゆう撃げきの二つが可能な十字架には、しかし刃は物ものだけが仕込まれていなかった。

　ついに智は髪をたぐってルチアの両腕をはがいじめに掴つかみかかった。法衣の上からとはいえ、いきり立ったモノが尻しりに触ふれるだけでゾワリと鳥とり肌はだが立つ。

　このさい死なばもろとも、霊れい銃じゆうを零ぜろ距きよ離りで暴発させてしまおうか、とさえ思う。

　が。

「お姉様から離はなれなさいっ！」

　容よう赦しやなく荒あれ狂くるったのは打撃の暴風であった。リタのメイスが、智の頭を横よこ殴なぐりに張り飛ばす。悪魔が憑いてなかったら確実に即そく死しだろう。

「お姉様の純潔を散らすのは私です、悪あく魔まなんかにくれてやるわけにはいきませんわ」

「どさくさまぎれにナニ言ってんのよあんたはあ！　子供の前で！」

「悪魔にお姉様を襲おそわせるよーなマセガキのことなんか知りません！　後で悔くい改あらためさせます！」

　いや、そーじゃなくて、絵里子にも聞こえてるんだけど……とルチアは顔を真っ赤にしたが、幸か不幸か絵里子は今、それどころの精神状態ではない。

「とにかく、そいつは直接憑ひよう依いじゃない、操られているだけ。さっさと追い出すよ！」

　ルチアは髪がゆるんだ隙すきをついて、トンファーを逆に持もち替かえた。聖せい銃じゆうなら手首を縛られても撃うつ機会があろう。

　リタも、左手にベレッタを握にぎって両面作戦の構え――と、そこでルチアは致ち命めい的てきな問題に気づいた。

　そこにつけ込むように、今度は二人同時に髪の毛が襲いかかり、しかもそれはいつの間にか、木の後ろをめぐって伸のばされていた。

　と、いうことは、引かれればとられた腕うでは後ろに引っ張られ、銃の狙いはつけられない。リタに至っては、ぐるぐる巻きにされてしまった。

「二人揃そろって打撃武器と銃って、偏かたよってるよ！　なんか考えろよ！」

「剣けんは何かとかぶるからやめようって言ったのは、昔のお姉様ですわ！」

「律りち儀ぎに信じるなよぉ～～」

　聖職者は刃物を持てない、というのは昔から、ことにゲーム的によく言われるルールではあるが、実際は考え方のひとつに過ぎない。ましてルチアが言ったのは日本仕込みのマンガネタで、しかも本当にこんな事態になるとは思っていなかった少女のころの話だ。

　どうせリタも戦せん闘とう要員に育ててしまうなら、使える技を仕込むか、でなければ祈いのりの道を歩ませてほしかったと、思わずマザーに文句を言いたくもなる。

　いやそれより。

　このままでは、自分のみならずリタまでが犯し殺されかねない。それだけは、なんとしても避さけねばなるまい。

　ルチアは、ちらりと階段の上を見やった。

　沙羅が、絵里子を引きずっているが、絵里子はいやいやと抵抗して進めずにいる。裁谷の使者は、どういうわけか、動かずにただ沙羅が来るのを待っている。沙羅自身も、先を急げばいいのに、こちらが気になって仕方がない様子。

　それから、気づいた。だれがどうやって、智に悪魔を憑かせ、操っているのか。

　ならば、賭かけてみるべきか。

　ルチアはリタに目配せをして、無言で語りかける。

（ちょっとでいい、この髪かみ緩ゆるめさせて）

（そんなことが出来るなら、その隙に撃ちますわ！）

（もっとわずかでいいのよ、当てるわけじゃない）

　それから、段上に向き直って叫さけぶ。

「絵里子、眼鏡を！」

　ルチアが叫んだ瞬しゆん間かん、沙羅の注意は絵里子の顔に向けられた。

　ルチアはその隙をついて、髪がからんでいる木の方角へ跳とぶ。

「ああ、なるほど」

　沙羅は合点したように、絵里子の目から眼鏡をはぎ取った。

「うちに来てからなにかおかしいと思っていたけど、こんなところに秘密があったんだ。でも、だーめ。使わせないよ」

　そして、それをぽんと放り出す。

　それこそが、狙いだった――ルチアはここぞとばかりに叫んだ。

「今よ、リタ！」

「これで……どうだっ！」

　縛られたままのリタが懐ふところの携けい帯たいのボタンを押おすと、突とつ如じよ、祈りの歌声が響ひびいた。一いつ瞬しゆんだけ、悪あく魔ま憑つきはその音色におそれをなし、わずかに力をゆるめた。

　その瞬間、木を回り込んだルチアは、投げ捨てられた眼鏡に銃じゆう身しんを伸ばして当て、そして拾い上げると同時に、再びリタに叫んだ。

「目を閉じて祈れ！」

　そして自らは、もともと自分のものだった眼鏡をかける。

「なに、一体今の、なにをしたの!?」

　慌あわてた沙羅が絵里子の肩かたをゆする。だが、するのはその後あとだった。

　一瞬、もとの茫ぼう然ぜん自じ失しつに戻ったかと思われた絵里子の目が、ゆっくりと開き――

　輝かがやきが、あふれた。

「ぎゃわっ！」

　沙羅が、少女にあるまじき、悪魔憑きのような声を上げてのけぞった。と同時に、智の動きも止まる。その黄金の威い圧あつ感の中を、ただ一人、ルチアだけが突つき進すすんだ。

「立ち去れ、アーメン！」

　トンファーの左右を連撃で、智の脇わき腹ばらにたたき込む。智もまた絶叫を上げつつ、いやにあっさりと倒たおれ、そして霊れい的てきな何かが抜ぬけ出していった。

　もどっていく先は、沙羅。

　だが、沙羅に憑ついているはずの悪あく霊りようは、完全には戻もどらず、半分出たままでその場を所在なげにのたうっていた。

「これは……何？　一体何の力？　こいつも悪魔なの、それとも――」

　沙羅の口を借りてもだえる悪魔に、ルチアはゆっくりと歩み寄り、そして、ただ輝きを発し続ける絵里子の目を閉じさせた。

「お仲間だったら解わかるんじゃない？　とりあえず裁谷と法王庁の方々はすごく気にしてるけど……私には、どうでもいいわ」

　そしてルチアは十じゆう字じ架かを組んで沙羅の頭上に掲かかげた。いくら極ごく悪わるでも、美少女を殴なぐるのは本当に気が引けるなあ、と、ちょっとだけ思いながら。







第四章







　リタが再び目を開けたときには、髪の毛は全身からほどけて落ちていた。そして、倒れた沙さ羅らから離れた悪霊は、のたうちながら、さらに奥の、裁さばく谷たにの使者に向かっていった。

　ルチアはそうなることは解っていたかのように、眼鏡に祝福の祈りを捧ささげて絵え里り子こにかけ直させ、気付けをするのを優先していた。

「えりえり、起きなさい。子供が酔よっぱらっちゃだめじゃないの、もう」

「……あれ、おねーさん？　悪魔は？」

　ようやく我に返ったといわんばかりの絵里子と一いつ緒しよに、教会の前に立つ裁谷の使者を振り返った。

　あとほんの十歩ばかり、石段を下りれば絵里子に手が届いたろうに、自ら引き取りに動かないわけである。裁谷の男は、半ば力ちから尽つきたまま、悪霊に取り囲まれていた。

　すでに一度、レギオンの喚かん起きで敗退し、邪じや法ほうの報むくいを受けているはずだ。二度目の機会も失敗となれば、もはや悪魔を従わせる力は残ってはいまい。

　絵里子は何かを語りかけようとして、喉のどから出そうとした言葉を、あからさまに無理して飲み込んだ。

　ルチアには、それが何なのか解っている。きっとあの男の名前だ。

　裁谷の隠かくれ里ざとは小さな村だ。全住民が顔見知りだ。だから、誰が追ってきても、それは絵里子にとって知った顔なのだ、警察で言ったとおりに。

　それがこうして神に見放され、滅ほろびていくのを見るのはつらいはずだ。だが、それでも名前を呼ばないのは、呼んでも無む駄だだと知っているから。

　それ以上に、呼んでしまったら、ルチアが困ると思っているから。

　敵である以上、「追っ手の男Ａ」でなくなったら、絵里子の知り合いだと思ったら、きっとルチアが戦えなくなる、そう考えているのだろう。

　ルチアは、そう思われることがむしろ辛つらい。誰であろうと、どうせ殴るのだから。

　だが、こうして自じ滅めつするさまを間近で見るのは、初めてであろう。

　だから、ルチアは言ってやった。

「いいよ、呼んであげな」

　絵里子の頭を、撫なでながら。

　絵里子がこくんとうなずいて、それから、口を開きかけたその先を、しかし非情にも、

「無様だなあ、ニコラス」

　もう一人、別の、そう、女が、あっさりと呼びかけた。おそらくは男の洗礼名で。

　女、というより、一歩月光の下に歩み出したその姿はむしろ少女、であった。長い髪かみを夜風になびかせ、白い肌はだに透すき通とおったローブをまとい、

　白い。白と言うより、何もかもが青白い。黙もく示し録ろく的な不ふ吉きつささえ感じさせる美び貌ぼうは、いかにルチアといえども、可愛かわいいとか言っていられるものではなかった。

　そして閉じていた目を開いたとき、もう一つ、彼女が隻せき眼がんであることが解る。

「誰よ、あんた。初めて見る顔ね」

　ルチアはとっさに絵里子をかばい、聖銃を向けた。

「そうかな？　私はずっとお前達を見ていたが。すくなくともあの日からは。お前が余計なことをしなければ、いまの力もとっくに私たちのものだったのにな、シスター」

「――まさか、裁谷に妙みようなことを吹ふきこんでそそのかしたのは、あんた？」

「それじゃあまるで、そこらのカルトの扇せん動どう家かみたいじゃないか。安く見られたものだね」

「どう違ちがうというのさ」

「どうせなら、悪の組織の女王、くらいには見てほしいものだねえ。あるいは、そう、お前達に合わせて名乗るなら、電光の蛇へびに嫁とつぐ者リリス、というのは、どうかな？」
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　それは、アダムを捨ててサタンのもとに走ったという女悪あく魔まの名として、教会では語られている。地じ獄ごくの花はな嫁よめ、魔ま王おうの伴はん侶りよと。

「ふざけんなっ！」

　ルチアは思わず、聖せい銃じゆうの引き金を絞しぼった。銀弾が、不ふ遜そんな悪魔の少女に向かって一直線に飛ぶ。

　だが、リリスは予期していたように自らも銃のようなものを取り出し、放った。飛び出した光は真正面から銀弾を迎むかえ撃うち、階段の真ん中で激げき突とつする。

　絵里子が見せた以上の光が、あふれた。

　対つい消しよう滅めつする正負の霊的エネルギーが、弾だん芯しんの純銀を溶とかし、気化させた。その様には、さしものルチアもあっけにとられるほかない。

「嘘うそっ、お姉様の、奇き跡せきの力が……」

　リタに至っては、自分の何かを失ったように呆ぼう然ぜんとしていた。リリスは、そのさまをフンと鼻で笑った。

「霊れい銃じゆうの使い手が自分だけだと思ったら大おお間ま違ちがいだよ、美人のおねえさん。そんなことでは、この神無き世は生きていけない」

　ずいぶんと古風な、カリブの海かい賊ぞくが持っていそうな短銃の銃口をふうっと吹いて、それから、リリスはちらりと、まだ苦しみ続ける裁谷のニコラス＝ゴロヲを見やった。

「だから、この見捨てられた黒い子羊たちは、私が導いてやることにしたというわけだ。神の不在にすこしでも責任を感じるなら、感謝してもらいたいくらいだな」

「するか、ばーか」

「おねーさん、そんな子供みたいな」

　子供の絵里子に言われてはおしまいだと自分でも思うが、あまりに想定外のことに、それ以上の言葉が出てこないのだ。

　リリスは、それこそ小こ馬ば鹿かにするようにくっくっと低く笑い、

「じゃあ、仕方がないな。あんたには黙示録未完の謎なぞを解く資格はないようだ、ここで死んでくれ。さて」

　左手を、無造作に掲げ、

「リリスの名において許す、ニコラスを食らいて受肉し顕けん現げんせよ。神を諦あきらめぬものに鉄てつ槌ついを下せ」

　リリスが指を鳴らすと同時に、行き場を失っていた悪霊は、力を失っていた召しよう喚かん主に食らいついた。

「見るな！」

　ルチアはとっさに絵里子を抱だき寄よせ、胸に顔を埋うめさせた。これまで内側から変容していった悪魔憑きはいたが、容よう赦しやなくむさぼり食われていくのは、初めてだろう。

　とうてい、正視に耐たえるものではなかった。

「お、お姉様、何ですのあれは！」

　口元を押さえながら、リタが身を寄せてくる。

「あの女、リリスを名乗るのもダテや酔すい狂きようじゃないかもしれん、ってことさ」

　ルチアが冷ひや汗あせを垂らす間にも、ニコラスの肉体は解体され、消失し、そして異形のモノとして再構築されていった。断だん末まつ魔まさえも、ありはしない。

「さぁてリタ、吐はいてる場合じゃないよ。こっからはマジです。マジでヤバイです。勝てたらその胃液まみれの口でもキスしてあげるってくらいマジですよ！」

「そんなの嫌いやですわ。身を清めるヒマくらいください」

　それだけ言えれば上等、と、ルチアは思った。

　三人の前では、それまで相対したことのある「悪魔憑き」ではなく、そのものずばりの「悪魔」が、実体として顕現していた。

　一言でその姿を言うなら、クモ戦車であろうか。といっても、ＳＦマンガに登場するクモ型の戦車、ではない。

　逆だ。

　戦車のような巨きよ体たいと、身体の上に折り込まれた砲ほう塔とうのような腹部と、短く、しかしかわりに八本以上確実にある節くれ立って毛むくじゃらな足、正面に人のデスマスクと砲ほうのような突とつ起きを備える、ありえない構造でありながら、部分のディティールはどう見てもクモ、さもなくば短いムカデか、ハサミのない太いサソリというものだ。

　その横で、リリスは不敵に微笑ほほえみ続ける。

「そう、びくつくな、たいしたもんじゃない。侯こう爵しやくアンドラス、ではなくその配下三十騎きに過ぎんよ」

「これでかよ」

　アンドラスは悪あく魔ま崇すう拝はいの魔ま術じゆつ師しが好んで喚起する、不和の悪霊として知られてはいるが、現世で実体化したことはおそらく、ない。地獄の侯爵クラスが顕現した日には、ルチアの手にはあまる。

　なにしろ、その配下でしかないこの大クモ戦車でさえ、どう倒たおせばいいのか、にわかには解らないのだから。

　解っていることは、ヤツの上司はどうしようもないほどケンカ好きだということだ。

「リタ、早めに片づけるしかなさそうよ！」

「は、はいっ！」

　二人は同時に銃を構え、銀弾の一いつ斉せい射しや撃げきを浴びせた。ルチアの聖銃二丁とリタのベレッタ、三本の火線が集中する。

　着ちやく弾だんしても油断せず、続けて残弾をたたき込む。といっても、ルチアのは連装単発式にすぎないから四発で打ち止めだ。すぐに、撃ち続けるのはリタ一人になってしまう。

　そのリタも全ぜん弾だんを撃ち尽つくし、空になった弾倉が滑すべり落おちてきたころ、ルチアは一丁の再さい装そう填てんを終えつつ、硝しよう煙えんの向こうに戦果を確認した。

「……冗じよう談だんでしょ、たかが下級悪魔が」

　ルチアが呆然とするのも無理はない。クモ戦車はまったくの無傷だったのだ。

　正確には、弾は届いてさえいなかった。前面に広げられた蜘蛛くもの巣によって、弾が止められていた。むろん銀の弾だから、悪魔の糸がもつ霊れいの力は相殺しているのだが、強きよう靱じんな糸によって本体との間に、一種のスペースド・アーマーというか、爆ばく発はつ反応装そう甲こうというか、そういったものが形成されていたようなのだ。

　もちろんルチアが軍事的な理論でそう類推したわけではなく、日ひ頃ごろのネットカフェ難民生活で得たムダ知識にどうやら合がつ致ちする、というだけのことなのだが。

「なーるほどぉ、智さとしの髪はあの糸の変化した能力でしたか。まずいな」

「どうしてですの？」

「最近ネットのニュースで知ったけど、単位あたりの強度は髪よりクモの糸のが上らしいよ？」

　と、いうことは、からめとられたらさっきより苦労するということに違いない。

「では、肉にく薄はくして殴なぐり倒すしかなさそうですわね！」

　リタが銃をしまって、メイスを握にぎり直し、いざ段を駆かけ上がろうかというときに、敵が先手を打った。いや、撃たれたから、撃ち返かえしたが正しいかも知れないが。

　つまり、撃ってきたのだ。主しゆ砲ほうがわりに正面に張り付いたデスマスクの口から、火の玉をはき出して来た。それは自分の網あみを焼き切って、猛もう然ぜんと飛来してきた。

「絵里子っ！」

　ルチアはとっさにその手をとって、横の茂しげみに飛び込んだ。リタも続いて、反対側に飛ぶ。その間を火の玉が飛びすぎて、後ろの木、智が出てきたあたりに命中した。

　たちまち、燃え上がって、そのすぐそばに倒れる智の姿を照らす。

「あっ、やば。リタ、その子どっかにのけて！」

「どうして私が」

「さっきあんた、その子メイスでぶん殴ったでしょ。それにね！」

　と、ルチアはクモ戦車がゆっくりと、それこそキャタピラを回すようにもぞもぞと足を順じゆん繰ぐりに蠢うごめかして前進してくるのを認めた。このままだと、今度は置き去りの沙羅が踏ふみつぶされかねない。

「走れる？　あいつの前に出るから、押おさえてる間に沙羅ちゃん引っ張って！」

「おねーさん、あの子を許すの？」

「あなたは許さないほうがいいと思う？」

　絵里子は、すぐに顔を横に振ふった。表情からして、なにか思うところがないはずはないが、それでもクモに潰つぶされるのが当然とは言わない。

　ルチアは黙だまって頷うなずき、それから絵里子の手を離はなして、両手にトンファーを構える。あと一歩、というところで再び階段に飛び出し、注意を自分に向ける。

　クモの尻尾しつぽとデスマスクが、同時にルチアの後を追う。

　自分が避よけたら、沙羅どころか絵里子が撃たれる。それだけはさせない。

　ルチアは聖銃の一方を、糸を射出する前の尻尾に向け、迷わず撃った。

　今度は、競り勝った。零ぜろ距きよ離り射しや撃げきの一発は、糸より早く折り重なったクモの砲塔腹に命中し、衝しよう撃げきにのけぞらせた。だが、狙ねらいはいいかげんなので、発射口の糸いと疣いぼを直ちよく撃げきしてはいない。死顔のくせに表情をゆがめたデスマスクが、逆に炎ほのおの零距離射撃を試みる。

　ルチアはそこに、もう一丁の銃じゆう身しんを直接、突っ込んだ。だが弾はない。

「撃たせるもんかああっ！」

　ただそれだけのために、ねじり込む。クモ戦車はもがくように車体？　をゆすり、それから、気を取り直したように糸疣を向け直して来た。

　ルチアが身を翻ひるがえせないことを解わかっているようだった。クモの姿をしていても、悪魔はやはり悪魔であった。ルチアは絵里子がどこまで沙羅を引きずっていったかを見てとり、そのぎりぎり許される範はん囲いで避けた。

　が、足りなかった。引き抜ぬくのが遅おくれた左ひだり腕うでに、糸がからみつく。

「しまっ……たああああああっ？」

　言い終わる前に、ルチアはいきなり振り回された。戦車というよりクレーン車のように腹を旋せん回かいさせ、ビル破は壊かい用の鉄球よろしく、ルチアの身体は木に叩たたきつけられた。

「おねーさんっ！」

「お姉様っ！」

　二人の妹分が同時に叫さけぶ。が、答えるひまも与あたえず、クモ戦車は全身を巡めぐらせて、今度こそルチアが落ちたとおぼしき場所に、容赦なく火の玉をたたき込んだ。

　たちまち、森に火の手が上がる。

「嫌あああっ！」

　二人の悲鳴が完全にシンクロして響ひびき渡わたり、そしてただ一人、リリスだけが冷れい笑しようを浮うかべて悠ゆう然ぜんとたたずむ。

「もう終わりか。まあ、神無き世の神の使徒など、こんなものか」

　そう、うそぶいた瞬しゆん間かん――

　リリスの眼前に、銀の弾たまが迫せまった。

　リリスはそれを楽々と、顔を傾かたむけるだけで避けてみせたが、その右目は、驚きよう愕がくに見開かれて、燃えさかる火を映していた。

　いや、その中から飛び出してくるルチアの姿を。

「おわっちちち、ざけんなこらあ、替かえがないんだぞこの服！」

　火の点ついた法衣の裾すそや袖そでをばたばたさせながら、であるところが格好がつかないが、それでも、妹分たちを安心させるには十分だった。

「……さすがお姉様、しぶといですわね」

「大だい丈じよう夫ぶ、後で私が縫ぬいますから！」

「布地がそもそも、足りないんじゃないかな。見てよこれ、どっかの格かく闘とうゲームの変形チャイナみたいになっちゃったわ」

　ルチアは、以前に破った分と今回焼けた分とで、前後分けの大だい胆たんなスリット入りになってしまったスカートを、はしたなくばさばさとはたいた。ついでに炭化したところから袖をちぎると、片方だけ半はん袖そでというみっともないものになってしまう。

　腕うでにからみついた糸は、敵自身の炎で焼かれて一いつ緒しよに崩くずれていた。

「前より見えやすくなっちゃったけど、今日ははいてるからね、下。それとも、クモ悪あく魔まはそれでも欲情すんのか？」

「ずいぶんと貞てい淑しゆくさに欠ける使徒ね。お望み通り、食いついてあげなさい」

　リリスに命じられて、クモ戦車は再びルチアに向けて突とつ進しんした。

　が、ルチアはしてやったりとほくそ笑えんで、リタに目配せした。

　リタはすぐにその意図を理解し、ベレッタに新しい弾倉をたたき込むと、すかさず引き金を引いた。

　ただし、リリスに向けて。

　強力な悪魔と戦うには、召しよう喚かん主を倒すほうが早い。さっきは、智・沙羅・ニコラスとこみいった方法で取とり憑つかせていたからそれができなかったが、今は、それがリリスしかいないと解っているのだから、倒さない手はない。

　もちろん、リリスは一発やそこらは、平然と避ける。二発目には、自らの霊れい銃じゆうで応戦し、また対つい消しよう滅めつさせた。

　三発目は、その余波で蒸発。

　だが、ベレッタＭ34は、装そう弾だん数七発の自動拳けん銃じゆうだ。四発目、五発目……後続の弾が、対消滅の光こう芒ぼうをくぐり抜けてリリスに迫る。

　一いち撃げきの威い力りよくで負けても、手数で圧あつ倒とうできる。それがルチアの期待であった。

　しかし――

「ちっ」

　リリスはいちいちもったいつけるのも意味がないとばかりに、大きく跳とんでその全弾を悠ゆう々ゆうとかわし、遠くに降り立った。

「そんな程度で、女王が倒せるとでも思ったか？」

「思ってないよ」

　糸と炎を避けて自らも大きく飛び回りながら、ルチアはあっさりと認めた。

「けど、道を空けてもらえた」

「何？」

「絵里子、リタ、あそこに逃にげ込んで！」

　ルチアが示したのは、教会堂であった。たしかにそこは普ふ通つうに考えて、悪魔が一番入りたくない所であろう。だからこそ、沙羅が盲もう点てんとして選んだ。

　選んだはいいが、実際、リリスもニコラスも中には入ってなかった。

　絵里子はうなずいて、沙羅の腕を引っ張り、悪魔の後ろをすり抜け、リリスの前を通り過ぎて、教会に向かった。

　そのとき、ちらりとリリスに目を向け、すぐについとそらす。

　その間に何を見たのか、リリスは妨ぼう害がいしには来なかった。

　後からリタも智を担かついでクモ戦車の追つい撃げきを振り切きり、そして最後に、ルチアが攻こう撃げきを避けながら、ぎりぎりで飛び込む。

　彼女もまた、リリスの顔を見た。見み逃のがすつもりがあるのか、ないのか、なんとも判断しがたい目であった。

　不安を押し殺ころしつつ、転がり込むと同時に扉とびらを押して、悪魔の突とつ入にゆうを阻はばむ。ノブにカギをかけるかわりに、首からロザリオを外してかけ、十字を切って祈いのる。

　すくなくともこれで、霊れい的てきにはロックがかかったはずだ。アンドラス本人ならともかく、その配下ごときには破れまい。

　案の定、扉をかきむしるような音が聞こえてはきたが、扉はきしむだけで、開けられることはなかった。

「と、とりあえず、これで一息つけるわ」

　思い切り深呼吸しながら、ルチアは床ゆかにはいつくばった。

「ひ、人を抱かかえて走るなんて、想定外ですわ」

　リタも智を放り出し、イスにすわろうとして、自分が破壊したことを忘れてすとんとコケた。ついでに彼女も服にかぎ裂ざきをつくって。

「お、重かったぁ～～」

　絵里子も、ごく自然な感想をもらしつつ、まだ残っていたイスに倒たおれ込む。沙羅が聞いたら文句を言ったかもしれないが、まだ目を覚ます様子はない。

　まあ、起きても動けないだろうが。とくに智は二人がかりで念入りに殴られている。命があるだけでも、奇き跡せき的てきと言っていいくらいに。

「で、どうするんですの、ここで」

　リタが裂さけた法衣を調べながら尋たずねてくる。

「どうもこうも、時間はかせげるでしょ。もともとここで祓はらう予定だったんだから、あんたとマザーがいろいろ用意してくれてるんじゃないの？」

「いろいろ、って、悪魔本体との直接戦せん闘とうなんて想定してるわけがないじゃないですか！　聖水くらいは作ってますけど、それ以上は」

「言われてみりゃそうかー、マザーもいないしっ！」

　ルチアは天を仰あおぎ、両手で顔を覆おおった。たしかに、受肉顕けん現げんした悪魔を「倒す」方法というのは聖書にだって書いてない。イエスだって、出て行けとは言えても、たたきのめしてはいないのだ。そんなことが出来るのは大天使たちくらいなものだ。

「あんにゃろが、ホントに天使だってんならこういうときに出てきて、さくっとやっつけてくれないもんかな」

　そこで裁谷の言葉を思い出す。

　まさか本当に、悪魔が今や主のお目こぼしのもとに暴れているんじゃあるまいな、と思ってしまい、その不ふ敬けいな考えを振り払はらうように祭さい壇だんを見上げ、そして、

　祈る前に、己おのれの失策に気づいた。

　それとほぼ時を同じくして、さっきまで扉をかきむしっていたあの音が、壁かべを伝って移動していることに、皆みなも気づいた。

「ねえリタ、どうせなら修理もしといてほしかったな、この教会」

「そんなこと私に言われても」

　二人のシスターはそろって壁の上を見上げて、途と方ほうに暮れた。

　そしてそのすぐ下の壁が、外からはきかけられた炎によって焦こげ始めた。黒いしみは徐じよ々じよに広がり、真ん中から赤く焼け落ちていく。

　その穴の向こうに、赤く照らし出されたデスマスクが浮かぶ。

「おねーさん、どうして？　ここはカミサマのおうちじゃないの？」

「そのはずだったんだけどねー、あんまり人がいないから、出て行っちゃってるみたいなのよ、これが」

　苦笑いを浮かべても、冷ひや汗あせは止められない。

　そう、この教会は放ほう棄きされて何年か経たっている。その間手入れがされていないどころか、聖像を破壊されるなどの冒ぼう涜とくを受けている。

　したがって、この中はもはや、聖別された空間とは言い難がたくなっているのだ。いかにマザー・カタリナといえども、あの短時間でそれをすべて復すのは無理であったようだ。

　それならば、ある程度以上強力な悪魔ならば、突とつ破ぱできる道理だ。

　むしろ、これが悪あく魔ま憑つきならば容よう赦しやなく突破して来ただろう。依より代しろの破損はいとわないのが奴やつらの流りゆう儀ぎだ。悪魔本体だからこそ、傷つきたくなくて、遠回しに来たとも言える。

　が、その解決策が、もっとも冒涜された場所から火をかけるというのでは、ちっとも安心できないではないか。

「そうと分かってれば余よ裕ゆうもぶっこくわけだわ。リタ、とりあえず用意した聖水を。絵里子たちは……」

　と、あたりを見回して、かるく絶望しかかる。

「懺ざん悔げ室が壊こわれてなきゃ、あそこに入れて聖化しちゃうのに、リタのばか！」

「あれはお姉様が悪いのですわ！」

「わざわざ待ちかまえてたくせに！」

　と、口論している間にも穴は燃え広がり、そろそろクモ戦車が通れる大きさになりかかってきた。クモ戦車は、もはや聖性恐おそるるにたらずとばかり、燃えさしを踏ふみつけ、壁を砕くだきながら、ゆっくりと堂内へと侵しん入にゆうしてきた。

「とっ、とりあえず、マリア様の後ろにでも隠かくれてて！」

「はっ、はいっ！」

　疲つかれているだろう身体を押して、絵里子は必死に軍いくさ畑ばた兄妹を引っ張り始めた。

「さあて、勝ったつもりだろうがそう簡単にいくものか」

　ルチアは戦車の前に立ちふさがって、合体させた十じゆう字じ架かを掲かかげた。

　クモ戦車の進行が、ぴたり、と止まった。

「備え付けのが壊されてるったって、十字架くらいは常備なんだからね」

　さっきまで鈍どん器きだったものが聖性を取り戻もどすのは、やはり近づきがたいものなのか、クモ戦車はじりじりと横に回り込む。

　ルチアはあくまでもそれに合わせて身体を回して牽けん制せいし続ける。時間があるかぎり、少しでも聖句を唱えて、霊的優位を築こうとしつつ。

　その間に、リタは用意していた聖水を持って、まずマリア祭壇の後ろの絵里子たちにふりかけた。二人が正面から見つめ合うのは実は初めてであろう。なにかお互たがいに複雑な顔をしながらも、庇ひ護ごの祈りを終え、そして自分のメイスにも少しかけた。

「ここからうかつに動かないで、いいですね」

　それから、ルチアの後ろで戦列に加わり、自分たちにも振ふりかける。

「マザーが作ってくれたやつなら、私らがその場でデッチ上げるやつよりは効くね、たぶん」

「だといいのですが……いっそ、さっきのあの力をもう一度使えませんの？」

　リタはちらりと、背後の絵里子を窺うかがう。絵里子は聞こえていたように、両手で眼鏡を押おさえた。ルチアは絵里子に聞こえないように、リタに耳打ちする。

「悪あく魔まだと思ってたんじゃなかったっけ？」

「でも、さっき悪魔を……それに、お姉様は違ちがうって言いました」

「どっちにしろ、あんまり見せたくなかったな。あれは気軽に使えない、切り札のつもりだったから……」

「切り札？　私にも言えないようなものですか」

「ホントに聞いてないの。オワリノミコとやらは本当の終末をもたらせるとか、法王庁も悪魔憑きも、そんなことを言って絵里子をいじめようとしてるけど」

　だから、教会には戻れない。リタが「教会の刺し客かく」であるかぎり、その胸に飛び込むこともできない。それを引き替かえにしても、ルチアは絵里子を選んだ。

「それとも、それでもやってみる？」

「そんな、恐ろしいことを」

「恐ろしいのはどっちが？　今は力は封ふうじてるけど、それは出し惜おしみじゃなくて、絵里子のためよ。いやー、これはかなり、計算が狂くるったね」

　しかし、こちらから打って出るには決め手がない。そのことを見切ったように、クモ戦車が先制した。炎ほのおかと思われたところで、先に糸を吐はく。

　また、からめとられてはたまらない。二人は左右に分かれて飛び退く。

　クモ戦車はルチアには糸を、リタには炎を吐きかけながら、自らは絵里子に向かって歩を進めた。ルチアは基本的にはそれをほとんど身をひるがえして避よけ、リタは可能な限り銃じゆうとメイスで打うち払った。これ以上火の海にされてはたまらないからだが、熱で聖水が蒸発してしまう。

「ちっ、逆なら良かったかな」

　ルチアの十字架なら、それ自体が聖別されているから殴なぐる分には枯こ渇かつはないが、炎に耐たえきるかどうかは解わからない。

　それよりも、いまはこの糸をどうくぐりぬけるかが問題だ。なにしろ、避けたところで壁に当たって障害物が張はり巡めぐらされるだけで、逃げるがわとしては何も有利にならないのだ。切断武器がないことにはかわりない。

　おそらくは、悪魔もそれは見み越こしているのだ。じりじりと、マリアの祭壇に近づき、しかし、そこで止まる。

「ひっ」

　絵里子が声を上げるのを聞きつけ、横からのぞき込む。だが、いきなり食いつきはしない。左右からかわるがわる、手を出してはひっこめる。

「よっしゃ、効いてる、今のうちにっ……」

　ルチアはトンフアーを左右の肘ひじに添そえ、糸を横に捌さばきつつクモに向けて突とつ撃げきした。クモはそれに気づいたか、ルチアのほうに火を切り替えて迎むかえ撃うった。

「ちっ」

　トンファーを眼前に交差させて火か炎えん弾だんを弾はじく。とりあえず一回は保もった。髪かみを濡ぬらした聖水が湯気を上げる。その間に、リタはベレッタで援えん護ごを試みる。

　だが、今度は糸がリタを襲おそった。とっさに避けたリタだったが、直ちよく撃げきはしなかったものの、銃じゆう口こうにベッタリと粘ねん液えきがこびりつく。

「これが狙いじゃないでしょうね、クソッタレ！」

　リタの口調が変わっているのが、珍めずらしいことだとルチアには聞こえた。それから、自分に向かってくる二発目を、正面から、今度は聖せい銃じゆうで迎え撃つ。

　銀ぎん弾だんではなく、空くう砲ほう。火か炎えんと火炎、衝しよう撃げきと衝撃が激げき突とつし、対つい消しよう滅めつする。その爆ばく煙えんの中を、ルチアは突つっ切きる。

「やっぱこれでいけるか、ラッキー！　銀は高いからねえ！」

　俗ぞくだが切実な事情をぶちまけながら肉にく薄はくし、射しや撃げきを終えたばかりのデスマスクに、トンファーの一いち撃げきを振り下ろす。

　が、当たったかに見えた直後、敵の姿がふっと消えた。

「何っ？」

「おねーさん、上！」

　絵里子の声に見上げると、なるほどいかに戦車じみていてもクモはクモ、脚あしで飛とび跳はねるや四方の壁に糸を吐きかけ、それで自分を支えていた。いわゆる「蜘蛛くもの巣」の典型的イメージとは違う、より立体的な空中回かい廊ろうを造るつもりのようだ。

「あのガタイを支えるってことは、たしかに大した強度ね」

「感心している場合じゃありませんわ、私の銃は使えないし」

　遠えん距きよ離り戦になることを想定してか、リタが悔くやしがる。しかし、口調はもう戻っていた。

「なに、ヤツが歩けるなら、きっと私らも歩けるさ」

　ルチアは雑に張り巡らされた糸に、ひょいと飛び乗った。糸はたしかに、その衝撃を受け止めて平然としていた。

「とりあえず、靴くつが張り付いて脱ぬげることはないっぽいね」

　本物の蜘蛛の糸には二種類あり、クモ自身はねばつかない方を歩く。どうやら悪魔であっても基本的には同じらしい。

「……でも、下着がまる見えですわ」

「いいじゃん、男子が目を覚まさないかぎり。リタだって見慣れてるでしょ。はいてない、よりはずっとマシよ」

「でもお姉様、聖職者が黒はどうかと思います！」

「細かいなあ」

　それは別に普ふ段だんからそうなのではなく、白いのは一枚無くしているからローテーション的に仕方なくそうなっただけであって。

「それより、あんたも来なさい！」

　ルチアは聖銃にまた空砲を装そう填てんしなおすと、トンファーとして構えなおし、そして糸の上を走り出した。あきらかに足の幅はばより狭せまいが、気にしない。

　それを見て、リタも観念したのか、糸に飛び乗った。

「……白」

　見上げて素そ朴ぼくにルチアのカタキをとる絵里子に、きっときつい視線を送ってから、後を追って走る。

　クモ戦車は改めて足場の糸を何本か延ばしながら、乗り切らない足を振りかざして迎え撃った。

　つまり、今は糸も火も使えないのだ。自分の火が自分の糸を燃やせるのは、最初の防ぼう御ぎよから反はん撃げきに転じたとき実証済み。だからこそ、ルチアも一度は助かった。

　接近戦を挑いどむなら、今をおいてない。

「おおりゃあああっ！」

　乙女おとめに似つかわしくない雄お叫たけびを上げて、トンファーとメイスが唸うなる。敵の足は多いが、短い。ルチアは身体を回転させ、同じ関節に二連撃を加え、たたき折る。臭くさい体液が降りかかり、聖水と反応して焦こげるが、気にせず追い打ちをかけにいく。

　同時にリタのメイスも別の足一本を粉ふん砕さいし、たたみかける。

　それでも、やはり文字通りの手数では、クモのほうが多かった。一本を砕いても、その隣となりの一本が払はらいのけに来る。それだけでも、人間の膂りよ力りよくをはるかに上回った。

　とっさにトンファーで受けながらも、ルチアははね飛ばされて壁かべに打ち付けられ、一いつ瞬しゆん、呼吸が止まる。そこに糸の一本が打ち付けられ、固定されてしまう。

「お姉様っ！」

　振り向いた隙すきをつかれ、リタに火の玉が迫せまる。リタは後ろに跳とんだが、降りるべき糸の橋は、その炎によって切断された。

「ひゃあっ！」

　リタはとっさに糸を掴つかんで宙づりとなったが、行動の自由を失う。

　クモ戦車はどちらにとどめを刺さすか迷ったあげく、一歩を踏ふみ出そうとして、しかし自分もバランスを崩くずした。

　糸の何本かを支えていた壁に火が回って、崩れたのだ。

　クモ戦車は慌あわてて、まだ燃えていない壁に手当たり次第に回廊を張り、それを伝うことにした。落ちてもなんのダメージもあるまいに、どうしても嫌いやだったのか、あるいは――すべてが焼け落ちて元も子もなくなる前に、邪じや魔まな二人を始末せねばならなかったのか。

　最初に目を付けられたのは、ぶらぶらと揺ゆれるリタの方だった。一段高い橋から、デスマスクが狙いをつける。だが、揺れているのが幸いしてか、なかなか定まらないようだ。

　リタはちらりと下を見た。ぶら下がっているから、たしかに、飛び降りても死ぬほどではない。元々の教会堂自体がそう巨きよ大だいではないのだ。

　だが、リタはなんとかはい上がるほうを選せん択たくした。戦線からの脱だつ落らくを、自分に許すつもりはないようだ。

　糸をたぐっている間はメイスを振れないが、それでも。

　その無防備なリタが、火炎弾の射程にとらわれる直前、再び、聖歌が響ひびき渡わたった。

　それ自体は、糸にもクモ戦車にももはや直接のダメージを与あたえない。だが、クモ戦車はただそれは嫌きらいとばかりに狙いを変え、ルチアに伸のびる糸へと足を踏み変えた。

「こんなときにっ、何ですの！」

　リタは憎にく々にくしげに携けい帯たいを取り出した。確かめるまでもなく、掛かけてくる相手など一人しかおるまいに。

「――切るなっ！」

　出るより早いくらいのタイミングで、固着されたままのルチアが叫さけんだ。

「お姉様？」

「マザーでしょ、切るな！」

　言うなり、ルチアの背中で爆ばく発はつが起きた。その衝しよう撃げき波はに混じる聖性にたじろいで、クモ戦車の歩みが止まる。まるで息を吹ふきかけられた普ふ通つうのクモのように。

　ルチアの姿は、消えていた。

　否いな――彼女は、脱だつ出しゆつしていた。下へ。さっきよりさらに焼けこげて背中がまる開きとなった法衣をなびかせながら、糸の一いつ端たんを掴んで滑かつ降こうしていた。

「ちくしょーっ、もう着き替がえがないってのに！　またやけどしたよブラも切れたよ！　絶対もとは取ってやるう！」

　いろいろと悲痛な叫びを上げつつ、振ふり子こ運動でリタのほうに突っ込んできたのである。

「リタ、来いっ！」

「はいっ！」

　リタは自分がつかまっていた糸を離はなすと、空中ブランコの曲芸よろしくルチアに飛びついた。ルチアの左手がその細い腰こしを抱だき留とめる。

「ああ、夢みたいですわ」

「すぐ悪夢になるよ」

　ルチアはその勢いを維い持じしたまま、途と中ちゆうの他の糸にひっかけながら方向転てん換かんし、燃えさかる炎ほのおをかすめて上じよう昇しように転じた。微び妙みように長さが足りないのを空中で離し、十じゆう字じ架かをのばして、いちばん高く固着している糸にひっかけた。

「よし、上をとった！」

「そ、それで？」

「電話切ってないね？　切れてたらマザーにかけ直して」

『さっきから訳が解わからないわ、なにが起きているの！』

　わざわざ確かめなくても、あの大声がハンズフリーで聞こえてくる。説教だったら思わず耳を塞ふさぐところだが、今は頼たのもしい。

「いいところでした。今どちらに？」

「リタに呼ばれて、そっちに向かっているところよ、ああもう、この歳としで走らせないで。親切な方が車に乗せてくれたからいいけれど」

　――間に合うか。いや、一秒でも惜おしい。だが、車ということはこれ以上息が切れる心配はなさそうだ。

「じゃ、このまま、その調子でお願いしたいんですがね。詩編、そうだな、四三とか四六あたり。あと、聖金曜日典礼の十じゆう字じ架か讃さん歌か」

　ルチアはそれだけ伝えると、リタに電話を持たせたまま堂内の空間を見回した。

　クモ戦車は、上をとられたのを不利と感じたか、上への通路を増設しながら上ってきた。その縦糸何本かのルートを見み極きわめると、リタをせかして糸によじのぼらせ、自分も這はい上がる。腰に回した手を引き抜ぬき、ついでに銀の弾をすり取る。

「もうっ、手て癖くせが悪くなって！　税関通すの大変なんですよ」

「はいはい後で懺ざん悔げ。それより、ここからあの糸まで飛べる？」

　ルチアが指した縦糸までの距きよ離りを見て、リタは「はいい？」と、素すっ頓とん狂きような声を上げた。

「とっ、遠くない？」

「でも飛んで。マザーの祈いのりが鳴り響いてるうちに、あれをなるべく上まで登って、その携帯を高く掲かかげて。敵の注意は引くから、じゃ」

　と、ルチアは瞬しゆん時じ、リタに唇くちびるを重ね、それから、

「行ってらっしゃい」

　と突つき放はなした。

「そんなのっ！」

　リタはとっさに足場を蹴けって、手近な縦糸にまず跳んだ。
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「かえってのぼせてしまって危ないでしょ！」

「のぼせてくれるんだ、ありがと」

　ルチアは見送りながら、聖せい銃じゆうにかっぱらった銀ぎん弾だんを込め直し、それからクモ戦車に向けて挑ちよう発はつした。

　クモ戦車は、リタの追つい撃げきを諦あきらめた。ルチアのほうが脅きよう威いだと判断したのか、それともリタの携帯から流れる詠えい唱しように近づきたくないからか。

『神よ、ねがわくは我を裁き

　情け知らぬ民に向かひてわが訟をあげつらひ

　謀りおほき邪よこしまなる人より

　我を助けいだしたまへ』

　クモ戦車は、足場のつながりを確かめると、焼やき払ってもかまわないと判断したのか、火か炎えん弾だんを撃うちかける。ルチアはそれを一方の空くう砲ほうで相殺し、その隙をついてもう一丁から銀の弾を放つ。

『汝なんじは我が力の神なり

　なんぞ我を捨てたまひしや

　何ぞ我は仇あだの暴虐しへたげによりて

　かなしみありくや』

　銀の弾が、初めて敵の体表に炸さく裂れつした。デスマスクがうなり声を上げる。

　だが、糸いと疣いぼは防ぼう弾だんではなく、あくまで攻こう撃げきのために振るわれた。ルチアはとっさに、リタの後を追うように縦糸に跳んだ。もう一度あの糸にとらわれたら、もう脱出方法は残っていない。空砲で糸を焼き切るには、残弾と、なにより炎に耐たえる余力が必要だ。

「これ以上やって、十二月に全ぜん裸らは勘かん弁べんしてほしいのね」

　リタの真下で、ルチアは攻撃手段に迷うクモの頭上に滑すべり降おりていった。

　他のルートを回り込ませるわけにはいかない。

『主は地のはてまでも戦闘たたかいをやめさしめ

　弓をとり戈ほこを断ち

　戦いくさ車ぐるまを火にて焼きたまふ』

　トンファーがクモの爪つめを砕くだくが、反撃でルチアの足にも鮮せん血けつが流れる。

　至近距離からはき出される糸の塊かたまりを、聖火が焼き払う。

『万軍の主はわれらと供なり

　ヤコブの神は我らの高き櫓やぐらなり』

　ルチアは残弾を残らずたたき込んで、デスマスクが吐はこうとする炎をとにかく防いだ。すると、クモの態度が変わった。

　こちらの意図に気づかれたか、かまわず、どんどん登ってくる。ここが「砦とりでの塔とう」になろうとしていると知って、焦あせっている。ルチアはそう判断した。

　続く典礼の讃さん歌かを背後に聞きながら、とにかく傷にかまわず、殴なぐりかかる。すでに最初にかけてもらった聖水すべてを中和するだけの体液が飛び散り、腐ふ臭しゆうが漂ただよう。

『主の十字架をあがめ、尊み、その復活を讃たたえやう』

　リタがついに、天てん井じようにその声を掲げた。最後の時が近い。三者ともがそれを確信した。クモ戦車はなりふりかまわず、デスマスクの口に炎を湛たたえた。

　なにもかも、まとめて焼き払う気だ。

「リタ、飛べ！」

「もう少しッ！」

　ついに炎が、立て続けに三つ、いや四つ、放たれた。途中でルチアが阻そ止ししても、確実にリタと携帯を消しよう滅めつさせられる。

　が、ルチアはそれを止めなかった。横に飛んで、すべてをかわした。

　そして、飲み込まれるかと思われたリタも、直後に。

　同時に、マザーの最後の一節が響き渡った。

『見よ、この木によつて、あまねく世界に喜びが来た！』

　瞬しゆん間かん、どこかで鐘かねが鳴ったような幻げん聴ちようがした。堂内が聖別されたのか、クモ戦車の足がこわばる。

　だが、それだけで致ち命めい傷しようではない。なにより、放たれた火球は全部、天井をぶち抜く。すべてが焼け落ちれば、聖別もなにもない。

「と、思っただろ？」

　空中のルチアが、自分より先に落ちていく悪あく魔まに何故笑ったのか、はたして理解されただろうか。デスマスクが首をかしげるようにねじれた時、天井は爆ばく砕さいされ、

　そして、それは天より降ってきた。

　ルチアが抱かかえるよりも、さらに巨大な十字架が、聖せい霊れいの光をともなって。

「中のが壊こわされてたから安心したろ？　外にもあったんだよ！」

　それは屋根の上に掲げられていたものだった。ドーム天井の真ん中で唱えられた十字架讃歌は、神の家を守る力を蘇よみがえらせたのだ。

　それはまっすぐクモ戦車めがけて落ちていき、

「そしてっ、カトリックはダテにガリレオをいじめてはいないッ！」

　ルチアは天井を蹴って下向きに加速し、巨大十じゆう字じ架かのてっぺんに跳とび蹴げりをくらわせた。それはどれほど罰ばち当あたりな行こう為いであったか。にもかかわらず、十字架は重力以上の加速を得て、落下するクモ戦車に追いついた。

　はりめぐらされた糸の回かい廊ろうも、その天より落ちる雷らい鳴めいのごときを止めることはできず、クモ戦車は胴どう体たいのど真ん中を上から下まで串くし刺ざしにされ、教会のイスをすべて踏ふみ砕きながら、床ゆかに磔はりつけとなったのであった。

　落らく雷らいに混じって、獣けものというよりむしろ鳥のような叫びが響ひびき渡わたる。

　それはちょうど、絵里子の間近に埃ほこりを舞まい上げ床を震わせて、とっさに身をかがめた絵里子が目を開けたとき、その目の前にはあの主しゆ砲ほうであるデスマスクがあった。

「絵里子っ、逃にげて！」

　ルチアにとっては、唯ゆい一いつにして致ち命めい的てきな誤算と思えた。

　しかし、そのとき絵里子は、ずれた眼鏡を直さず、じっとその死面を見つめ、

　それから、おごそかに何かを唱え始めた。

　ラテン典礼に似て非なる、どこか囃はや子しをも思わせる、不思議な声。

「……裁谷のオラショ……」

　ルチアはかつて聞いた、すべての発ほつ端たんとなる村の祭さい儀ぎを思い出した。

「オラショ？　Oratioですの？」

　糸をつたって降りながら、リタが尋たずねる。

「そう、隠かくれキリシタンの。四百年守り続けられた秘ひ蹟せき」

「……こんなの、異い端たんですわ」

　あるいは、リタの言うとおりだろう。

　だが、それでも現に――クモ戦車は、絵里子の声に聞き入りながら、静かに消失し始めている、それは、否定しえない。

　奇き跡せきのように。

　悪魔の身体が完全に消える直前、絵里子は眼鏡を上げ、そして最後につぶやいた。

「ニコラス……五ご郎ろうおじさん、安らかに。ああめん」







終章







　決着を見届けてから、リリスは意外にも、おとなしく去った。

「オワリノミコが終わらせたか、わざわざ待まち伏ぶせた甲か斐いはあったな」

　と、いつでも奪うばえたかのような余よ裕ゆうを見せながら。

　それに対して、毅き然ぜんと言い放ったのはルチアより先に、絵え里り子こであった。

「私は、あなただけは許しません。そのたくらみをこそ終わらせます」

「だ、そうだ。となると私もそれに付き合っちゃうしかないんだけど」

　絵里子をかばう砦のように、満まん身しん創そう痍いのまま立ったルチアに対し、リリスはただ嘲ちよう笑しようを返すのみだった。

「望むところだ、是ぜ非ひ終わらせてくれ。なにしろ全ての原因は、終わらないことにあるのだからな」

「勘かん違ちがいするな、終わらせるのは――」

「いやいや、終わりが来ないとだれもが困るのだよ、神自身さえもな！　本当なら今いま頃ごろ全部終わっているはずだったのだから、途と中ちゆうで投げられては」

「あの日のこと、か？」

　ルチアはいぶかしみながらも思い出さざるを得ない。絵里子を抱だいて走った夜、空を彩いろどった場ば違ちがいな極光。「黙もく示し録ろく」。不確かでありながら、だれもを絶望させる、望まざる永えい劫ごうの気配。

「知りたければ探せ、神を疑え。どっちにしろすぐにまた会うことになる……」

　捨てぜりふと片づけるには気になりすぎることを言って、リリスは飛び去った。

　翼つばさ持つ電光の蛇へび、言うなればそのような姿となって。

　甲かん高だかい金属の回転音は、悪魔というにはずいぶん現世的な響きだったが。




　軍いくさ畑ばた智さとしが目を覚ましたのは、リリスが去ってすぐだった。どうせなら、戦ってるときに目を覚ましてくれれば運ぶのに苦労しなかったのに、とルチアは絵里子をねぎらいながら思ったものだが、いざ目が覚めてみれば、全身の負傷と激痛でそもそも歩行が困難であった。ルチアは思わず、リタとお互たがいを非難する視線を交かわし合ってしまった。

　そして二人がもう一度智を見たとき、本人も、ものすごく困った顔をして自分の身体を隠そうとしていた。

「悪魔が離はなれたのに、まだ、ありますわね……」

　聞いていた話だと、半はん端ぱに女性化したのも悪魔のせいのはずだった。

　が、智は首を横に振ふった。

「よく覚えてないんですが、本当にこれも悪魔の仕し業わざなんでしょうか……父はそう信じたがってますけど、私がこうなってきたのは二年くらい前からなんです」

「何ぃ!?」

　計算が合わない。どう考えても、裁さばく谷たにのニコラス五郎とリリスがあの悪魔を沙さ羅らを介かいして憑つけたのは、ルチアたちが現れるほんのすこし前。いくらリリスが予言者めいていても、そんなに早くから今日のことを予測して動いていたとは思えないし、なによりニコラス五郎は警察署に現れてレギオンを使っている！

　考えられるのは、それとは無関係に、軍畑の当主が都合の悪いことを全部、悪魔のせいにしたということだ。「あの日」と重なるのも偶ぐう然ぜんかもしれない。

　そこでルチアは、はた、と気づいた。リリスはそもそもどうやって、絵里子がここに現れることを察知したのだろう。本当に予言者なのか、それとも……

「……てことは、私の身体、このあとどうなっちゃうんでしょう。家は継つげなくてもべつにいいんですが、どっちとして生きていけば」

　智の訴うつたえが、思考を遮さえぎった。

「私が知るかっ、そんなことは実際ついてるヤツに聞け！　どっちか解わからんよーなのでも枢すう機き卿きようくらいなれる！」

「何か私の品性を疑わせるような発言が出た気がするのですが？」

　いきなり、例によってなんの前まえ触ぶれもなく出現した枢機卿に、一同は驚おどろき、ルチアだけが冷静に、じとりと半眼でにらみつけた。

「今まで何してたんですか。ていうか実際ついてんでしょ下手すりゃ全部」

「そんなことを気にしているなんて、貞てい淑しゆくをモットーとするシスターにふさわしくないはしたなさですね。あとで告解なさい」

「だからヤだってのよ、このテの話は！」

　ルチアは毒づき、そして絵里子の両耳を手でふさいだ。

「どうしたの、ついてるって何が？」

「えりえりは聞いちゃいけません、耳が穢けがれる」

　もっとも実際のところ、家庭や人の成長についてルチアが説教できる権限もなにもなく、ただ一つ確かなのは、兄妹はそろって軍畑家を継ぎたがっていないということだ。

　当主はこれも呪のろいだと言うだろうか。




　マザー・カタリナが黒い覆ふく面めんパトカーで到とう着ちやくしたのはさらにその直後。

「まったく、面めん倒どうを増やすなと言ったのにね」

　まだ包帯の取れない、通りすがりの親切な警部補は、ルチアのありさまを見てとりあえず、そう嘆なげいた。

「なんで、姐あねさんまで」

「町中で発はつ砲ぽうされりゃ通報もされるさ、頼たのむから、ごまかすならちゃんとごまかしてよね。こないだの件で署が機能停止したから、周りの所しよ轄かつでこのへん分担してんのよ。おかげで垣かき根ねも蹴け飛とばせるけどね」

　彼女にしては珍めずらしく、面倒が増えたことを喜んでいるように見えた。




　そして最後に、ルチアと絵里子が去った。

　リタは反対したが、今、実力行使をするにはお互い傷つきすぎているし、焼け落ちた教会の責任者がマザーということになっている以上、警部補としてはマザーに事情聴ちよう取しゆをするしかない、という理由で。

「ひとつ、聞いてもいいですか」

　まだ、わだかまりを残すリタは、その視線をついと絵里子に向けた。

「教会に追われるほど、危険な力なのでしょう。お姉様は本当に、そんなものと心中なさるおつもり？」

「絵里子が私にとってなんなのか、はっきり気づかせてくれたのはあなたでしょ」

「……だったら、せいぜいその謎なぞでも解くのですね。きっとあのリリスとも関係ありますわ。私は、そんな子に終わりにさせられるなんて納得しませんから」

　そして、リタはルチアの胸に飛び込んだ。

「私は、諦あきらめませんから！」

　そして寄せられた唇くちびるを、しかし寸前で、ルチアの指が押おしとどめた。

「だめよーリタ、子供が見てるでしょ」

　そう言ってするりと腕うでをふりほどくルチアに、リタはなおも叫さけんだ。

「ひどい人！　やっぱり次こそ殺してやる！」

「待ってるよ」

　ルチアは絵里子の肩かたを抱き、何かを言おうとしている少女の背を押して去ろうとした。

「なんなら、送らせるけど？」

　警部補が指さす向こうで、同じく包帯の取れない若い刑けい事じが、覆面パトの運転席から手を振っていた。ルチアはあわてて、ぷいと顔をそらした。

「乗るか、ばかぁ！」

　そう言って向けた、焼けてさらけだされた背を、不意に、暖かいものが覆おおった。

　そっと近づいてきたマザー・カタリナが、上着をかけてくれたのだと、振り向くまでもなくすぐに気づいた。

　そのまま、歩けなくなりそうだった。

　絵里子が、不思議そうに上うわ目め遣づかいでのぞき込んで来る。

「……おねーさん、泣いてるの？」

「そんなわけないでしょ、ばか」

　かくて二人は、道に雫しずくの跡あとを残して歩き始める。




＊　＊　＊




　まだ暗い道、電車も走り出さない朝の道を、聖夜を彩る青い光めざして、歩く。

「結局、クリスマスイブ来ちゃったね」

「うん」

「プレゼントも、買えなかったし」

「もう、もらったよ？」

　絵里子はミトンの手て袋ぶくろをかざして、きょとんとした顔をした。

「いや、それで喜んでくれるんなら、いいんだけどさ」

　ルチアは、自分が納得できないのであった。ひと稼かせぎして、もうちょっといいモノを買って喜ばせるつもりが、来たときよりあきらかに貧びん乏ぼうが加速している。

　考えてみれば、約束どおり悪あく魔まは退けたのだから、献けん金きんくらいあってもよさそうなものだ、が、そんな余裕はなかったし、だいいち子息子女そろって殴なぐり倒たおしてしまったのだから、逆に治ち療りよう代だいを請せい求きゆうされかねなかった。警察に味方がいてくれて幸いかな。

　それにしても、朝食を買ったら電車賃もなくなるのは、さすがに、きわまったと言ってよいのではあるまいか。

「プレゼントはともかくとしても、ケーキは欲しかったよね」

　一ホールとまでは言わずとも、ブッシュ・ド・ノエルひとつくらい、買えてもいいんじゃなかろうか、と思う。絵里子にとってもルチア自身にとっても、もう少し甘あまい話があってもいいはずだ。

「……寒っ」

　ルチアは思わずまた一口、安ワインに口を付けた。

「おねーさん、またお酒だけ？」

　菓か子しパンをほおばりながら、絵里子が呆あきれる。今朝はケーキどころか、あんマンさえ手が届かなかったのだ。いたしかたあるまい。

「いいのよ、これが私の血なんだから」

　言ったそばから、ぐうと腹が鳴る。ベタすぎてそれが恥はずかしい。

「もう、しょうがないなあ」

　絵里子は手袋を脱ぬぐと、パンを真ん中からちぎって、ちょっと悩なやんでから、

「はい、食べないと正義の味方ができなくなっちゃうよ」

　と、大きい方を差し出した。ルチアは驚き、そして、くすりと笑ってから、

「そうだね」

　と、さらにその半分をちぎり取った。

「恵めぐみに、感謝いたします」

　十字を切って、再び、暗く細い道を歩き出す。

　誰も祝福しない、青い灯に向かって。




＊　＊　＊




　悪魔の消失と関係なく、いちど燃え上がった炎ほのおはとめどなく、消防車がくるころには教会堂はほぼ全焼し、森はなお燃え続けた。

　もっとも、通報から出動までに何か邪じや魔まが入ったかというほど時間がかかっており、着いた頃ころには焼け出されたシスター二人と信者らしき負傷者二人が助け出されただけ、事情聴取は所轄の刑事が行ったはずだが報告は要領を得ず、焼やけ跡あとに十じゆう字じ架かだけが燃え残っているような事態だったと、ネット上のニュースでは言う。

　むろんそれも、また誰もが信じない。




＊　＊　＊




<666:年末の○区教会の火事、悪魔事件だってマジ？>

<667:おまい、また獣けものの数字かYO!>

<668:悪魔じゃなくて、また米軍の陰いん謀ぼうって噂うわさだぜ。戦車っぽいものが目もく撃げきされたってよ。画像はボケボケのしか残ってないけどな>

<669:二年前の戦せん艦かんだけじゃ足りないらすいな>

<670:おい、今また、こないだのシスター入ってきた！>

<671:[image: ]非ひ推すい奨しよう。そいつ凶きよう暴ぼう！>




「このやろ懲こりもせず……ま、リタを銃じゆう刀とう法ほうでしょっぴかなかっただけでも、感謝しなきゃいけないのかねえ」

　シスター・ルチアはため息をついて、寝ね息いきを立てる絵里子の髪かみをそっと撫なでた。




　神は天になく、世は全てこともなし。

　かくあれかしアーメン。

（fin）







あとがき。







　皆さんお久しぶり。さあ反撃の季節がやってまいりました。今年も冬季攻勢作戦発動となりそうです。結果的に。




　で、冬季攻勢でヒロインが金髪なのに、素性があの国じゃなかったりします。珍しいことですね（ごく個人的に）。でも気が付くと金髪ねーちゃんの登場率は妙に高い気はします。ていうか、ヒロインの「人外率」と同じくらい「外人率」が高いというだけのことですが。別にフェチなわけではありません念のため。

　ていうか、小説キャラの髪の色って、いざ聞かれるとすごく困るんですよね。アニメやゲームならともかく、文章でピンクとか緑とか書いちゃうのって、やっぱり私としては抵抗があるのですよ。

　過去にピンク髪キャラは書いてはいますけど、全員ロボットだし。でもあいつらも、文中にはとくにピンクと書いた覚えはないような……




　さて前回の地底とはうって変わって夜の都内とか、ぐっと身近なところに戻ってまいりました。まあ恐竜とどっちが危ないかは解ったものじゃないですが。

　ついでにドリルも登場いたしません。ていうか別の仕事に輸出されました。そういえば去年の今頃は関東の果てに自衛隊のドリルを見に行ったりしてたのですが、今年は雨っぽいのでちょっと躊躇しています。

　で、今回の企画ですが、成立にあたっては前担当様との間で、榊さんと五代さんの「小説指南」みたいなことを実行しております。

　ぶっちゃけ三題噺ですが。ただ、問題がひとつ……

　だいたいのネタが決まって数分経ってから、ハタと気づいて慌ててメールしたですよ。

「よく考えたらコレ、昔、他ならぬ私がノベライズしたアレに似てるんですけど？」

　うわー、これでは「小説指南」じゃなくて「サルまん」なのじゃよー!?

　さらに！　企画がやっと出来たころに超鋼聖女サマが降臨なされて、のたうちまわったりもしまして。

　……ははっ、気にすることはない。被らないように作ればいいだけのこと！　なによりシスターは人気があるのだと証明されたよーなモノではないですか。

　ポジティブにいくことにいたします。旧軍参謀並。

　クリスマスの話がちゃんと十二月に出るんだから結果オーライとしましょう！

　だからといって、一ヶ月後に正月の話が出るわけではないのですが。




　ところで今回、途中で担当さんが交代いたしました。二人とも頭文字はＭなので、Ｍ１、Ｍ２と識別しようかと今思いつきましたが、米軍みたいなんでやめときます。

　そういえばナマのエイブラムスって見たことないなあ。

　武器といえば、今回もアイデアを葛西伸哉様から拝借しております。さらに、警察関係は麻生俊平様にお世話になりました。

　そしてイラストの珊琶挿様。まだ完成イラストは見ておりませんが、ラフの時点でもう、格好良すぎて却って困るほどです。仕上がりが楽しみです。

　皆様ありがとうございました。ここでルチアさんだったら、神の祝福を祈るとこなんですが、なんせ私ゃ、ソ連兵なので……




　世界創世紀元七五一六年／飛行機紀元一○五年十月

富永浩史
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